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9. 動物



9. 動物 
9.1 調査実施状況 

調査項目 調査方法 実施時期 

哺乳類 

任意踏査 

・春季（平成26年4月14～16,25日） 
・夏季（平成26年7月8,15,29日） 
・秋季（平成25年11月26～28日） 
・冬季（平成26年1月23,28,30日） 

センサーカメラ 

・春季（平成26年4月14～28日） 
・夏季（平成26年7月1～15日） 
・秋季（平成25年11月12～26日） 
・冬季（平成26年1月17～30日） 

トラップ調査 
・春季（平成26年4月14～16日） 
・秋季（平成25年11月26～28日） 

鳥 類 

ラインセンサス ・春季（平成26年4月22～24日） 
・繁殖期（平成26年6月13,20,23,24日） 
・夏季（平成26年7月11,18,28日） 
・秋季（平成25年10月30日～11月1日） 
・冬季（平成26年2月25～27日） 

ポイントセンサス 

任意踏査 

爬虫類 
両生類 

任意踏査 
・春季（平成26年4月14～16,25日） 
・夏季（平成26年7月8,15,29日） 
・秋季（平成25年10月29日～11月1日） 

昆虫類 
任意採集 ・春季（平成26年5月15,16,29,30日） 

・夏季（平成26年7月2,3,22,23日） 
・秋季（平成25年10月30日～11月1日） 

ピットフォールトラップ 
ライトトラップ 

クモ類 任意踏査 
・春季（平成15年4月14日～4月15日） 
・夏季（平成14年6月30日～7月1日,7月8日） 
・秋季（平成14年10月4日,10月28日） 

土壌動物 土壌動物採取 
・春季（平成15年4月14日） 
・夏季（平成14年7月8日） 
・秋季（平成14年10月28日） 

陸産貝類 任意踏査 

・春季（平成15年4月14日～4月15日） 
・夏季（平成14年6月30日～7月1日,7月8日） 
・秋季（平成14年10月28日,平成14年10月31日, 

平成14年11月8日） 

魚 類 任意採集 

・春季（平成26年5月12日） 
・夏季（平成26年7月24日） 
・秋季（平成25年11月19～20日） 
・冬季（平成26年2月3～4日） 

底生生物 
コドラート調査 
任意採集 

・春季（平成15年4月24日～4月25日,平成17年5月24日, 
平成17年6月1日） 

・夏季（平成14年8月8日～8月9日） 
・秋季（平成14年10月17日～10月18日） 
・冬季（平成14年12月24日～12月25日） 
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調査年月日 
定点現地調査 繁殖状 

況調査 St1 St2 St3 St4 St5 St6 St7 St8 St9 St10 St11 St12 St13 
平成 25 年 2 月 21 日 ○  ○   ○ ○    ○    
平成 25 年 2 月 22 日 ○  ○   ○ ○    ○    
平成 25 年 3 月 7 日 ○  ○   ○ ○    ○    
平成 25 年 3 月 8 日 ○  ○   ○ ○    ○    
平成 25 年 3 月 19 日              ○ 
平成 25 年 4 月 20 日 ○  ○ ○  ○ ○   ○ ○    
平成 25 年 4 月 21 日 ○  ○   ○ ○   ○ ○    
平成 25 年 4 月 25 日              ○ 
平成 25 年 5 月 13 日 ○  ○    ○   ○ ○    
平成 25 年 5 月 14 日 ○  ○  ○     ○ ○    
平成 25 年 5 月 20 日              ○ 
平成 25 年 6 月 17 日 ○  ○  ○ ○ ○    ○    
平成 25 年 6 月 18 日   ○  ○ ○ ○   ○ ○    
平成 25 年 6 月 24 日              ○ 
平成 25 年 7 月 3 日 ○  ○  ○  ○   ○ ○    
平成 25 年 7 月 4 日 ○  ○  ○     ○ ○    
平成 25 年 7 月 5 日              ○ 
平成 25 年 8 月 9 日              ○ 
平成 26 年 2 月 25 日 ○  ○    ○ ○   ○    
平成 26 年 2 月 26 日 ○  ○   ○ ○   ○ ○    
平成 26 年 3 月 7 日 ○  ○   ○ ○    ○    
平成 26 年 3 月 8 日 ○  ○    ○     ○ ○  
平成 26 年 3 月 13 日              ○ 
平成 26 年 4 月 26 日   ○  ○  ○   ○ ○ ○   
平成 26 年 4 月 27 日 ○  ○    ○   ○ ○ ○   
平成 26 年 5 月 9 日              ○ 
平成 26 年 5 月 26 日   ○    ○   ○ ○ ○   
平成 26 年 5 月 27 日 ○  ○    ○    ○ ○ ○  
平成 26 年 5 月 30 日              ○ 
平成 26 年 6 月 4 日 ○  ○    ○  ○  ○    
平成 26 年 6 月 5 日 ○  ○    ○   ○ ○ ○   
平成 26 年 6 月 20 日              ○ 
平成 26 年 7 月 2 日 ○  ○    ○    ○ ○   
平成 26 年 7 月 3 日 ○  ○    ○ ○   ○    
平成 26 年 7 月 4 日              ○ 
平成 26 年 8 月 6 日              ○ 
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9.2 調査結果 

哺乳類生息確認種一覧 

目名 科名 種名（和名、学名） 秋 冬 春 夏 
モグラ モグラ ヒミズ Urotrichus talpoides   ○  
  アズマモグラ Mogera imaizumii ○ ○ ○  
ウサギ ウサギ ノウサギ Lepus brachyurus ○ ○ ○ ○ 
ネズミ リス ニホンリス Sciurus lis ○  ○  
 ネズミ アカネズミ Apodemus speciosus speciosus ○  ○  
  ヒメネズミ Apodemus argenteus argenteus ○    
ネコ イヌ タヌキ Nyctereutes procyonoides viverrinus ○ ○ ○ ○ 
  キツネ Vulpes vulpes japonica    ○ 
 イタチ テン Martes melampus melampus ○ ○ ○ ○ 
  イタチ Mustela itatsi itatsi ○  ○ ○ 
 ジャコウネコ ハクビシン Paguma larvata ○  ○ ○ 
ウシ イノシシ イノシシ Sus scrofa leucomystax ○ ○ ○ ○ 

5目 8科 12種 10種 5種 10種 7種 
注) 種名と分類は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト［平成24年度版］」に準拠した。 
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鳥類ラインセンサス結果（ライン１）

秋季調査 繁殖期調査
種名 個体数 優占率（%） 種名 個体数 優占率（%）

カワラヒワ 6 18.8 ヒヨドリ 9 30.0
ヒヨドリ 5 15.6 ツバメ 4 13.3
シジュウカラ 4 12.5 メジロ 4 13.3
ホオジロ 4 12.5 ウグイス 3 10.0
スズメ 3 9.4 ガビチョウ 2 6.7
ハシブトガラス 3 9.4 エナガ 2 6.7
モズ 2 6.3 カワラヒワ 2 6.7
カケス 2 6.3 コゲラ 1 3.3
コゲラ 1 3.1 キビタキ 1 3.3
ガビチョウ 1 3.1 ホオジロ 1 3.3
ウグイス 1 3.1 ハシブトガラス 1 3.3

11 種 11 種
32 個体 30 個体

冬季調査 夏季調査
種名 個体数 優占率（%） 種名 個体数 優占率（%）

エナガ 6 20.7 ヒヨドリ 14 43.8
ホオジロ 5 17.2 メジロ 7 21.9
シジュウカラ 4 13.8 ウグイス 4 12.5
コガモ 2 6.9 コゲラ 2 6.3
ツグミ 2 6.9 キジバト 1 3.1
ガビチョウ 2 6.9 ツバメ 1 3.1
カワラヒワ 2 6.9 ガビチョウ 1 3.1
マガモ 1 3.4 ヤマガラ 1 3.1
コゲラ 1 3.4 ホオジロ 1 3.1
モズ 1 3.4 9 種
ジョウビタキ 1 3.4 32 個体
イカル 1 3.4
カケス 1 3.4

13 種
29 個体

春季調査
種名 個体数 優占率（％）

ヒヨドリ 7 13.7
ツグミ 6 11.8
ウグイス 6 11.8
カルガモ 5 9.8
エナガ 5 9.8
シジュウカラ 4 7.8
ホオジロ 4 7.8
カワラヒワ 3 5.9
ツバメ 2 3.9
コガモ 1 2.0
キジバト 1 2.0
ガビチョウ 1 2.0
ヤブサメ 1 2.0
センダイムシクイ 1 2.0
キビタキ 1 2.0
メジロ 1 2.0
カケス 1 2.0
ハシブトガラス 1 2.0

18 種
51 個体

合　計 100.0

合計 100.0

合計 100.0

合計 100.0

合　計 100.0
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鳥類ラインセンサス結果（ライン２）

秋季調査 繁殖期調査
種名 個体数 優占率（%） 種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 15 17.0 ヒヨドリ 14 45.2
エナガ 11 12.5 ガビチョウ 3 9.7
シジュウカラ 10 11.4 ウグイス 2 6.5
カワラヒワ 8 9.1 メジロ 2 6.5
アオジ 7 8.0 ハシブトガラス 2 6.5
ヤマガラ 6 6.8 アオサギ 1 3.2
ホオジロ 5 5.7 トビ 1 3.2
カケス 5 5.7 キジバト 1 3.2
キジバト 3 3.4 コゲラ 1 3.2
ウグイス 3 3.4 ツバメ 1 3.2
ベニマシコ 3 3.4 セグロセキレイ 1 3.2
コゲラ 2 2.3 ホオジロ 1 3.2
セグロセキレイ 2 2.3 スズメ 1 3.2
モズ 2 2.3 13 種
ジョウビタキ 2 2.3 31 個体
ハシブトガラス 2 2.3
キセキレイ 1 1.1 夏季調査
ガビチョウ 1 1.1 種名 個体数 優占率（%）

18 種 ヒヨドリ 20 48.8
88 個体 ウグイス 4 9.8

ガビチョウ 4 9.8
冬季調査 アオサギ 2 4.9

種名 個体数 優占率（%） キジバト 2 4.9
カワラヒワ 18 23.1 コゲラ 2 4.9
ホオジロ 12 15.4 シジュウカラ 2 4.9
エナガ 10 12.8 メジロ 2 4.9
シジュウカラ 6 7.7 サシバ 1 2.4
カケス 6 7.7 ホオジロ 1 2.4
アトリ 5 6.4 ヤマガラ 1 2.4
キジバト 3 3.8 11 種
アカゲラ 3 3.8 41 個体
ツグミ 3 3.8
アオジ 3 3.8
コゲラ 2 2.6
ジョウビタキ 2 2.6
カシラダカ 2 2.6
キセキレイ 1 1.3
ヒヨドリ 1 1.3
ベニマシコ 1 1.3

16 種
78 個体

春季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 25 33.8
カワラヒワ 7 9.5
スズメ 6 8.1
キジバト 5 6.8
ウグイス 5 6.8
ツグミ 4 5.4
ヤマガラ 3 4.1
メジロ 3 4.1
カルガモ 2 2.7
コゲラ 2 2.7
ガビチョウ 2 2.7
エナガ 2 2.7
アオサギ 1 1.4
ノスリ 1 1.4
キセキレイ 1 1.4
キビタキ 1 1.4
オオルリ 1 1.4
ムクドリ 1 1.4
ハシボソガラス 1 1.4
ハシブトガラス 1 1.4

20 種
74 個体

100.0

合　計 100.0

合計 100.0

合　計 100.0

合　計 100.0

合　計
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秋季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 4 28.6
シジュウカラ 3 21.4
カケス 3 21.4
コゲラ 2 14.3
ヤマガラ 2 14.3

5 種
14 個体

冬季調査
種名 個体数 優占率（%）

エナガ 3 42.9
シジュウカラ 2 28.6
コゲラ 1 14.3
カケス 1 14.3

4 種
7 個体

春季調査
種名 個体数 優占率（%）

ウグイス 4 19.0
エナガ 4 19.0
カケス 4 19.0
シジュウカラ 3 14.3
ヒヨドリ 2 9.5
キジバト 1 4.8
コゲラ 1 4.8
ヤブサメ 1 4.8
ヤマガラ 1 4.8

9 種
21 個体

繁殖期調査
種名 個体数 優占率（%）

コゲラ 3 20.0
メジロ 3 20.0
ヒヨドリ 2 13.3
ヤマガラ 2 13.3
キジバト 1 6.7
ガビチョウ 1 6.7
ヤブサメ 1 6.7
ウグイス 1 6.7
キビタキ 1 6.7

9 種
15 個体

夏季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 7 38.9
メジロ 7 38.9
ヤマガラ 2 11.1
ウグイス 1 5.6
キビタキ 1 5.6

5 種
18 個体

合計 100.0

合計 100.0

鳥類ラインセンサス結果（ライン３）

合　計 100.0

合計 100.0

合計 100.0
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秋季調査
種名 個体数 優占率（%）

スズメ 13 33.3
ヒヨドリ 6 15.4
カケス 5 12.8
ウグイス 3 7.7
アオジ 3 7.7
シジュウカラ 2 5.1
ハシブトガラス 2 5.1
キジバト 1 2.6
アオゲラ 1 2.6
モズ 1 2.6
ヤマガラ 1 2.6
ホオジロ 1 2.6

12 種
39 個体

冬季調査
種名 個体数 優占率（%）

ホオジロ 12 35.3
カシラダカ 10 29.4
カワラヒワ 3 8.8
ヤマガラ 2 5.9
アオジ 2 5.9
スズメ 2 5.9
コゲラ 1 2.9
ヒヨドリ 1 2.9
ツグミ 1 2.9

9 種
34 個体

春季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 3 20.0
キジバト 2 13.3
ウグイス 2 13.3
シジュウカラ 2 13.3
メジロ 2 13.3
スズメ 2 13.3
オオルリ 1 6.7
ハシブトガラス 1 6.7

8 種
15 個体

繁殖期調査
種名 個体数 優占率（％）

ヒヨドリ 4 50.0
キジバト 2 25.0
ウグイス 1 12.5
ホオジロ 1 12.5

4 種
8 個体

夏季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 6 31.6
メジロ 5 26.3
ホオジロ 3 15.8
コゲラ 1 5.3
ツバメ 1 5.3
ウグイス 1 5.3
ヤマガラ 1 5.3
スズメ 1 5.3

8 種
19 個体

合計 100.0

合計 100.0

鳥類ラインセンサス結果（ライン４）

合　計 100.0

合計 100.0

合計 100.0
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鳥類定点センサス結果（定点１）

秋季調査 繁殖期調査
種名 個体数 優占率（%） 種名 個体数 優占率（%）

カワラヒワ 26 53.1 ヒヨドリ 5 26.3
カケス 4 8.2 コゲラ 3 15.8
ホオジロ 3 6.1 メジロ 3 15.8
ヒヨドリ 2 4.1 ウグイス 2 10.5
ガビチョウ 2 4.1 シジュウカラ 2 10.5
シジュウカラ 2 4.1 ハシブトガラス 2 10.5
アオジ 2 4.1 ガビチョウ 1 5.3
ハシブトガラス 2 4.1 ヤブサメ 1 5.3
アオゲラ 1 2.0 8 種
コゲラ 1 2.0 19 個体
モズ 1 2.0
ウグイス 1 2.0 夏季調査
ヤマガラ 1 2.0 種名 個体数 優占率（%）
ハシボソガラス 1 2.0 ヒヨドリ 3 16.7

14 種 ガビチョウ 3 16.7
49 個体 ウグイス 3 16.7

コゲラ 2 11.1
冬季調査 メジロ 2 11.1

種名 個体数 優占率（%） ハシブトガラス 2 11.1
カシラダカ 8 20.5 ヤマガラ 1 5.6
ヒヨドリ 7 17.9 ホオジロ 1 5.6
ホオジロ 7 17.9 ハシボソガラス 1 5.6
エナガ 5 12.8 9 種
コゲラ 3 7.7 18 個体
シジュウカラ 3 7.7
ガビチョウ 2 5.1
アオジ 1 2.6
カワラヒワ 1 2.6
カケス 1 2.6
ハシブトガラス 1 2.6

11 種
39 個体

春季調査
種名 個体数 優占率（%）

キジバト 3 11.1
ガビチョウ 3 11.1
エナガ 3 11.1
ホオジロ 3 11.1
ヒヨドリ 2 7.4
ウグイス 2 7.4
シジュウカラ 2 7.4
メジロ 2 7.4
ハシブトガラス 2 7.4
トビ 1 3.7
アカゲラ 1 3.7
ヤブサメ 1 3.7
ヤマガラ 1 3.7
カワラヒワ 1 3.7

14 種
27 個体

100.0

合　計 100.0

合計 100.0

合計 100.0

合計 100.0

合　計
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鳥類定点センサス結果（定点２）

秋季調査 夏季調査
種名 個体数 優占率（%） 種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 8 33.3 メジロ 5 31.3
アオジ 4 16.7 ヒヨドリ 3 18.8
カワラヒワ 4 16.7 ガビチョウ 2 12.5
ヤマガラ 2 8.3 ウグイス 2 12.5
ホオジロ 2 8.3 シジュウカラ 2 12.5
ハイタカ 1 4.2 ヤマガラ 1 6.3
アカゲラ 1 4.2 ハシブトガラス 1 6.3
ガビチョウ 1 4.2 7 種
ハシブトガラス 1 4.2 16 個体

9 種
24 個体

冬季調査
種名 個体数 優占率（%）

アトリ 15 28.8
カワラヒワ 8 15.4
カシラダカ 7 13.5
エナガ 6 11.5
カケス 5 9.6
シジュウカラ 3 5.8
キジバト 2 3.8
アカゲラ 2 3.8
コゲラ 2 3.8
ホオジロ 2 3.8

10 種
52 個体

春季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 6 25.0
メジロ 5 20.8
カワラヒワ 3 12.5
コゲラ 2 8.3
ウグイス 2 8.3
ノスリ 1 4.2
キジバト 1 4.2
アオゲラ 1 4.2
オオルリ 1 4.2
シジュウカラ 1 4.2
ハシブトガラス 1 4.2

11 種
24 個体

繁殖期調査
種名 個体数 優占率（%）

カワラヒワ 5 27.8
ウグイス 3 16.7
ヒヨドリ 2 11.1
シジュウカラ 2 11.1
メジロ 2 11.1
コゲラ 1 5.6
ガビチョウ 1 5.6
キビタキ 1 5.6
サンコウチョウ 1 5.6

9 種
18 個体

100.0

合　計 100.0

合計 100.0

合計 100.0

合　計 100.0

合計
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秋季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 5 27.8
エナガ 5 27.8
カワラヒワ 3 16.7
アオジ 2 11.1
キジバト 1 5.6
シジュウカラ 1 5.6
カケス 1 5.6

7 種
18 個体

冬季調査
種名 個体数 優占率（%）

エナガ 3 25.0
シジュウカラ 3 25.0
キジバト 2 16.7
カワラヒワ 2 16.7
カケス 2 16.7

5 種
12 個体

春季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 9 39.1
カケス 8 34.8
エナガ 3 13.0
ウグイス 1 4.3
ヤマガラ 1 4.3
ホオジロ 1 4.3

6 種
23 個体

繁殖期調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 6 42.9
ガビチョウ 2 14.3
ウグイス 2 14.3
メジロ 2 14.3
ヤマガラ 1 7.1
ホオジロ 1 7.1

6 種
14 個体

夏季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 6 60.0
メジロ 2 20.0
ウグイス 1 10.0
シジュウカラ 1 10.0

4 種
10 個体

合　計 100.0

合　計 100.0

鳥類定点センサス結果（定点３）

合　計 100.0

合計 100.0

合計 100.0
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秋季調査
種名 個体数 優占率（%）

カワラヒワ 19 50.0
ヒヨドリ 5 13.2
エナガ 3 7.9
トビ 2 5.3
ヤマガラ 2 5.3
アオジ 2 5.3
ハシブトガラス 2 5.3
コゲラ 1 2.6
メジロ 1 2.6
カケス 1 2.6

10 種
38 個体

冬季調査
種名 個体数 優占率（%）

エナガ 4 28.6
アトリ 4 28.6
ハシブトガラス 3 21.4
トビ 1 7.1
ガビチョウ 1 7.1
カケス 1 7.1

6 種
14 個体

春季調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 9 42.9
エナガ 4 19.0
メジロ 2 9.5
カワラヒワ 2 9.5
キジバト 1 4.8
ガビチョウ 1 4.8
ウグイス 1 4.8
ヤマガラ 1 4.8

8 種
21 個体

繁殖期調査
種名 個体数 優占率（%）

ヒヨドリ 3 37.5
ホトトギス 1 12.5
ヤブサメ 1 12.5
キビタキ 1 12.5
カワラヒワ 1 12.5
ハシブトガラス 1 12.5

6 種
8 個体

夏季調査
種名 個体数 優占率（%）

メジロ 4 40.0
ヒヨドリ 3 30.0
キビタキ 1 10.0
カワラヒワ 1 10.0
スズメ 1 10.0

5 種
10 個体

合　計 100.0

合　計 100.0

鳥類定点センサス結果（定点４）

合　計 100.0

合計 100.0

合計 100.0
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猛禽類調査 

定点調査結果 

● 平成 24 年度調査（平成 25 年 2 月～3月） 

(ア) オオタカ 

 

オオタカ確認状況（H25.2.21） 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H25.2.21 1 成鳥 雄 14:55 ～ 14:55

川下地区上空に確認。カラス２羽に

モビングされながら旋回した後、滑

空して北に向かう。 

11 - 

 

オオタカ確認状況（H25.2.22） 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H25.2.22 1 成鳥 雄 14:08 ～ 14:12

計画地内の尾根上に出現し、旋

回。北へ移動した後、西へ直飛。

後、北東へ降下し見失う。 

1 - 

H25.2.22 2 成鳥 雌 11:37 ～ 11:45

St.11 北西の谷山林上空で旋回中

を発見。南東に移動しながら旋回上

昇。高空に達し、南へ移動。St.11

の西で急降下（狩り失敗）。上昇し、

高度を上げて高空を東へ。高空か

ら St.11 南東小ピークの南東側へ急

降下して見えなくなる。 

11 - 

H25.2.22 3 成鳥 雌 12:36 ～ 12:37

川沿いに低空を飛来し、St.11 南東

尾根上空で旋回上昇。後、南東に

降下して見失う。 

11 - 
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オオタカ確認状況（H25.2.21） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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オオタカ確認状況（H25.2.22） オオタカ確認状況（H25.2.22） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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オオタカ確認状況（H25.3.7） 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H25.3.7 1 成鳥 雄 13:09 ～ 13:10

213ｍ南西の尾根上空付近に確認。

旋回した後、滑空して南東へ向か

う。 

6 - 

H25.3.7 2 成鳥 雄 13:13 ～ 13:16

北方向の上空で旋回している。上

昇し、高度を上げた後、北東方向へ

ゆっくり降下していく。手前、竹林で

見えなくなる。 

3 - 

 

 

オオタカ確認状況（H25.3.8） 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H25.3.8 1 成鳥 雄 9:26 ～ 9:46 

St.７の南西の耕地上から、北西に

羽ばたいて、St.７の西側の耕地上

でスズメのハンティングを行うが、失

敗する。その後、その周辺の草地に

逃げ込んだスズメの周りを動きまわり

ながら、飛び出してくるのを伺ってい

たようである。時々、草地の中に頭

部を入れて、探していた。9:46 に、

地上から飛び立って羽ばたきなが

ら、西へ飛翔する。St.７の西の林縁

低空へ直飛中に、民家陰になり見

失う。 

7 - 

H25.3.8 2 成鳥 雄 14:17 ～ 14:24

180.3ｍ上空に確認同時に確認した

オオタカとは少し離れた位置で、羽

ばたきディスプレイを行いながら旋

回。もう１羽が東へ去ると、180.3ｍ

東にて旋回上昇しながら徐々に北

へ移動。高度を上げた後、滑空を始

め南東へ向かう。 

6 - 

H25.3.8 3 不明 不明 14:17 ～ 14:18

180.3ｍ東に確認。羽ばたきディスプ

レイを行うオオタカとは少し離れた

位置で旋回し、徐々に東へ去る。 

6 - 
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オオタカ確認状況（H25.3.7） オオタカ確認状況（H25.3.7） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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オオタカ確認状況（H25.3.8） 

 

 

 

 

● 

オオタカ確認状況（H25.3.8） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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平成 25 年度調査（平成 25 年 4 月～8月、平成 26 年 2 月～3月） 

(ア) ハチクマ 

 

      ハチクマ確認状況（H25.5.14） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.5.14 1 若鳥 
不

明 
12:10 ～ 12:12

サシバを観察中に、ハチクマの飛

翔を確認する。観察していたサシ

バがハチクマに攻撃を加える。そ

の後、ハチクマは東へ向かい、S1

上空でさらに別のサシバが近づい

てきたが、先に確認したサシバの

観察を継続したため、その後のハ

チクマの飛翔等は不明。 

3 
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2000 800(m)400

12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハチクマ飛翔図（H25.5.14） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(イ) オオタカ 

 
    オオタカ確認状況（H25.4.20） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.4.20 1 成鳥 雄 14:21 ～ 14:21

観察地点St.5上空をカラスに追わ

れながら、西へ直飛する。手前尾

根に遮られ、見失う。 
3 
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2000 800(m)400

12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

オオタカ飛翔図（H25.4.20） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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    オオタカ確認状況（H25.5.14） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.5.14 1 成鳥 
不

明 
9:44 ～ 9:44 

186ｍピークより南南西へ直飛す

る。観察地点 St.3 から西の斜面付

近で見失う。 
3 

H25.5.14 2 不明 
不

明 
9:42 ～ 9:44 

宮崎地区の東側、180.3ｍピークの

南東付近から南へ羽ばたいて直飛

する。手前の尾根越しに時々見え

るが、尾根に遮られ、見失う。 

1 
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2000 800(m)400

12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

２

▲

●

凡　例

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H25.5.14） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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    オオタカ確認状況（H25.6.17） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.6.17 1 成鳥 
不

明 
10:49 ～ (5 秒)

大平地区を西へ羽ばたいて直飛す

るのを確認。斜面林に遮られ見え

なくなる。 
7 

H25.6.17 2 成鳥 
不

明 
10:51 ～ 10:55

観察地点 St.7 南西の 105ｍ付近上

空で旋回上昇しているのを確認。

高空まで上昇し、南東へ急降下。
1 

H25.6.17 3 成鳥 雄 13:19 ～ 13:27

梅平地区東の谷戸奥付近の上空に

確認。旋回上昇しながら、徐々に

北へ移動後、滑空をはじめ、東へ

向かう。 

6 

H25.6.17 4 若鳥 雌 13:28 ～ 13:29

小口川上空に東から現れ、ハシブ

トガラスに追われながら、南西方

向へ直飛する。 
6 

H25.6.17 5 成鳥 雄 14:19 ～ 14:20

板山地区の南西、西側から速い速

度で東へ滑翔・降下してくるのを

発見。一時見えなくなるが、西へ

羽ばたいて直飛するのを再発見す

る。南平地区の尾根を越えて西側

へ向かう。 

7 
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2000 800(m)400

12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

５

４ ３

２

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H25.6.17） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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    オオタカ確認状況（H25.6.18） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.6.18 1 若鳥 雄 11:37 ～ 10 秒

板山地区の東、尾根の上空を旋回

するのを確認。尾根に遮られ見え

なくなる。 
5 
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2000 800(m)400

12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H25.6.18） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-27



 

    オオタカ確認状況（H26.2.25） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.2.25 1 成鳥 雄 10:25 ～ (5 秒)

板山地区北の標高160mほどの高さ

で、南へ羽ばたいて直飛するのを

発見する。手前樹林で遮られ見え

なくなる。（アピールするそぶりを

見せていた。） 

7 

H26.2.25 2 成鳥 雄 10:33 ～ 10:41

板山地区南の174mピークの尾根上

で旋回上昇し、さらに下尾筒を広

げ、三川又地区上空で波状ディス

プレイをしつつ南へ向かう。その

後、激しく羽ばたきつつ西北西へ

向かう（相手を追いかけるような

飛翔）。尾根に遮られ見えなくな

る。 

7 

H26.2.25 3 成鳥 
不

明 
11:24 ～ (5 秒)

St.1 の北西側尾根の林上を北北東

へ羽ばたいて直飛するのを確認す

る。林に遮られ見えなくなる。 

7 

H26.2.25 4 成鳥 
不

明 
11:28 ～ 11:30

小口地区の西側で旋回上昇しつつ

東へ向かう。 

※St.1 へ引き継ぐ 

7 

H26.2.25 5 成鳥 
不

明 
11:30 ～ 11:32

※St.7 の続き 

北方向の高空をカラスと旋回して

いる（接触などはない）。その後、

カラスは離れ、ゆっくり北東方向

へ時々、羽ばたきながら旋回移動

していく。高空旋回中に見失う。

1 

H26.2.25 6 成鳥 雌 13:13 ～ 13:14

南平地区上を東北東へ滑空するの

を発見する。板山地区へ向かう。

手前林に遮られ見えなくなる。 

※St.1 に引き継ぐ 

7 

H26.2.25 7 成鳥 雌 13:14 ～ 13:15

※St.7 の続き 

板山地区の尾根に沿うように北東

へ直飛してくるのを確認。その後

旋回し、尾根を南東方向へ越え見

失う。 

St.3 へ続く 

1 

H26.2.25 8 成鳥 雌 13:15 ～ 13:18

St.1 の続き 

St.3 西の尾根付近を旋回しながら

南東へ向かう。久那川右岸上空を

800m ほど南下後、旋回を始める。

その後、すぐ東へ直飛する。手前

の建物の陰に入り見失う。 

3 
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2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１ ８

７

６

５

４

３

２

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H26.2.25） 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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    オオタカ確認状況（H26.2.26） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.2.26 1 成鳥 雄 10:18 ～ 10:22

板山地区の南174mピーク上空で旋

回上昇するのを発見。下尾筒を広

げ深く羽ばたき、ディスプレイを

しつつ旋回後、南へ向かいながら

波状ディスプレイを行う。その後、

三川又付近上空を北西に滑空して

から翼をたたんで急降下する。 

7 

H26.2.26 2 成鳥 
不

明 
12:41 ～ (5 秒)

三川又地区の東をハシブトガラス

に追われつつ西へ直飛するのを確

認する。尾根に遮られ見えなくな

る。 

7 

H26.2.26 3 成鳥 雄 13:58 ～ 14:12

St.9 南辺りで旋回を確認する。そ

の後、ハイタカと 2 羽で旋回した

後、北東へ直飛する。 

3 

 

9-30



 

2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

３

２

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H26.2.26）

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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    オオタカ確認状況（H26.3.7） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.7 1 成鳥 
不

明 
10:13 ～ 10:13

St.2 南西側尾根上でカラスに追わ

れ林内から出て、林内へ入る。 
1 

H26.3.7 2 成鳥 
不

明 
10:20 ～ 10:21

St.2 西側谷部を南から北へ向か

う。St.2 北西尾根林内へ入る。 
1 
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2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

２

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H26.3.7） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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     オオタカ確認状況（H26.3.8）① 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.8 1 成鳥 雌 9:35 ～ 9:45 

173m ピークの南尾根上から出現

し、北へ上昇しながら旋回を続け、

173m ピーク高空から西へ向きを変

え旋回移動する。その後、St.7 高

空から羽ばたいて西へ飛翔後、新

那珂橋高空でディスプレイフライ

トを始める（羽ばたきと下尾筒広

げ）。その後、高空を南へ飛翔した

後、南西に向きを変え、波状ディ

スプレイと急降下をしながら高度

を下げて見えなくなる。 

12 

H26.3.8 2 成鳥 雌 9:40 ～ 9:54 

南平尾根すれすれを南へ飛翔す

る。旋回し、やや高度を上げた後、

深く羽ばたき南へ直飛する。 

13 

H26.3.8 3 成鳥 
不

明 
10:02 ～ 10:05

計画地東136mピーク付近で旋回す

る。その後ハイタカに追われ、南

西へ向かい旋回移動、直飛する。

計画地上空で林に遮られ見えなく

なる。 

3 

H26.3.8 4 成鳥 
不

明 
10:06 ～ 10:08

小口温泉方向で旋回しながら、西

方向へ南平地区まで移動する。そ

の後、尾根上を滑翔、降下し、尾

根すれすれで見失う。 

13 

H26.3.8 5 成鳥 
不

明 
10:19 ～ 10:21

173m ピーク南の上空でトビ 3 羽と

旋回後、北へ上昇しながら旋回移

動する。その後、東へ滑翔中に手

前尾根に遮られ見失う。 

12 

H26.3.8 6 成鳥 雄 10:25 ～ 10:43

182m ピークの南西上空を南へ飛翔

し、182.5m ピークの北側で旋回を

始める。その後、高空まで上昇し

た後、南東へ滑空して、173m ピー

クの南西高空から南東へ急降下し

た。急降下して 173m ピーク南の林

内のスギ林に入り見失う。 

12 

H26.3.8 7 成鳥 
不

明 
10:49 ～ 10:49

北側下方でカラスが騒ぎ出し、沢

上へ旋回上昇して出現する。St.5

方向へ旋回移動し、手前尾根で見

失う。 

13 

H26.3.8 8 成鳥 雌 10:52 ～ 10:54

174m ピーク上空に出現した。カラ

ス数羽に追われ、数回旋回後、西

の南平方向へ向かう。 

1 
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     オオタカ確認状況（H26.3.8）② 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.8 9 成鳥 雄 12:10 ～ 12:11

182.5m ピーク南の斜面を南東へ上

昇しながら旋回後、182.5m ピーク

の南尾根上を南東に越えて見失

う。 

12 

H26.3.8 10 成鳥 雌 12:15 ～ 12:16

182.5m 西の斜面の上空で出現し、

羽ばたきながら旋回後、ディスプ

レイ旋回をしながら南へ移動す

る。その後、No.11 が出現し、その

個体を追いながら南東へ飛翔し、

南平の182.5mピークの南尾根上を

2羽で越えて見失う。 

12 

H26.3.8 11 成鳥 雄 12:16 ～ 12:16

182.5m ピークの南西斜面上空から

出現し、No.10 に追われ、羽ばたき

ながら南東へ飛翔する。182.5m ピ

ークの南尾根上を 2 羽で越えて見

失う。 

12 

H26.3.8 12 成鳥 雄 12:14 ～ 12:15

南平尾根南端付近から No.13 とと

もに東へ直飛していく。No.13 に追

われながら174mピーク南の尾根で

見失う。 

13 

H26.3.8 13 成鳥 雌 12:14 ～ 12:15

南平尾根南端付近から No.12 とと

もに東へ直飛していく。No.12 を追

いながら174mピーク南の尾根で見

失う。 

13 

H26.3.8 14 成鳥 雌 12:15 ～ 12:18

西から 2 羽で出現する。モビング

し合いながら174mピーク西から北

側へ回り、北へ滑翔し、板山付近

のスギ林へ入る。 

1 

H26.3.8 15 成鳥 雄 12:15 ～ 12:19

西から 2 羽で出現する。モビング

し合いながら174mピーク西から北

側へ回り、北へ滑翔し、板山付近

のスギ林へ入る。その後林内より

出現し、南へ滑翔する。カラス数

羽に追われながら南西へ向かい、

高度を下げ見えなくなる。 

1 

H26.3.8 16 成鳥 
不

明 
12:50 ～ 12:54

St.7 の西北西斜面の落葉広葉樹に

南向きで止まる。しばらく羽づく

ろいをする。北東方向を気にした

様子で飛び立ち降下する。北へ向

かうが手前スギ林で見失う。 

13 
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     オオタカ確認状況（H26.3.8）③ 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.8 17 成鳥 
不

明 
12:51 ～ 12:54

St.1 南東で旋回しているのを確認

する。旋回上昇後、南東へ移動す

る。さらに東へ滑翔し、再び旋回

上昇し高空へ向かう。その後、南

へ向かう。 

1 

H26.3.8 18 成鳥 
不

明 
12:54 ～ 13:01

168m ピーク上空で旋回、次第に南

東へ移動する。久那川あたりで南

へ直飛した後、東へ向かい旋回移

動する。 

3 

H26.3.8 19 成鳥 
不

明 
12:56 ～ 12:57

大平地区上空で旋回する。 
13 

H26.3.8 20 成鳥 雌 13:10 ～ 13:22

182.5m ピークの西斜面から鳴きな

がら出現する。南東へ上昇しなが

ら旋回後、182.5m ピークの南西の

落葉広葉樹の枝に鳴きながらパー

チする（13:11）。その後、警戒 call

を続ける。13:18 に少し南から雄が

飛翔して、交尾を始めた（10 秒）。

13:22 に飛び立ち見失う（雄の後に

飛翔したと思われる）。 

12 

H26.3.8 21 成鳥 雄 13:18 ～ 13:22

182.5m ピーク南西側の雌がとまっ

ている枝の少し南から出現し、雌

のとなりに止まった後、すぐに交

尾を始めた。その後、13:21 に少し

上部の枝に止まり、枝を折った後、

182.5m ピークの西斜面の林内へ入

り見失う。 

12 

H26.3.8 22 成鳥 
不

明 
14:22 ～ 14:22

182.5m 南西斜面の上で旋回後、

182.5m の西の林内で見失う。 
12 

H26.3.8 23 成鳥 雄 14:29 ～ 14:29

173m ピーク南の谷部上空で旋回す

る。その後、北東方向へ滑翔する。

手前の樹林に遮られ見失う。 

13 
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2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

８

７

６

５

４

３

２

▲

●

凡　例

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H26.3.8）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-37



 

2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

19

18

17

16

15
14

13

12
11

10

９

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H26.3.8）② 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

22

23

20

21

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オオタカ飛翔図（H26.3.8）③ 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(ウ) サシバ 

サシバ確認状況（H25.4.20）① 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.4.20 1 成鳥 雄 9:30 ～ 9:42 

S1 南西の道路沿いの電柱に止まっ

ているのを発見する。しばらくし

て、降下する(ハンティングとみら

れる)が、すぐに低い電柱に止ま

る。足元をついばんでいる。その

後、飛び立ち、S1 の北側の林に入

り、見失う。 

3 S1 

H25.4.20 2 不明 
不

明 
9:42 ～ 9:42 

No.1 の個体が入った林から鳴き声

がする。 
3 S1 

H25.4.20 3 成鳥 雄 9:44 ～ 9:46 

学校側の道路沿いの電柱に止まっ

ているのを発見。その後、飛び立

ち、降下する。 

3 S1 

H25.4.20 4 成鳥 雄 9:49 ～ 9:49 

地表近くから飛び立ち、南東へ向

かう。谷入口付近で手前の建物の

陰に入り、見失う。 

3 S1 

H25.4.20 5 成鳥 
不

明 
9:51 ～ 9:52 

川下西側の上空から出現し、北へ

滑翔する。大畑の西斜面へ降下し

ながら移動中に尾根陰で見失う。 

11 S4 

H25.4.20 6 成鳥 雄 10:09 ～ 10:29

S3 の西側から鳴きながら出現し、

南西へ直飛する。その後、川下の

南斜面のサクラの木に止まる。11

分に西へ飛翔し、電柱の少し南の

電線に止まり、探餌する。2度ほど

田んぼのあぜ道でハンティングを

した後、少し南の電線に止まる。

22 分に西へ降下してハンティング

をするが失敗し、地上から飛び立

ち、北東へ飛翔する。川下の南の

林縁の電柱に止まり、29 分に S3 の

谷へ飛翔して見失う。 

11 S3 

H25.4.20 7 成鳥 
不

明 
10:12 ～ 10:16

北方向より南へ飛翔し、観察地点

St.4 上空で旋回する。その後、西

へ飛翔し、急降下する。 
4 S2 
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サシバ確認状況（H25.4.20）② 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.4.20 8 成鳥 
不

明 
10:13 ～ 10:17

学校側の道路沿いの電柱に止まっ

ているのを発見。その後、S1 方向

へ直飛し、S1 付近のアカマツに止

まるが、道路方向へ直飛する。道

路上空で旋回をはじめると、別個

体の飛翔を確認。2羽で飛翔しなが

ら次第に北へ向かう。羽ばたきデ

ィスプレイをしながら追っている

ように見える。2羽とも小倉地区の

西側の谷へ入り、見失う。 

3 S1 

H25.4.20 9 成鳥 
不

明 
10:20 ～ 10:23

学校のスギ樹頂にパーチする。そ

の後、南へ直飛し S1 の南の尾根を

越え、谷に入り見失う。 

3 S1 

H25.4.20 10 成鳥 雄 10:32 ～ 10:32

S3 の西側低空を西へ飛翔後、川下

の西側林縁を北へ飛翔する。尾根

陰になり、見失う。 

11 S3 

H25.4.20 11 成鳥 
不

明 
10:32 ～ 10:33

S1 の谷付近から、東方向へ直飛す

る。その後、林に隠れ見失う。 3 S1 

H25.4.20 12 成鳥 
不

明 
10:43 ～ 10:44

飛翔しているのを発見。道路沿い

の電線に止まるが、バランスがと

れず飛び立つ。付近の樹林内に入

り見失う。 

6 － 

H25.4.20 13 成鳥 雄 10:49 ～ 10:50

観察地点St.3南東の道路沿いの電

柱に止まる。水田にハンティング

と思われる降下をしたため、見失

うが、11:50 に脚に何かを持ち、S1

の谷へ向かい飛翔する。低空のた

め手前の林や建物に隠れ、見失う。 

3 S1 

H25.4.20 14 成鳥 雄 11:07 ～ 11:26

川下の南西の電柱に止まる。すぐ

に南東へ降下し、田んぼの畦でハ

ンティングする(11:07)が、失敗

し、畦道の上で見回す。11:12 に再

び電柱に止まる。11:24 に急降下し

て 11:07 と同じ畦道上におりる。

11:26 に羽ばたきながら低空を東

へ飛翔して、S3 の西林縁で鳴きな

がら旋回後、S3 の谷へ入り見失う。 

11 S3 

9-41



 

 
サシバ確認状況（H25.4.20）③ 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.4.20 15 成鳥 雄 11:07 ～ 11:09

観察地点St.3南東の道路沿いの電

柱に止まる。水田でハンティング

をした後、近くの落葉広葉樹に止

まり、餌を食べる。食べ残した餌

をもって S1 方向へ向かう。 

3 S1 

H25.4.20 16 成鳥 雄 11:10 ～ 11:24

学校側そばの電柱に止まっている

のを発見。11:20 に東へ飛翔し、水

田 付 近 の 低 い 電 柱 に 止 ま る

(11:21)。付近の落葉広葉樹に移動

し、11:22 に水田でハンティングを

する。その後、11:23 に樹木に止ま

り、11:24 に S1 方向へ飛び立つ。 

3 S1 

H25.4.20 17 成鳥 雄 11:31 ～ 12:02

S1 の谷から現れ、観察地点 St.3 南

東の道路沿いの電柱に止まる。水

田で 2 回ハンティングを行うが、

失敗。その後、南東へ飛び立つ。

建物の陰になり、見失う。 

3 S1 

H25.4.20 18 成鳥 雄 11:52 ～ 12:23

川下の南斜面の桜の木に止まって

いるのを発見（見回し）。11：46 に

西に降下し、畦道の上で止まる。

地上から周囲を見回して止まって

いた。12:14 に南西へ飛翔し、電線

に止まる。12：18 に民家の林へ急

降下後、少し西側の電柱へ止まる。

12:21 に真下の畦道に急降下後、再

び電柱に止まる。12:22 に深い羽ば

たきをしながら、川下へ飛翔後、

侵入してきたサシバ No.21 を追い

出し、東へ飛翔する。尾根陰にな

り見失う。 

11 S3 

H25.4.20 19 成鳥 雄 12:06 ～ 12:19

観察地点St.3東の道路沿いの電柱

に止まっているのを発見。水田で 2

回ハンティングを行う。12:19 に

S1 方向へ直飛。S1 北の尾根に入り

見失う。 

3 S1 
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サシバ確認状況（H25.4.20）④ 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.4.20 20 不明 
不

明 
12:19 ～ 12:19

S1 付近から鳴き声がするのを確

認。 3 S1 

H25.4.20 21 若鳥 
不

明 
12:23 ～ 12:24

川下の上空で旋回する。その後、

上昇しながら北東へ旋回移動中に

尾根陰で見失う。 

11 － 

H25.4.20 22 成鳥 
不

明 
12:36 ～ 12:43

観察地点St.3の南東の道路沿いの

電柱に止まっているのを発見。

12:43 に畦へ降下し、トカゲのよう

なものを持って S1 方向へ飛翔す

る。S1 付近のスギ林の中へ入り、

見失う。 

3 S1 

H25.4.20 23 成鳥 雄 12:55 ～ 12:55

川下の上から東へ飛翔し、S3 の谷

へ羽ばたきながら直飛して見失

う。 

11 S3 

H25.4.20 24 成鳥 雌 13:13 ～ 13:13

巣 S3 の中に入っているのを確認。 

11 S3 

H25.4.20 25 成鳥 
不

明 
14:01 ～ 14:01

S2 西側の尾根の上で旋回後、北へ

降下中に見失う。 1 S2 

H25.4.20 26 不明 
不

明 
14:02 ～ 14:03

174m 上空を No.27 と共に旋回し、

その後、S2 付近に降下する。 1 S2 

H25.4.20 27 不明 
不

明 
14:02 ～ 14:03

174m 上空を No.26 と共に旋回し、

その後、S2 付近に降下する。 10 S2 
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サシバ飛翔図（H25.4.20）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ飛翔図（H25.4.20）② 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H25.4.21） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.4.21 1 成鳥 
不

明 
9:09 ～ 9:09 

水田で探餌しているのを発見。地

上から飛び立ち樹林内に入り見失

う。 

7 － 

H25.4.21 2 成鳥 
不

明 
10:15 ～ 10:15

宮崎地区東の林縁を南へ飛翔す

る。その後、羽ばたいて旋回後、

東へ飛翔中に尾根陰になり見失

う。 

10 S2 

H25.4.21 3 成鳥 
不

明 
10:42 ～ 10:43

地上で餌を捕っているのを確認。

その後、飛び立ち樹林内に入り見

失う。 

5 － 

H25.4.21 4 不明 
不

明 
10:55 ～ 11:05

S1 付近の電線に止まり、トビを追

い払う。 
3 S1 

H25.4.21 5 不明 
不

明 
11:25 ～ 11:40

川下地区西側の水田にある電線に

止まっているのを発見。その後、

S3 方向に飛び立つ。樹林内に入り

見失う。 

3 S3 

H25.4.21 6 成鳥 
不

明 
11:36 ～  

板山南東より現れる。急降下して

樹林内に入る。 
7 － 

H25.4.21 7 不明 
不

明 
13:22 ～ 13:23

S1 付近を飛翔するトビの追い出し

を行う。 
3 S1 

H25.4.21 8 不明 
不

明 
13:29 ～ 13:30

観察地点 St.3 付近の電線に止ま

る。 
3 S1 

H25.4.21 9 不明 
不

明 
13:45 ～ 13:45

旋回上昇するのを確認。その後、

S1 付近へ飛翔する。 
3 S1 

H25.4.21 10 不明 
不

明 
14:28 ～ 14:30

S3 方向から飛翔し、道路沿いの電

線に止まる。その後、南東方面へ

飛翔し林に入る。 

3 S3 

H25.4.21 11 不明 
不

明 
14:37 ～ 15:00

S3 方向から飛翔し、道路沿いの電

線に止まり、水田でハンティング

を繰り返す。 

3 S3 

H25.4.21 12 成鳥 雄 14:40 ～ 14:58

S2 の西尾根の上から、北へ直飛し

て小口川の左岸の尾根の枯木に止

まり、探餌や見回しをする。その

後、南へ飛翔し、落葉広葉樹林の

中に入り見失う。 

10 S2 
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サシバ飛翔図（H25.4.21） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H25.5.13）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.5.13 1 成鳥 雄 10:06 ～ 10:07

観察地点St.10の南東の畑上空を、

脚に小型のヘビを持ちながら羽ば

たいて飛翔する。観察地点 St.10

の東の斜面に降下中に尾根陰とな

り、見失う。 

10 S2 

H25.5.13 2 成鳥 雄 10:24 ～ 10:24

観察地点St.3東の斜面林の枯木に

止まっているのを確認。その後、

北東へ飛び立ち、その後、降下し

て見失う。 

3 S1 

H25.5.13 3 成鳥 
不

明 
10:27 ～ 10:34

観察地点 St.3 の北東で旋回上昇

後、先に飛翔していたトビをやや

牽制するような動きを見せる。そ

の後、共に離れ、旋回しながら北

西へ向かう。急降下し見失う。 

3 － 

H25.5.13 4 成鳥 雄 10:38 ～ 10:38

宮崎地区の東側を南東へ羽ばたい

て飛翔する。宮崎地区の東南東の

畑の上を飛翔中に、樹林に遮られ

見失う。 

10 S2 

H25.5.13 5 成鳥 
不

明 
10:45 ～ 10:45

川下地区の電柱に止まっているの

を確認。その後、飛び立ち見失う。 
11 S3 

H25.5.13 6 成鳥 雄 10:50 ～ 11:02

宮崎地区の東にある畑よりトビを

追って飛翔する。旋回上昇後、南

方向へ移動し、落葉広葉樹へ止ま

る。その後、枝より離れ、降下し

て陰に隠れる。 

1 S2 

H25.5.13 7 成鳥 雄 10:58 ～ 11:04

S1 北側の細い道路沿いにある電柱

に止まり、その後、南へ飛び立ち、

林縁の樹木に止まる。しばらくし

て、ハンティングと思われる降下

をし、その後は確認できず。 

3 S1 

H25.5.13 8 不明 
不

明 
11:53 ～ 11:54

新那珂橋上空でNo.9と共に旋回上

昇した後、順次、東南東へ直飛し

ていく。 

7 － 

H25.5.13 9 不明 
不

明 
11:53 ～ 11:54

新那珂橋上空でNo.8と共に旋回上

昇した後、順次、東南東へ直飛し

ていく。 

7 － 
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サシバ確認状況（H25.5.13）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.5.13 10 成鳥 
不

明 
12:25 ～ 12:54

久那川沿いの落葉広葉樹に止まっ

ているのを確認。その後、50ｍ程

下流（南側）の樹木に移動し、水

田付近でハンティングをした後、

さらに南側の樹木に止まる。しば

らして飛び立ち、水田の中の電柱

に止まる。その後、ハンティング

を 2回行い、2度目に成功する。地

面で食べた後、飛び立ち、落葉広

葉樹に止まるが、地面に降下して

見えなくなる。 

3 S1 

H25.5.13 11 成鳥 
不

明 
11:59 ～ 12:05

中津原上空を旋回するのを発見。

旋回しながら北西へ向かう。 
11 S3 

H25.5.13 12 成鳥 雄 12:33 ～ 13:02

中津原北西の電線に止まっている

のを発見。その後、ハンティング、

電柱に止まるを繰り返し、途中で

見失う。 

11 S3 

H25.5.13 13 成鳥 雄 13:05 ～ 13:17

観察地点St.3東北東の道沿いの電

柱に止まっているのを発見。その

後、飛び立ち、西へ向かい林の陰

になり、見失う。 3 S1 

H25.5.13 14 成鳥 雄 13:31 ～ 13:32

宮崎地区の東側の林縁枯木に北向

きで止まり監視をするのを発見。

その後、13：32 に南へ羽ばたき飛

翔する。 

10 S2 

H25.5.13 15 成鳥 雄 13:47 ～ 13:55

S1 近くの枯木に止まっているのを

発見。その後、西へ飛び立ち、林

内に入り見失う。 

3 S1 

H25.5.13 16 成鳥 雄 13:58 ～ 14:11

S1 北西を旋回するのを発見。その

後、S1 北西の尾根のモミに止まる。

14:08 に北東へ飛び立ち、観察地点

St.3 北東の電柱に止まる。その後、

川沿いの落葉広葉樹に止まった

後、久那川の上流に向かい見失う。 

3 S1 
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サシバ確認状況（H25.5.13）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.5.13 17 成鳥 雄 14:25 ～ 14:54

No.16 の止まった川沿いの落葉広

葉樹に止まり、その後、北西の電

柱に西向きで止まる。12:42 に少し

南にある道路沿いの電柱に止ま

り、12：45 にハンティングを行う。

その後、再び川沿いの落葉広葉樹

に戻り、獲物（カエル）を食べる。

12:54 に飛び立ち S1 西側の林に入

り見失う。 

3 S1 

H25.5.13 18 成鳥 
不

明 
14:47 ～ 14:49

174m の上空で旋回後、北西へ降下

しながら直飛して谷へ急降下す

る。その後、上昇し旋回後、南東

へ滑翔中に樹林陰になり、見失う。 

10 S2 
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サシバ飛翔図（H25.5.13） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H25.5.14）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.5.14 1 成鳥 
不

明 
9:10 ～ 9:10 

観察地点 St.5 上空で飛翔を確認。

西へ飛翔し、尾根を越え見失う。 
5 － 

H25.5.14 2 成鳥 
不

明 
9:20 ～ 9:20 

観察地点St.5北のスギ林上空から

飛翔するのを確認。水田上空を南

西へ飛翔する。 

5 － 

H25.5.14 3 不明 
不

明 
9:23 ～ 9:24 

板山地区東の尾根上で旋回した

後、北へ滑翔し、尾根に遮られ、

見失う。 

1 － 

H25.5.14 4 成鳥 
不

明 
9:35 ～ 9:35 

観察地点St.5西のスギ林上空で飛

翔するのを確認。その後、南西へ

直飛する。 

5 － 

H25.5.14 5 成鳥 
不

明 
9:45 ～ 9:51 

観察地点St.5南西の枯木の樹頂に

止まっているのを確認。その後、

もう 1 羽のサシバ(No.6)を追って

南西方向へ飛翔する。 

5 － 

H25.5.14 6 不明 
不

明 
9:51 ～ 9:51 

No.5 に追われて南西の方向へ飛翔

する。林の陰で見失う。 
5 － 

H25.5.14 7 不明 
不

明 
9:56 ～ 10:05

観察地点St.5南西の枯木の樹頂に

止まっているのを確認。その後、

鳴きながら北西側へ飛翔し、林の

中へ入り、見失う。 

5 － 

H25.5.14 8 不明 
不

明 
10:05 ～ 10:05

サシバ No.7 の飛翔中に確認。観察

地点St.5西のスギ林を旋回しなが

ら、北方向へ飛翔し見失う。 

5 － 

H25.5.14 9 成鳥 
不

明 
10:08 ～ 10:12

174ｍの南東上空で旋回後、北西に

降下しながら直飛する。174ｍ北西

で旋回を続け、174ｍへ飛翔中に尾

根陰で見失う。 

10 S2 

H25.5.14 10 成鳥 
不

明 
10:14 ～ 10:19

大畑西側の上空で旋回しているの

を確認。その後、旋回を続け、北

東へ移動する。高平の北 260ｍ南側

斜面で急降下し、見失う。 

3 S4 

H25.5.14 11 成鳥 雄 10:14 ～ 10:17

小口川上空を旋回するのを確認。

北へ旋回移動後、小口地区上空を

南西方向へ飛翔中、林に遮られ見

失う。（No.14 に続く） 

10 S2 

H25.5.14 12 成鳥 
不

明 
10:16 ～ 10:17

186m 北側の谷部から出現し、U タ

ーンして谷部へ入る。 
11 － 
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サシバ確認状況（H25.5.14）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.5.14 13 成鳥 雄 10:16 ～ 10:22

186m 北の谷津田辺りから旋回上昇

してくるのを確認。旋回と直飛、

滑翔をしながら北へ向かう。 

11 S4 

H25.5.14 14 成鳥 雄 10:17 ～ 10:24

(No.11 の続き) 

小口地区の上空を飛翔するのを確

認。南東へ向かい宮崎地区の東側

をゆっくりと飛翔する。その後、

北へ向かって波状ディスプレイの

ような降下を一度行う。空中で昆

虫と思われるものを捕らえ、その

まま食した後、南へ直飛し、板山

地区の P174ｍの東側を南へ越え

る。 

1 S2 

H25.5.14 15 若鳥 
不

明 
10:22 ～ 10:26

小倉地区の南西から東へ直飛して

くるのを確認。その後、久那川右

岸上空で旋回を続けたのち、南西

へ向かい、S1 の尾根を越えて南の

谷へ急降下する。一度見失うが、

一度旋回した後、同じ谷に入り見

失う。 

3 － 

H25.5.14 16 成鳥 
不

明 
10:22 ～ 10:22

No.15 が現れた付近で、旋回する個

体を確認する。 
3 － 

H25.5.14 17 成鳥 
不

明 
10:22 ～ 10:24

No.15 が久那川側へ現れると S1 付

近から鳴き声がした。 
3 S1 

H25.5.14 18 成鳥 
不

明 
10:25 ～ 10:37

観察地点St.5西側の谷部の林上空

を旋回するのを確認する。徐々に

上昇しながら南東方向へ旋回・移

動後、急降下し、見失う。 

5 － 

H25.5.14 19 不明 
不

明 
10:47 ～ 10:57

S3 南西で旋回上昇を確認。旋回し

ながら北へ移動し、S3 上空で旋回

上昇する。サシバ No.21、No.22 に

モビングされ、北東へ直飛する。

手前尾根で見えなくなる。 

11 － 

H25.5.14 20 成鳥 雄 10:48 ～ 15 秒

宮崎地区の南を北西へ羽ばたいて

直飛するのを確認。尾根の東に沿

って北へ向かう。林に遮られ見失

う。 

1 S2 
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サシバ確認状況（H25.5.14）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.5.14 21 成鳥 
不

明 
10:55 ～ 10:57

S3 付近から羽ばたき上昇してき

て、No.19 に攻撃する。侵入個体

No.19 を追い北東へ向かう。手前尾

根に遮られ見えなくなる。 

11 S3 

H25.5.14 22 成鳥 
不

明 
10:55 ～ 10:57

S3 付近から羽ばたき上昇してく

る。No.19 に攻撃し、追って北東へ。

手前尾根に遮られ見えなくなる。 

11 S3 

H25.5.14 23 成鳥 雄 11:17 ～ 11:18

宮崎地区上を西側から、足に餌を

持ち東へ向かう。尾根先北側の斜

面、落葉広葉樹林の林縁から林内

へ入っていく。 

1 S2 

H25.5.14 24 成鳥 
不

明 
11:34 ～ 11:34

観察地点St.5南東の谷部上空で飛

翔を確認する。すぐに林の陰にな

り見失う。 

5 － 

H25.5.14 25 成鳥 雄 11:48 ～ 11:51

観察地点 St.3 南側久那川付近か

ら、S1 営巣林へ飛翔する個体を確

認。S1 の谷で旋回した後、北へ旋

回移動する。小倉地区の高空で旋

回する No.26 の下で旋回を続けた

後、No.26 が西へ向かうと S1 方向

へ移動し、S1 の北西のモミ樹頂に

止まる。その後、No.26 観察中に見

失う。 

3 S1 

H25.5.14 26 不明 
不

明 
11:50 ～ 11:56

No.25 を観察中に発見。小倉地区上

空を旋回しながら、西側へ移動す

る。その後、尾根を越え見失う。 

3 － 

H25.5.14 27 成鳥 
不

明 
12:02 ～ 12:02

S1 のある谷の上空で旋回した後、

斜面林に入り見失う。 
3 S1 

H25.5.14 28 成鳥 
不

明 
12:05 ～ 12:10

観察地点St.5北側の谷地上空を旋

回するのを確認。徐々に上昇しな

がら南へ移動する。手前の林に遮

られ見失う。 

5 － 

H25.5.14 29 成鳥 
不

明 
12:05 ～ 12:15

174ｍピークの南尾根からその東

の谷にかけて旋回移動する。その

まま旋回を続け、観察地点 St.5 の

北東で急降下したのち、ハチクマ

(No.1)へ攻撃する。その後も旋回

を続け、北西へ進路を変えたのち、

直飛、旋回後、尾根を越え、見失

う。 

3 － 
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サシバ確認状況（H25.5.14）④ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.5.14 30 成鳥 
不

明 
12:22 ～ 12:22

観察地点St.3南の耕作地上低空を

東へ直飛する。手前の建物の陰と

なり見失う。 

3 S1 

H25.5.14 31 成鳥 雄 12:22 ～ 12:31

S3 の谷津付近から出現する。谷津

入り口の川下地区の上空で旋回し

ながら、足で虫を捕らえて食べる。

その後、旋回しながら北へ移動す

る。その後、急降下し見失う。 

11 S3 

H25.5.14 32 成鳥 雄 12:28 ～ 12:49

宮崎地区の東側で旋回した後、南

へ向かう。板山地区の上空から南

東にかけて旋回しつつ、降下、昆

虫のハンティング、食べる行動を 2

度行う。その後、羽ばたきディス

プレイをしつつ旋回上昇してから

北へ急降下し、降下先で No.34、

No.35 を発見する。旋回後、尾根上

の枯木に西向きで止まる。12:44 に

飛び立ち、旋回した後、宮崎地区

の東で再び羽ばたきディスプレイ

を行う。南へ向かい翼をたたんで

急降下し、板山の東の尾根を南へ

越える。 

1 S2 

H25.5.14 33 成鳥 
不

明 
12:29 ～ 12:33

観察地点St.5北側上空を旋回する

のを確認。徐々に上昇しながら南

へ移動し見失う。 

5 － 

H25.5.14 34 不明 
不

明 
12:34 ～ 12:40

No.32 を確認中、急降下した宮崎地

区の南東で No.35 と共に旋回して

いるのを発見。No.32 観察のため見

失う。 

1 － 

H25.5.14 35 不明 
不

明 
12:34 ～ 12:40

No.32 を確認中、急降下した宮崎地

区の南東で No.34 と共に旋回して

いるのを発見。No.32 観察のため見

失う。 

1 － 

H25.5.14 36 不明 
不

明 
12:40 ～ 12:40

観察地点 St.5 東のスギ林より、警

戒音を確認。 
5 － 

H25.5.14 37 不明 
不

明 
12:49 ～ 12:49

観察地点 St.5 東のスギ林より、警

戒音を確認。 
5 － 
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サシバ確認状況（H25.5.14）⑤ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.5.14 38 成鳥 雄 13:07 ～ 13:10

宮崎地区の東側樹林上から出現

し、南西へ旋回移動後、北東へ旋

回しながら移動し、小口地区の東

で滑翔する。尾根に遮られて見失

う。 

10 S2 

H25.5.14 39 成鳥 雌 13:17 ～ 13:20

川下地区の西から羽ばたきを交え

飛翔してくるのを確認。2度旋回し

たのち、東へ滑翔する。 

11 S3 

H25.5.14 40 成鳥 雄 13:47 ～ 13:47

宮崎地区の北東の尾根上から出現

し、羽ばたきながら直飛する。宮

崎地区東の畑の上を飛翔中に樹林

陰になり、見失う。 

10 S2 

H25.5.14 41 成鳥 雄 13:48 ～ 13:52

宮崎地区の東を南へ直飛し、旋回

北上した後、トビに後方から攻撃

する。その後、ゆっくり飛翔した

後、南へ滑翔し、板山地区の東の

尾根を南へ越える。 

1 S2 

H25.5.14 42 成鳥 
不

明 
14:15 ～ 14:16

川下の北側の水田上空で旋回して

いるのを確認。その後、東へ滑翔

し、手前尾根で見えなくなる。 

11 S3 
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サシバ飛翔図（H25.5.14）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H25.6.17）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.17 1 成鳥 
不

明 
9:00 ～ 9:01 

S1 西の樹木に止まっているのを確

認。その後、降下し、ハンティン

グする。一時見えなくなるが直後、

何か緑色の餌をくわえ、巣へ戻る。

その後、巣の対面の斜面へ直飛し、

見失う。 

3 S1 

H25.6.17 2 成鳥 雌 9:15 ～ 9:20 

S1 の谷内から現れ、南東尾根の南

端にあるスギに止まる。9:20 に南

の谷に降下して見失う。 

3 S1 

H25.6.17 3 成鳥 雄 9:22 ～ 9:43 

板山地区南西、174ｍピークの西で

嘴に餌をくわえて旋回上昇し、途

中空中で餌を足に持ち替え、自ら

食す。食後、ディスプレイと思わ

れる深いはばたきをしつつ旋回上

昇する。一度南東へ向かい、大平

地区の東で羽ばたきディスプレイ

をしつつ旋回上昇する。東へ向か

う際、太陽と重なり見失う。 

7 － 

H25.6.17 4 成鳥 
不

明 
9:31 ～ 9:33 

S1 の東側上空を旋回しながら北西

へ向かう。小倉地区の西側尾根を

越えて見失う。 

3 S1 

H25.6.17 5 成鳥 
不

明 
9:36 ～ 9:53 

S1 のある谷から北へ飛翔を確認。

小倉地区内の民家の屋敷林のスギ

樹頂に止まる。9:38 に地面に降下

し（ハンティングと思われる）、

9:39 に S1 に向かい直飛する（餌の

運搬と思われる）。9:41 に北へ直飛

し、屋敷林のヒノキ樹頂に止まる。

9:47 に飛び立ちトビに対し攻撃す

る。旋回上昇しながらしつこく追

い回した後、トビが北東へ直飛を

はじめたと同時に南南西へ急降下

し、林内に入り、見失う。 

3 S1 

H25.6.17 6 成鳥 
不

明 
9:56 ～ 9:57 

S1 の谷から現れ、久那川上空で旋

回する。その後、No.7 を観察中に

見失う。 

3 S1 
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サシバ確認状況（H25.6.17）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.17 7 若鳥 
不

明 
9:57 ～ 10:01

久那川沿いを西へ向かいS1巣の北

側にある尾根上のモミに止まる。

その後、No.8 に追い出され、No.9

に追われながら、旋回上昇して東

側へ向かう。その後、北西へ向か

う。 

3 － 

H25.6.17 8 成鳥 雌 9:57 ～ 10:11

S1 の西側のピーク針葉樹樹頂に止

まるのを確認。No.7 を追い出し、

No.7 の止まっていたモミに止ま

る。10:11 に飛び立ち、営巣林内へ

入り見失う。 

3 S1 

H25.6.17 9 成鳥 雄 9:57 ～ 10:02

S1 の谷から旋回上昇し、No.8 に追

い出された No.7 を追い始める。

No.7とNo.9の2羽で旋回上昇した

後、No.7 が北西へ向かうと同時に

東へ向かい、S1 から久那川の対岸

の谷津付近へ降下する。 

3 S1 

H25.6.17 10 成鳥 
不

明 
9:59 ～ 10:12

観察地点 St.11 の西側上空から出

現し、大畑の西側で旋回上昇する。

時々深い羽ばたきをしながら高空

で旋回を続け、その後、西南西へ

急降下して斜面に降下中に尾根陰

になり、見失う。 

11 S4 

H25.6.17 11 成鳥 
不

明 
10:10 ～ 10:10

鳴き声を確認後、地上 60ｍぐらい

の低空を飛翔するのを確認。 
5 － 

H25.6.17 12 不明 
不

明 
10:13 ～ 10:13

林の中で鳴き声を確認。 
5 － 

H25.6.17 13 若鳥 
不

明 
10:18 ～ 10:19

川下の西斜面で羽ばたいて旋回

後、東へ羽ばたきながら直飛する。

川下の北斜面の林内に入り、見失

う。 

11 － 

H25.6.17 14 不明 
不

明 
10:19 ～ 10:21

旋回上昇した後、北へ飛翔するの

を確認。 
5 － 

H25.6.17 15 成鳥 
不

明 
10:22 ～ 10:28

巣 S2 方向から西へ飛翔してきて、

鳴きながらトビに攻撃する。その

後、羽ばたきながら旋回し、東へ

移動する。尾根を越え見えなくな

る。 

1 S2 
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サシバ確認状況（H25.6.17）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.17 16 成鳥 
不

明 
10:23 ～ 10:28

板山地区、174ｍピークの尾根の東

側から越えてきて、旋回しつつ北

へ向かった後、北へ直飛していく。 

7 S2 

H25.6.17 17 若鳥 
不

明 
10:24 ～ 10:26

川下の北斜面から No.18 と出現し

て、2羽で羽ばたきながら斜面を東

へ旋回移動する。川下の北東の斜

面へ 2 羽で旋回移動中に尾根陰で

見失う。 

11 － 

H25.6.17 18 成鳥 雄 10:24 ～ 10:26 No.17 と同じ行動。 11 S3 

H25.6.17 19 成鳥 
不

明 
10:30 ～ 10:34

宮崎地区の東で確認。羽ばたきを

交え南西に直飛する。板山地区

174m ピーク北側で旋回後、北東へ

滑翔。St.2 の南側の谷部へ入り見

えなくなる。 

1 S2 

H25.6.17 20 成鳥 
不

明 
10:32 ～ 10:33

板山地区上を南へ直飛してくるの

を発見。その後、旋回して南へ向

かい、尾根に越え見失う。 

7 S2 

H25.6.17 21 若鳥 
不

明 
10:32 ～ 10:37

和見の上空から出現し、東へ旋回

移動する。和見の東の尾根上で旋

回を続け、東へ直飛中に尾根陰で

見失う。 

11 － 

H25.6.17 22 成鳥 雄 10:32 ～ 10:36

和見の上空に出現し、No.22 と東へ

旋回移動する。和見の東側で旋回

上昇後、高空を東に滑空する。そ

の後、手前の樹林に遮られ見失う。 

11 S3 

H25.6.17 23 不明 
不

明 
10:47 ～

(10

秒) 

大平地区で旋回するのを林越しに

確認。林に遮られ見えなくなる。 
7 － 

H25.6.17 24 成鳥 雄 11:08 ～ 11:17

梅平地区北の上空に確認。羽ばた

きディスプレイをしながら旋回上

昇後、滑空して西北西へ向かう。 

6 － 

H25.6.17 25 成鳥 雄 11:10 ～ 15 秒

板山地区 174ｍピークの南から西

へ羽ばたいて直飛する。手前林に

遮られ見えなくなる。 

7 － 

H25.6.17 26 成鳥 
不

明 
11:25 ～ 11:33

小口地区東187mピーク上空に東か

ら現れ、旋回、旋回上昇しながら、

徐々に北西へ移動する。途中、羽

ばたきディスプレイを行う。高空

まで上昇した後、滑空を始め、さ

らに北西へ向かう。 

6 － 
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サシバ確認状況（H25.6.17）④ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.17 27 成鳥 
不

明 
11:35 ～ 11:46

南平地区南を南へ向かうのを発

見。旋回上昇したのち、ゆっくり

と高空を東へ飛翔し、その後、南

平地区上空を北西へ向かう。目前

の林に遮られ見失う。 

7 － 

H25.6.17 28 成鳥 
不

明 
12:05 ～ 12:07

S1 付近から鳴き声がした後、谷の

スギ樹頂に止まるのを確認。他の

個体の観察中に見失う。 

3 S1 

H25.6.17 29 若鳥 
不

明 
12:05 ～ 12:11

No.28 の鳴き声と同時に S1 谷内か

ら現れ、旋回上昇しつつ北へ移動

する。小倉地区西側を旋回中、見

失う。 

3 － 

H25.6.17 30 成鳥 
不

明 
12:09 ～ 12:14

No.29 確認中に小倉地区西側のピ

ーク西側から現れる。No.31 と旋回

したのち、別に現われた No.31 と

共に旋回し、小ピーク西側へ入り

見失う。 

3 － 

H25.6.17 31 成鳥 
不

明 
12:10 ～ 12:13

No.29、No.30 を確認中に北から現

れる。No.30 と共に旋回後、やや北

寄りに旋回移動する。 

3 － 

H25.6.17 32 若鳥 
不

明 
12:16 ～ 12:19

小倉地区の南西の谷上空辺りから

現れ、そのまま南東へ旋回移動し、

見失う。 

3 － 

H25.6.17 33 不明 
不

明 
12:30 ～ 12:31

213ｍピーク南西の谷戸付近上空

に確認。旋回後、滑空して西へ向

かう。（梅平地区北の水田地帯へ降

りた可能性あり）。 

6 － 

H25.6.17 34 成鳥 雌 12:50 ～ 12:54

S1 付近の谷から久那川沿いの東の

水田へ直飛してくるのを確認。水

田内の樹木に止まる。その後、水

田へ降下し見失う。ハンティング

と思われるが、その後、確認でき

ず見失う。 

3 S1 

H25.6.17 35 成鳥 
不

明 
12:51 ～ 12:53

宮崎地区上空から手前林を越えて

出現。西へ羽ばたきを交え滑翔す

る。カラスにモビングされ、旋回

し西へ。 

1 S2 
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サシバ確認状況（H25.6.17）⑤ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.17 36 成鳥 雄 12:54 ～ 13:03

川下の北側から鳴きながら出現し

て急降下する。川下の北の林内へ

入った後、No.37と2羽で出現した。

その後、2羽で羽ばたき、旋回を続

けた後、和見の上空を南へ飛翔中

に尾根陰で見失う。 

11 S3 

H25.6.17 37 成鳥 雌 12:55 ～ 13:00

川下の北側の斜面の林内から

No.36 と出現し、羽ばたいて旋回す

る。No.36 に追われながら和見の上

空を 2 羽で上昇しながら旋回移動

する。その後、S3 上空を南へ飛翔

中に尾根陰で見失う。 

11 S3 

H25.6.17 38 成鳥 
不

明 
12:56 ～ 12:58

S1 の北東で旋回上昇後、S1 の西側

の林へ急降下し、見失う。 
3 S1 

H25.6.17 39 成鳥 雄 13:01 ～ 13:06

板山地区南西、174ｍピークの西側

で旋回するのを発見。旋回上昇し

たのち、北東へ直飛していく。手

前林に遮られ見失う。 

7 － 

H25.6.17 40 成鳥 
不

明 
13:02 ～ 13:09

中津原上空を南西に旋回移動する

のを確認。途中でトビに追われな

がら旋回し、その後、南東方向へ

直飛する。手前林に遮られ見失う。 

3 － 

H25.6.17 41 成鳥 雄 13:12 ～ 13:13

観察地点 St.1 の西側から現れ、上

空を通り東へ直飛する。水田のほ

うへ降下していく。手前の林に隠

れ見えなくなる。 

1 S2 

H25.6.17 42 成鳥 
不

明 
13:34 ～ 13:36

観察地点St.3の南側の電柱に止ま

るのを確認。13:35 に飛び立ち、西

へ直飛する。小学校跡地のヒノキ

樹頂に止まる。13:36 に飛び立ち、

S1 の谷に入り見失う。 

3 S1 

H25.6.17 43 成鳥 
不

明 
13:40 ～ 13:42

板山地区の 174ｍピーク南西上空

で旋回しているのを確認。旋回上

昇後、北東へ直飛し、林内へ急降

下する。 

1 － 
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サシバ確認状況（H25.6.17）⑥ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.17 44 成鳥 
不

明 
13:44 ～ 14:02

板山地区の 174ｍピーク南西のス

ギ林の樹頂に南向きで止まってい

るのを発見。主に羽づくろいをし

ていることが多く、時々辺りを見

回す。14:02 に飛び立って、スギ林

の影となり見えなくなる。 

7 － 

H25.6.17 45 成鳥 
不

明 
13:50 ～ 13:51

梅平地区北東の谷戸付近上空に確

認。旋回後、滑空して南へ向かい、

梅平地区南東の谷戸の中に入る。

（餌は持っていない） 

6 － 

H25.6.17 46 不明 
不

明 
13:50 ～ 13:51

219.9ｍピーク西の上空で旋回後、

南東へ滑翔する。滑翔中に尾根陰

で見失う。 

11 － 

H25.6.17 47 成鳥 
不

明 
14:06 ～ 14:09

板山地区の 174ｍピーク南西で旋

回しているのを確認。7分に 174ｍ

南東側沢部へ高度を下げ見えなく

なる。8 分に旋回上昇し、174ｍ上

空へ。再び南東側へ高度を下げ見

えなくなる。 

1 － 

H25.6.17 48 成鳥 雌 14:16 ～ 14:21

S1 付近のアカマツ枯木に止まって

いるのを確認。その後、東へ飛び

立ち、旋回移動後、東へ直飛。川

を挟んで左岸の谷津に入り、見失

う。 

3 S1 

H25.6.17 49 成鳥 
不

明 
14:22 ～ 14:25

観察地点 St.2 の北に確認。羽ばた

きながら南西へ滑翔。鳴きながら

足を出し、174ｍ南西谷部へ降下す

る。 

1 S2 

H25.6.17 50 成鳥 雄 14:28 ～ 14:32

板山地区南、174ｍピークの南を西

へ直飛するのを発見。旋回上昇し

たのち、北西へ向かう。 

7 － 

H25.6.17 51 成鳥 雄 14:53 ～ 14:57

小学校跡地のヒノキ樹頂に止まる

のを確認。しばらくして、北へ飛

び立ち旋回後、西の林付近に降下

し見失う。 

3 S1 

H25.6.17 52 不明 
不

明 
14:32 ～ 14:34

板山地区北を南へ向かうのを発

見。羽ばたきディスプレイをしつ

つ、旋回上昇したのち、南西へ翼

をたたんで急降下する。南平地区

の北へ向かう。 

7 S2 
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サシバ飛翔図（H25.6.17）① 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ飛翔図（H25.6.17）② 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H25.6.18）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.18 1 成鳥 雌 9:56 ～ 10:01

S1 東尾根のスギ樹頂に止まってい

るのを確認。9:58 に西へ飛翔し、

針葉樹に止まる。10:01 に飛び立ち

一時見えなくなるが、すぐ現れ、

林内へ入り見失う。 

3 S1 

H25.6.18 2 成鳥 
不

明 
10:12 ～ 10:12

巣 S2付近から南へ飛翔するのを確

認。手前の尾根に隠れ見えなくな

る。 

10 S2 

H25.6.18 3 成鳥 雄 10:49 ～ 10:50

南から餌（カエル）を持って飛翔

してくるのを確認。巣 S2 南側尾根

の枯れ木に止まり、周辺を確認後、

巣 S2 方向へ。 

10 S2 

H25.6.18 4 成鳥 
不

明 
11:03 ～ 11:03

S1 付近より東へ直飛する。尾根を

迂回し、南の谷へ入り見失う。 
3 S1 

H25.6.18 5 不明 
不

明 
11:36 ～ (3 秒)

板山地区南の 174ｍピーク南の斜

面林上を北東へ直飛するのを確認

する。 

5 － 

H25.6.18 6 成鳥 
不

明 
11:43 ～ 11:44

S3 の南上空で鳴きながら旋回する

のを確認。その後、北へ羽ばたい

て旋回移動中に尾根陰で見失う。 

11 S3 

H25.6.18 7 成鳥 
不

明 
11:46 ～ 11:55

和見地区東の上空で旋回後、北西

に羽ばたき旋回上昇する。川下地

区高空から東へ飛翔して、再び和

見地区の高空で旋回上昇する。そ

の後、高空で羽ばたき旋回中に、

ガス雲の中へ消失して見失う。 

11 S3 

H25.6.18 8 成鳥 雄 10:48 ～
(10

秒) 

巣 S2 付近から出現し、南へ飛翔。

手前の尾根に隠れ見えなくなる。 
10 S2 

H25.6.18 9 成鳥 
不

明 
11:52 ～ 11:54

中津原地区の南西でトビ 2 羽と共

に旋回するのを確認。徐々に東へ

旋回移動後、南東へ直飛し、手前

尾根に隠れ見失う。 

3 － 

H25.6.18 10 成鳥 
不

明 
11:55 ～ 12:14

板山地区南で羽ばたきディスプレ

イをしつつ、旋回上昇を繰りかえ

す。この後、北へ滑翔し、翼をた

たんで急降下する。 

5 － 
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サシバ確認状況（H25.6.18）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.18 11 成鳥 雄 12:00 ～ 12:08

宮崎地区を南へ直飛するのを確

認。小口温泉上空付近で旋回上昇

する。No.12 と共に南平方向へ滑翔

し、南東に向きを変える。手前林

で見えなくなる。 

10 － 

H25.6.18 12 成鳥 雄 12:00 ～ 12:10

宮崎地区上空から No.11 を追いか

けて南へ直飛する。No.11 と共に小

口温泉上空付近で旋回上昇する。

南平方向に滑翔し、旋回上昇後、

西へ降下する。 

10 － 

H25.6.18 13 成鳥 
不

明 
14:14 ～ 14:32

川下地区上空から北へ羽ばたき、

鳴きながら直飛して川下地区北西

で旋回を続ける。その後、西へ飛

翔して斜面の枯れ木の枝に止ま

る。さかんに羽づくろいをした後、

14:32 に林内へ降下して見失う。 

11 － 

H25.6.18 14 成鳥 
不

明 
12:03 ～ 12:12

S1 付近より東へ直飛する。尾根を

迂回し、旋回しながら、南へ移動

後、スギ樹頂に止まる。12:11 に飛

び立ち、見失う。 

3 S1 

H25.6.18 15 成鳥 雄 12:26 ～ 12:35

S1 から西北西の位置にある針葉樹

に止まっているのを確認。12:27 に

S1 の西側の尾根の針葉樹に移動す

る。12:32 に尾根付近の林冠で止ま

りと短い飛翔を繰り返す（ハンテ

ィング→失敗を繰り返した様子）。

12:35 に南側へ飛び立ち見失う。 

3 S1 

H25.6.18 16 成鳥 
不

明 
13:02 ～ 13:25

中津原地区の東のスギに止まって

いるのを確認。羽づくろいし、

13:25 に南へ急降下し、見失う。 

3 － 

H25.6.18 17 成鳥 雄 13:23 ～ 13:23
S2の南西方向からS2のある林内へ

入る。 
10 S2 
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サシバ確認状況（H25.6.18）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.6.18 18 成鳥 雄 13:27 ～ 13:43

S2 付近の林内より出現し、西側の

枯木に止まる。辺りを見回し、羽

づくろいをした後、林内に降下す

る。35 分に出現し、アカマツ樹頂

に止まり、辺りを見回し羽づくろ

い後、林内へ降下する。39 分に再

び出現し、アカマツに止まる。昆

虫を捕まえ、翅をむしった後、S2

ある林内へ入る。 

10 S2 

H25.6.18 19 成鳥 雌 13:34 ～ 13:34
S1 の谷より現れ、南側の尾根へ向

かう。 
3 S1 

H25.6.18 20 成鳥 雄 13:54 ～ 13:57

S2 林内より出現し、尾根上のアカ

マツ樹頂に止まる。辺りを見回し、

57 分に南へ飛翔する。手前尾根で

見えなくなる。 

10 S2 
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サシバ飛翔図（H25.6.18） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H25.7.3）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.3 1 成鳥 雄 9:03 ～ 9:04 

S1 林内より北側の尾根上の枯木に

止まる。羽づくろいをしたのち、

西側林内へ入り、見失う。 

3 S1 

H25.7.3 2 成鳥 
不

明 
9:07 ～ 10:18

S1 東側のアカマツ樹頂に止まる。

辺りを見回し、9:35 に西へ飛び立

ち、同尾根のアカマツ枯木に止ま

る。10:18 に林内に入り、見失う。 

3 S1 

H25.7.3 3 成鳥 雄 9:16 ～ 9:18 
板山地区南東の谷津の北側を東へ

向かうのを確認する。 
7 － 

H25.7.3 4 成鳥 雌 10:16 ～ 10:17

小口温泉東の水田上空に確認。鳴

きながら旋回・直飛して北北西へ

向かう。 

1 S2 

H25.7.3 5 成鳥 雌 10:21 ～ 10:37

S2 西側の枯木樹頂に北から出現し

て止まる。南向きに止まり、辺り

を見回す。23 分に樹冠に降下し、

ハンティング後、別の枯木に止ま

り採食する。南西向きに止まり、

辺りを見回した後、北側のスギ樹

頂に北向きに止まる。羽づくろい

後、S2 方向の林内へ入る。 

10 S2 

H25.7.3 6 成鳥 
不

明 
10:35 ～ 10:40

S1 東の道路沿いの電波塔に止まっ

ているのを確認。羽づくろいをし

つつ、辺りを見回す。10:39 に飛び

立ち、S1 尾根上のアカマツ枯木に

止まるが、すぐに飛び立ち、尾根

林内へ入り、見失う。 

3 S1 

H25.7.3 7 不明 
不

明 
10:43 ～ 10:43

S1 付近から鳴き声を確認。 
3 S1 

H25.7.3 8 不明 
不

明 
10:43 ～ 10:45

板山地区南東の谷津北側から、鳴

きながら南へ向かうのを確認。ス

ギ林の林縁樹頂に北向きで止ま

り、盛んに鳴く。その後、南へ飛

び立ち、尾根に遮られ見失う。 

7 － 

H25.7.3 9 成鳥 雄 10:49 ～ 10:50

大畑の南西から脚に大きな餌を持

ち、羽ばたいて飛翔する。観察地

点 St.11の北西の巣 S4に餌を持っ

て飛翔し、その後、すぐに飛び立

って斜面を北へ飛翔し、見失う。 

11 S4 
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サシバ確認状況（H25.7.3）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.3 10 不明 
不

明 
11:07 ～ 11:07 S1 付近から鳴き声を確認。 3 S1 

H25.7.3 11 不明 
不

明 
11:10 ～ 11:10 S1 付近から鳴き声を確認。 3 S1 

H25.7.3 12 成鳥 雄 11:37 ～ 11:50

学校跡地の針葉樹頂に止まってい

るのを確認。羽づくろいをしつつ

辺りを見回す。11:50 に南へ飛び立

ち旋回しながら S1 方向へ南下す

る。 

3 S1 

H25.7.3 13 不明 
不

明 
11:46 ～ 11:46

板山地区の南東の谷津の北側を東

へ向かうのを確認する。 
7 － 

H25.7.3 14 不明 
不

明 
11:47 ～ 11:47

大畑の南所空で No.15 に追い出さ

れる。川下地区の上空で見えなく

なる。 

 － 

H25.7.3 15 成鳥 雄 11:47 ～ 12:07

大畑の南上空に出現する。No.14 を

追い出した後、観察地点 St.11 の

東の神社のモミ樹上に南向きで止

まる。辺りを見回し、羽づくろい

をする。12:06 に北東へ羽ばたいて

直飛し、大畑の尾根を北に越えて

見失う。 

11 S4 

H25.7.3 16 成鳥 雌 11:50 ～ 11:53

S1 付近から北へ直飛する個体を確

認する。その後、小倉地区の民家

の屋敷林の針葉樹に止まる。 

3 S1 

H25.7.3 17 
若鳥 
(幼鳥) 

不

明 
12:23 ～ 12:28

S1 の斜面下部のアカマツに止まっ

ているのを確認。 
3 S1 

H25.7.3 18 成鳥 雄 12:23 ～ 12:26

S1 の谷で No.17 が止まるアカマツ

に飛来するのを確認。すぐに東へ

直飛し、観察地点 St.3 から約 100

ｍ南の電柱に止まる。12:26 に南東

へ降下し、見失う（ハンティング

と思われる）。 

3 S1 

H25.7.3 19 
若鳥 
(幼鳥) 

不

明 
12:25 ～ 12:25

S1 付近の電柱に止まる。その後、

地面近くに降下するが、すぐに現

れ、林内の落葉樹に止まる。 

3 S1 

H25.7.3 20 
若鳥 
(幼鳥) 

不

明 
12:26 ～ 12:37

No.17 と同じアカマツの枝に止ま

っているのを確認。辺りを見回し

ている。12:37 に谷部へ降下する

（ハンティングと思われる）。建物

に隠れ見失う。 

3 S1 
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サシバ確認状況（H25.7.3）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.3 21 成鳥 雌 12:29 ～ 12:48

S2 西側の枯木の枝に南西向きに止

まり辺りを見回す。30 分に樹冠に

降下し、ハンティングをした後、

再び枯木に戻り、採食する。48 分

に北側、林内に入り見失う。 

10 S2 

H25.7.3 22 成鳥 
不

明 
12:46 ～ 12:46

大畑の北側を西への飛翔を確認す

る。219.9ｍピークの南の谷へ降下

中に見失う。 

11 S4 

H25.7.3 23 成鳥 雌 12:53 ～ 13:02

S2 北西側のスギ樹頂に、北側谷部

より上昇してきて、止まるのを確

認。東向きに止まり、辺りを見回

し、羽づくろい後、北へ降下する。 

10 S2 

H25.7.3 24 成鳥 雄 12:54 ～ 13:01

S1 東の道路沿いの電波塔に止まっ

ているのを確認する。脚に緑色の

餌（カエル？）を持っている。そ

の後、S1 の谷に降下して見失う。

その後、すぐ谷上に現れ、学校跡

地の針葉樹頂に止まる。13:01 に南

西へ飛び立ち、林内に入り見失う。 

3 S1 

H25.7.3 25 成鳥 
不

明 
13:06 ～ 13:08

中津原の北側の尾根上のアカマツ

樹上に北向きで止まっているのを

確認。13:08 に東へ羽ばたいて飛翔

する。斜面を飛翔中、手前の林に

遮られ見失う。 

11 － 

H25.7.3 26 成鳥 
不

明 
13:19 ～ 13:20

S1 斜面下部のアカマツに止まる。

すぐに飛び立ち、斜面を回り込み、

１つ南側の谷へ入り見失う。 

3 S1 

H25.7.3 27 成鳥 雌 13:19 ～ 13:22

S2 北西側のスギ樹頂に北から滑翔

してきて南向きに止まる。大型の

昆虫をくわえており、辺りを見回

した後、昆虫を飲み込む。羽づく

ろい後、北に降下する。 

10 S2 

H25.7.3 28 不明 
不

明 
13:22 ～ 13:22 S1 の谷の奥から鳴き声を確認。 3 S1 

H25.7.3 29 成鳥 
不

明 
13:44 ～ 14:01

中津原地区の東にある針葉樹頂に

止まっているのを確認。辺りを見

回している。14:01 に北へ飛び立ち

見失う。 

3 － 
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サシバ確認状況（H25.7.3）④ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.3 30 不明 
不

明 
13:52 ～ 13:52

板山地区南の谷津上を北へ直飛す

るのを確認する。 
7 － 

H25.7.3 31 成鳥 雌 14:01 ～ 14:01

大畑の北側から出現する。嘴に餌

をくわえ 219.9ｍピークの南の谷

へ羽ばたいて飛翔する。その後、

尾根に遮られ見失う。 

11 S4 

H25.7.3 32 成鳥 雌 14:09 ～ 14:24

S2 北西スギ樹頂に北向きに止まっ

ているのを確認する。その後、北

へ降下し見失う。 

10 S2 

H25.7.3 33 
若鳥 

(幼鳥) 

不

明 
14:33 ～ 14:39

S1 の尾根上のアカマツ枯木に止ま

っているのを確認。14:35 に飛び立

ち、落葉広葉樹でハンティング（大

きいイモムシを捕る）を行い、斜

面下部のアカマツに止まる。その

後、採食する。14:39 に飛び立ち、

林内に入り見失う。 

3 S1 

H25.7.3 34 成鳥 雄 14:47 ～ 14:48

観察地点 St.11 の北側から羽ばた

いて出現する。巣 S4 の南斜面のア

カマツの枝に止まる。14：48 に南

西に飛翔して、観察地点 St.11 西

側の林縁のアカマツに止まるが、

すぐに飛び立ち、西の谷の中へ入

り見失う。 

11 S4 
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サシバ飛翔図（H25.7.3）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ飛翔図（H25.7.3）② 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H25.7.4）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.4 1 若鳥 
不

明 
9:05 ～ 9:22 

174m ピーク北西の谷部のスギ樹頂

に止まっているのを確認。探餌し

ている。9:15 に飛び立ち、南西へ

降下し、別のスギ樹頂に止まる

(9:15)。 

1 － 

H25.7.4 2 不明 
不

明 
9:08 ～ 3 秒 

板山地区南東、174ｍピークの東側

で谷津上を鳴きながら、南へ羽ば

たいて直飛するのを確認する。 

5 － 

H25.7.4 3 成鳥 
不

明 
9:13 ～ 9:50 

中津原の北西斜面スギ樹頂に止ま

り、探餌、羽づくろい、休息をす

る。9:49 に南西に向きを変え、南

西に飛び立つ。少し南西側の林内

へ入り見失う。 

11 － 

H25.7.4 4 成鳥 雌 9:17 ～ 9:18 

S1 付近から現れ、道沿いの電波塔

へ止まる。その後、南西へ飛び立

ち、見失う。 

3 S1 

H25.7.4 5 成鳥 
不

明 
9:22 ～ 9:30 

P173ｍ北東のピークの北西尾根上

のアカマツ樹頂に止まっているの

を確認。探餌している。9:30 に飛

び立ち、南東へ降下（ハンティン

グと思われる）。 

1 － 

H25.7.4 6 
若鳥 

(幼鳥) 

不

明 
9:22 ～ 9:31 

S1 斜面林に止まっている幼鳥 1 羽

を確認。観察中にもう 1 羽の幼鳥

が現れ、2羽で林内に入り、見失う。 

3 S1 

H25.7.4 7 成鳥 
不

明 
9:31 ～ 9:40 

P173ｍ北東のピーク上（No.1 の近

く）のヒノキ樹頂に止まっている

のを確認。探餌している。9:40 に

飛び立ち、滑空して東へ向かう。 

1 － 

H25.7.4 8 成鳥 
不

明 
9:40 ～ 9:40 

168ｍピーク北西尾根を南へ越え

る。 
3 S1 

H25.7.4 9 成鳥 
不

明 
9:43 ～ 9:43 S1 西側の尾根を南へ越える。 3 S1 

H25.7.4 10 成鳥 
不

明 
9:52 ～ 10:04

予定地南の尾根上のアカマツ樹頂

に止まっているのを確認する。羽

づくろい、探餌を行う。10:04 に飛

び立ち、斜面沿いに北東へ滑空す

る。ハンティングと思われる。 

1 － 
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サシバ確認状況（H25.7.4）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.4 11 成鳥 
不

明 
10:03 ～ 10:04

中津原地区西の斜面のスギ樹頂に

止まる。10:04 に羽ばたいて飛び立

ち、少し東の林内に入り、見失う。 

11 － 

H25.7.4 12 成鳥 雌 10:07 ～ 10:20

S2 南西の尾根上の枯れアカマツに

止まっているのを確認。10:14 に飛

び立ち、南南東へ滑空。スギ樹頂

に止まる(10：14)。 

1 S2 

H25.7.4 13 成鳥 雄 10:09 ～ 10:09

S2 北西側林内で鳴き声を確認。S2

北側尾根上の広葉樹に止まり再び

鳴く。その後、林内へ降下し見失

う。 

10 S2 

H25.7.4 14 成鳥 
不

明 
10:13 ～ 10:23

中津原西の斜面に南西向きで止ま

る。探餌、羽づくろいをする。10:23

に西へ降下し、落葉樹の青葉の中

でイモムシを捕まえ、口にくわえ

て南東へ飛翔する。飛翔中に尾根

陰となり見失う。 

11 － 

H25.7.4 15 成鳥 雄 10:14 ～ 10:17
計画地東側の尾根沿いに直飛する

のを確認。S1 西の尾根を越える。 
3 － 

H25.7.4 16 不明 
不

明 
10:20 ～ 5 秒 

板山地区南東 174ｍピーク東の谷

津上の南から、鳴きながら西へ羽

ばたいて直飛するのを確認する。 

5 － 

H25.7.4 17 不明 
不

明 
10:23 ～ 10:24

板山地区の南、174ｍピークの南で

鳴きながら旋回した後、北東へ滑

翔していく。 

5 － 

H25.7.4 18 成鳥 雄 10:23 ～ 10:35

S1 付近から南へ向かったのちＵタ

ーンして、168ｍピーク北側斜面の

針葉樹頂に止まる。3回ほど落葉広

葉樹でハンティングするが失敗す

る。その後、東へ飛翔して、旋回

しながら北東の林に入り見失う。 

3 S1 

H25.7.4 19 成鳥 雄 10:24 ～ 10:44

174ｍピークの南尾根上の枯木に

止まるのを確認。周りを見回し、

羽づくろいを行う。10:43 に飛び立

ち、羽ばたきディスプレイを行い

ながら、南西へ移動する。174ｍピ

ーク東で旋回後、斜面沿いに北東

へ向かう。 

1 S2 
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サシバ確認状況（H25.7.4）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.4 20 成鳥 雌 10:37 ～ 11:00

学校跡地南の針葉樹に止まってい

るのを確認。北へ止まりと飛翔を

繰り返しながら向かう。No.21 が現

れると南へ旋回移動し、S1 の尾根

を越える。 

3 S1 

H25.7.4 21 若鳥 
不

明 
10:37 ～ 11:00

学校跡地北から No.20 に追われ、

S1 方向へ旋回移動し、尾根を越え

る。 

3 － 

H25.7.4 22 若鳥 
不

明 
10:43 ～ 10:46

板山地区の東で No.23 と 2 羽で旋

回上昇したのち、北へ向かう。尾

根に遮られ見えなくなる。 

5 － 

H25.7.4 23 成鳥 雄 10:43 ～ 10:46

板山地区の東で No.22 と 2 羽で旋

回上昇後、東へ向かう。尾根に遮

られ見えなくなる。 

5 － 

H25.7.4 24 若鳥 
不

明 
10:46 ～ 10:55

板山地区東の尾根上のアカマツ枯

木に止まるのを確認。止まってい

る時は探餌をしている。10：55 に

北西へ飛び立つ。 

1 － 

H25.7.4 25 成鳥 
不

明 
10:49 ～ 11:01

中津原の西から東方向へ直飛し

て、林縁のスギ樹頂に止まる。

11:01 に北東林内へ入り、見失う。 

11 － 

H25.7.4 26 成鳥 
不

明 
11:02 ～ 11:02

No.25 の個体が消失した直後に中

津原西側から出現して羽ばたきな

がら東へ飛翔する。中津原の西斜

面の上を飛翔中に見失う。 

11 － 

H25.7.4 27 成鳥 雌 11:07 ～ 11:14

S1 東尾根でハンティングを繰り返

す。2回目で成功し、昆虫類を自ら

食べる。その後、林内に入り見失

う。 

3 S1 

H25.7.4 28 成鳥 雄 11:18 ～ 11:23

S2 方向から西へ羽ばたきながら飛

翔するのを確認。その後、林越し

に No.29 と旋回し、S2 方向へ戻る。

S2 上空を通り南へ向かう。 

10 S2 

H25.7.4 29 成鳥 雌 11:19 ～ 11:21

S2 方向から鳴きながら No.28 と同

方向へ向かう。林越しに 2 羽で旋

回しているのを確認。林に隠れ見

えなくなる。 

10 S2 

H25.7.4 30 成鳥 雄 11:27 ～ 11:39

S1 の谷から現れ、東へ向かう。久

那川の東側の谷津入口で旋回上昇

した後、西南西へ直飛する。 

3 － 
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サシバ確認状況（H25.7.4）④ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.4 31 成鳥 雄 11:37 ～ 11:38

南から飛んできて、S2 北東へ鳴き

ながら降下する（足に餌を持って

いる）。 

10 S2 

H25.7.4 32 成鳥 雌 11:59 ～ 12:00

S1 南側の谷から現れ、S1 東側の樹

木へ止まる。餌を持ってきたらし

く、すぐに幼鳥が寄ってきて受け

渡す。その後、再び S1 南側の谷へ

向かい、林内に入り、見失う。 

3 S1 

H25.7.4 33 成鳥 雄 12:03 ～ 12:04

S2 北付近上空に確認。餌（昆虫類）

をくわえながら、旋回した後、降

下して S2 付近林内に入る。すぐに

林内より現れ（この時、餌をくわ

えていないように見える）、低空を

滑空して北へ向かう。給餌したも

のと思われる。 

1 S2 

H25.7.4 34 不明 
不

明 
12:17 ～ 12:20

S2 北～北東林内より鳴き声を確認

する。（1分毎に 1～3回の鳴き声） 
10 S2 

H25.7.4 35 不明 
不

明 
12:38 ～ 5 秒 

板山地区東の谷津の上空を南へ直

飛するのを確認する。 
5 － 

H25.7.4 36 成鳥 雄 12:38 ～ 12:55

板山地区南東の 174ｍピークの東

側を鳴きながら北へ向かうのを確

認する。尾根上の針葉樹に止まる。

12:40 に飛び立ち、板山地区の東

174ｍピークの東側を南南東へ鳴

きながら直飛し、一時、林に遮ら

れ見えなくなるが、西へ向かうの

を再発見する。174ｍピーク南斜面

のヒノキ林の樹頂に西向きで止ま

り、盛んに鳴く。その後、南へ飛

び立つ。手前林に遮られ見えなく

なる。 

5 － 

H25.7.4 37 成鳥 雄 12:52 ～ 13:10

久那川左岸からS1に向かい直飛す

る。餌を持ち、巣 S1 で幼鳥に餌を

渡した後、学校跡地の針葉樹に止

まるが、すぐに飛び立ち、久那川

を越えて東へ向かう。観察地点

St.3 の東の樹林のスギ樹頂に止ま

る。下を見回した後、降下し見失

う。ハンティングと思われる。 

3 S1 

 

9-80



 

サシバ確認状況（H25.7.4）⑤ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H25.7.4 38 成鳥 
不

明 
13:03 ～ 13:15

No.25 と同じスギ樹頂に南東向き

で止まっているのを確認。見回し

などをし、13:15 に北東林内へ入

り、見失う。 

11 － 

H25.7.4 39 成鳥 雌 13:29 ～ 13:31

174ｍピークの北西の斜面上に確

認する。餌をくわえながら斜面沿

いに北へ滑空し、S2 南の落葉樹林

内へ入る。13:30 に同林内より現れ

（この時は何もくわえていない）、

滑空して南へ向かい、174ｍピーク

南西斜面上のスギ樹頂に止まる

(13：31)。 

1 S2 

H25.7.4 40 成鳥 雄 13:34 ～ 13:35

久那川左岸から巣 S1 へ直飛する。

餌を持ち、巣 S1 で幼鳥に餌を渡し

た後、巣S1の南の谷へ入り見失う。 

3 S1 

H25.7.4 41 成鳥 雌 13:50 ～ 13:51
S2 北東に確認する。羽ばたきなが

ら南へ向かう。 
10 S2 

H25.7.4 42 成鳥 
不

明 
14:22 ～ 14:24

中津原の西斜面から羽ばたいて出

現し、中津原の南西側で鳴きなが

ら旋回後、北東へ飛翔する。 

11 － 

H25.7.4 43 成鳥 雄 14:34 ～ 14:41

久那川上を東へ向かうのを確認す

る。スギ樹頂に止まる。その後、

竹林へ向かいハンティングする。 

3 S1 

 

9-81



 

2000 800(m)400

2

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

24
22
23

19

15

21

20 18
17

16

14

13

12

10

11

９
８

７

６

５

４

３

２

１

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サシバ飛翔図（H25.7.4）① 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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2000 800(m)400

2

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

42

40

35

41

43

39

38

37

36

34
33

32

31

30

28

29

27

26
25

▲

●

凡　例

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サシバ飛翔図（H25.7.4）② 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(エ) ミサゴ 

    

   ミサゴ確認状況（H25.5.13） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.5.13 1 不明 
不

明 
10:35 ～ 10 秒

観察地点 St.7 の南側大平地区上空

を足に餌（魚類）を持って東へ直飛

する。目前林に遮られ見失う。 
7 

 

9-84



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミサゴ飛翔図（H25.5.13） 

2000 800(m)400

2

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

１ 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-85



 

 

   ミサゴ確認状況（H25.5.14） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.5.14 1 成鳥 
不

明 
10:07 ～ 10:10

小倉地内 186m 上空から東へ向かい

直飛する。久那川上空で旋回上昇し

たのち、さらに東へ向かう。手前林

に遮られ見失う。 

3 

 

9-86



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミサゴ飛翔図（H25.5.14） 

2000 800(m)400

2

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

１

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-87



 

   ミサゴ確認状況（H26.2.26） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.2.26 1 成鳥 雌 10:23 ～ 10:39
西方向から St.10 上空を通過し、南

東方向へ直飛していく。 
1 

H26.2.26 2 成鳥 
不

明 
12:57 ～ 13:18

St.11の北西尾根上のアカマツ樹頂

に止まり、東側の池を見ながら探餌

していた。13:17 に東へ急降下し、

ウグイと思われる魚を捕まえた。そ

の後、足に餌を持ちながら羽ばたい

て旋回後、低空を南西に移動中に見

失う。 

11 

H26.2.26 3 成鳥 
不

明 
13:43 ～ 14:08

St.11の北西尾根上のアカマツ樹頂

に止まり、東側の池を見ながら探餌

していた。14:08 に池で魚を捕まえ

た後、足に餌を持ちながら低空を南

西へ飛翔中に尾根陰で見失う。 

11 

H26.2.26 4 成鳥 
不

明 
14:34 ～ 15:00

St.11の北西尾根上のアカマツ樹頂

に止まり、東側の池を見ながら探餌

をしていた。その後、探餌や羽づく

ろいをしながら 15:00 までパーチ

を確認する。 

11 

 

9-88



 

2000 800(m)400

2

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

４

３３
２

▲

●

凡　例

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミサゴ飛翔図（H26.2.26） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-89



 

   ミサゴ確認状況（H26.3.7） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.7 1 成鳥 
不

明 
9:21 ～ 9:39 

川下の西の上空から出現して、羽ば

たきながら北へ飛翔後、St.11 北西

の尾根上アカマツに南東向きでパ

ーチした（9:22）。その後、東側の

池を見ながら探餌する。しばらくし

て、北東向きになり、周囲のカラス

を気にしている様子。9:39 に池の

北側へ飛翔中に低空の為、尾根陰と

なり見失う。 

11 

H26.3.7 2 成鳥 
不

明 
12:29 ～ 12:49

St.11北西の尾根上アカマツに北東

向きで止まっているのを確認（No.1

と同じアカマツ）。その後、探餌や

休息をしていた。12:49 に北へ羽ば

たきながら飛翔中に低空の為、尾根

陰となり見失う。 

11 

 

9-90



 

2000 800(m)400

2

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

１
２

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミサゴ飛翔図（H26.3.7） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-91



 

   ミサゴ確認状況（H26.3.8） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.8 1 成鳥 
不

明 
13:05 ～ 13:09

St.3 東側上空で旋回し、そのまま

ゆっくり南下する。 3 

H26.3.8 2 成鳥 
不

明 
13:43 ～ 13:45

182.5m ピーク西の那珂川の上から

出現して、東へ飛翔する。その後、

斜面を北へ飛翔して 182m ピークの

南西で旋回後、北東へ飛翔する。

182m ピークの北西側の尾根陰で見

失う。 

12 

 

9-92



 

2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3 １

２

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミサゴ飛翔図（H26.3.8） 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(オ) ハイタカ 

    ハイタカ確認状況（H25.4.20） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.4.20 1 成鳥 
不

明 
14:29 ～ 14:32

梅平北東で確認。旋回しながら南方

向へ飛翔する。樹林に遮られ見失

う。 

6 

 

9-94



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイタカ飛翔図（H25.4.20） 

 

2000 800(m)400

t.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

１

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-95



 

 

    ハイタカ確認状況（H25.6.17） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.6.17 1 不明 
不

明 
12:14 ～ 12:20

219.9 の南の上空で出現して、旋回

を続け、上昇後、南へ飛翔する。そ

の後、St.11 の西の高空から西へ降

下しながら、直飛して、計画地の北

側の上空で尾根陰になり見失う。 

11 

H25.6.17 2 若鳥 
不

明 
12:14 ～ 12:19

梅平東の丘陵上空に確認。旋回上昇

しながら徐々に南へ移動した後、滑

空して南南東へ向かい 

6 

 

 

9-96



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハイタカ飛翔図（H25.6.17） 

2000 800(m)400

t.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

１

２

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-97



 

    ハイタカ確認状況（H26.2.25） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.2.25 1 成鳥 
不

明 
9:40 ～ 9:41 

St.7 西の南平地区の南の尾根上で

トビ 8 羽に混じって旋回上昇する

のを発見する。その後、西へ滑空し、

尾根に遮られて見えなくなる。 

7 

H26.2.25 2 成鳥 雌 10:25 ～ 10:37

中津原上空でカラスと互いに攻撃

しているのを確認する。その後、高

空で旋回上昇を続け、カラスと攻撃

を続ける。St.9 の高空でカラスと

別れ、南西に滑空中に見失う。 

11 

H26.2.25 3 成鳥 
不

明 
12:01 ～ 12:05

板山地区南の 174m ピーク付近上空

で、旋回上昇しつつ北西へ向かうの

を発見する。ハシブトガラスに追わ

れながら旋回し、攻撃されたり、逆

に攻撃するなどしながら板山の北

の林内に急降下する。 

7 

H26.2.25 4 成鳥 
不

明 
13:01 ～ 13:01

北東低空を旋回後、北方向へ直飛す

る。スギ林に遮られ見失う。 
1 

 

9-98



 

2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

４
２

３

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハイタカ飛翔図（H26.2.25） 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-99



 

    ハイタカ確認状況（H26.2.26） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.2.26 1 不明 
不

明 
10:01 ～ 10:07

大平地区上空で旋回上昇後、徐々に

北東へ向かい、174m ピーク上空で

さらに旋回上昇する。 

7 

H26.2.26 2 成鳥 雌 10:04 ～ 10:11

久那川右岸 168m ピーク付近でトビ

と共に旋回する。時折トビに突っか

かっていく。その後、ゆっくり旋回

上昇し、久那川左岸上空を北へ直飛

する。St.3 東側を通過し、中津原

の南西付近で急降下し、見失う。 

3 

H26.2.26 3 若鳥 
不

明 
10:10 ～ 10:39

St.1 東北東の落葉林に東方向を向

いて止まっているのを発見。下方を

気にしながら、羽づくろいをする。

その後、南東方向に飛び立ち、降下

する。 

1 

H26.2.26 4 不明 
不

明 
12:32 ～ 12:36

174mピーク西で旋回するのを発見。

北へ移動後、旋回上昇する。高空を

東へ移動中、トビを攻撃し始める。

しばらく攻撃しながら旋回を繰り

返す。その後、トビと離れ、旋回中

に高空で見失う。 

1 

H26.2.26 5 不明 
不

明 
13:50 ～ 13:52

大平地区上空をから旋回上昇しな

がら北東へ向かうのを確認する。 7 

H26.2.26 6 成鳥 雌 13:58 ～ 14:03

オオタカの観察中に St.3 すぐ北で

旋回するのを確認。オオタカに近づ

かれると、攻撃を加えた。その後、

オオタカが移動するが、追わなかっ

た。 

3 

 

9-100



 

2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

３

６

２
５

４

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハイタカ飛翔図（H26.2.26）

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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    ハイタカ確認状況（H26.3.7） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.7 1 不明 
不

明 
12:50 ～ 12:53

St.6 南東方向の上空で旋回するの

を発見。旋回上昇し、高空へ移動後、

北西へ滑翔する。その後、ヒノキ林

に遮られ見失う。 

6 

H26.3.7 2 成鳥 雄 12:55 ～ 12:59

St.3 付近の耕作地上空で旋回し、

徐々に北東へ移動中、旋回を混ぜな

がら直飛する。中津原地区の尾根斜

面付近に急降下して見えなくなる。

3 

H26.3.7 3 成鳥 
不

明 
14:26 ～ 14:27

ゆっくり旋回しながら南へ移動後、

翼をたたみ急降下し、尾根陰で見失

う（ハンティングしたかは不明）。

6 

H26.3.7 4 成鳥 雄 14:48 ～ 14:51

St.6 南東の耕作地上空で旋回する

のを発見。やや南へ移動後、旋回上

昇する。その後、南西方向へ直飛し、

目の前のヒノキ林に遮られ見失う。

6 
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2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

３

４

１

２

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハイタカ飛翔図（H26.3.7） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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    ハイタカ確認状況（H26.3.8） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.8 1 成鳥 
不

明 
10:03 ～ 10:03

オオタカを追うように現れる。オオ

タカが直飛を始める前には追うの

を止めた為、その後不明。 

3 
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2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハイタカ飛翔図（H26.3.8） 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(カ)  ノスリ 

 

   ノスリ確認状況（H25.4.20） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.4.20 1 成鳥 
不
明 

10:48 ～ 10:56

梅平東側から飛翔するノスリを確

認。飛翔中は餌を探している。途中

カラスに 2度攻撃される。樹林の陰

になり見失う。 

6 

H25.4.20 2 成鳥 
不
明 

11:00 ～ 11:01

小口川上空を飛翔するのを確認。旋

回しながら上空を西北西に滑翔し、

萩ノ草へ向かう。 

6 

H25.4.20 3 成鳥 
不
明 

13:02 ～  梅平北東で確認 6 

H25.4.20 4 成鳥 
不
明 

14:54 ～ 14:55

梅平東側から滑翔してくる。梅平付

近で旋回をしながら下方を見てい

る。林の陰で見失う。 

6 
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ノスリ飛翔図（H25.4.20） 

2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

▲

●

凡　例

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

３

１

２ 
４

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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   ノスリ確認状況（H25.4.21） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.4.21 1 成鳥 
不
明 

10:32 ～ 10:34

St.10東の尾根上のヒノキ樹上に北

西向きで探餌していた。その後、尾

根の北西に急降下して見失う。 

10 

H25.4.21 2 成鳥 
不
明 

11:26 ～  旋回しながら上空を飛翔する。 7 

H25.4.21 3 成鳥 
不
明 

11:46 ～ 11:46

アカマツ枯木樹頂にパーチするノ

スリを発見。周囲を見てきたが、バ

ランスを崩し飛び立つ。尾根を越え

て見えなくなる。 

7 

H25.4.21 4 成鳥 
不
明 

13:21 ～ 13:22
川下地区上空を旋回するノスリを

確認。その後陰に隠れて見失う。 
1 

H25.4.21 5 成鳥 
不
明 

13:31 ～ 11:38

アカマツ枯木樹頂にパーチするノ

スリを発見。その後飛び立ち、旋回

しながらゆっくり降下する。樹林の

陰で見失う。 

7 
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ノスリ飛翔図（H25.4.21） 

2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

▲

●

凡　例

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

１

４ 

２ 

３

５

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-109



 

 

   ノスリ確認状況（H25.6.17） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H25.6.17 1 成鳥 
不

明 
9:29 ～ 9:31 

梅平集落上空に確認。旋回後、滑空

して東へ向かう。 
6 
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ノスリ飛翔図（H25.6.17） 

2000 800(m)400

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

１ 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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   ノスリ確認状況（H26.2.25） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.2.25 1 成鳥 
不
明 

9:06 ～ 9:39 

St.11の西南西林縁の落葉樹上部に

止まり、南東向きで羽づくろいや探

餌、休息をする。9:39 にハシブト

ガラスに攻撃されながら、低空を飛

翔して、西の林内へ入り見失う。 

11 

H26.2.25 2 成鳥 
不
明 

9:43 ～ 9:44 

St.3 北東を東へ向かい、カラスに

追われながら直飛する。林の陰に入

り見失う。 

3 

H26.2.25 3 成鳥 
不
明 

9:58 ～ 9:59 

St.11 の西の谷から出現して、No.1

がとまった西南西の落葉樹にパー

チする。南東向きで探餌をしてい

た。9:59 に南西の谷の中へ飛翔中

に見失う。 

11 

H26.2.25 4 不明 
不
明 

10:12 ～ 10:13

St.11の南西の林縁低空を北東へ羽

ばたいて飛翔後、St.11 の北側の民

家の上で羽ばたいて旋回し、低空を

南東へ羽ばたきながら飛翔する。低

空の為、大畑地区を南東へ移動中に

樹林陰になり見失う。 

11 

H26.2.25 5 不明 
不
明 

12:17 ～ 12:22

St.3 東で旋回上昇した後、久那川

を越えて西の尾根へ直飛し、急降下

する。尾根より少し高い高度で旋回

した後、南へ飛翔、林の陰になり見

失う。 

3 

H26.2.25 6 成鳥 
不
明 

12:23 ～ 12:31

St.11 南の耕作地上空を西へ飛翔

し、St.11 南東林縁の上で旋回を始

める。下方を見ながら探餌し、北へ

飛翔し、その後も旋回移動をする。

219.9m ピークの南の尾根上で旋回

上昇後、高空を東へ飛翔する。

219.9m ピークの南東高空で旋回を

続けた後、219m ピークの上空から

南西に羽をたたみながら高度を下

げたあと、St.11の北西へ急降下し、

尾根陰で見失う。 

11 
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2000 800(m)400

2

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

６

５

４

３

２

▲

●

凡　例

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノスリ飛翔図（H26.2.25） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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   ノスリ確認状況（H26.2.26） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.2.26 1 成鳥 
不
明 

8:46 ～ 9:21 

St.11の北西林縁の落葉樹に南東向

きで止まり、探餌や羽づくろいをす

る。9:19 に南東へ降下して農地の

地上にパーチする（ハンティング）。

その後、ハシボソガラス 2羽が近づ

き、ノスリへ攻撃した後、隣にパー

チする。9:21 に南西へ飛び立ち、1

羽のカラスに追われながら、St.11

の西南西林内に入り、見失う。 

11 

H26.2.26 2 成鳥 
不
明 

10:03 ～ 10:06
梅平地区上空に確認する。旋回を交

えながら北西へ移動する。 
6 

H26.2.26 3 成鳥 
不
明 

10:24 ～ 10:39

St.11北西の林縁の落葉樹頂部に止

まり探餌する。南東向きで止まり、

見回しや探餌、休息をする。10:39

に飛び立ち、見失う。 

11 

H26.2.26 4 成鳥 
不
明 

10:30 ～ 10:33

St.3 北の田畑上空で旋回する。し

きりに下を見回している。途中で見

失う。 

3 

H26.2.26 5 成鳥 
不
明 

11:30 ～ 12:33

St.11 北西の林縁の落葉樹頂部に、

南東向きで止まっているのを発見。

周囲のカラス等を気にしながら周

囲を見回していた。12:01 に少し北

東側の落葉樹に止まる。12:17 に南

へ飛翔して、St.11 南西の林縁の落

葉樹に止まる。12:33 に北東へ飛翔

し、St.11の西の電柱にパーチする。

その後、カラス 1羽に追われ、北西

に飛翔し、St.11 の北西の谷へ飛翔

中に低空の為、見失う。 

11 

H26.2.26 6 成鳥 
不
明 

12:33 ～ 12:35

板山地区の南東側、沢の南側で旋回

上昇した後、半開翼で腹部からゆっ

くり降下する。尾根に遮られ見失

う。 

7 

H26.2.26 7 不明 
不
明 

14:18 ～ 14:22

中津原の北西上空でトビと旋回後、

高空を北へ旋回移動する。その後、

川下の西の高空から南東へ急降下

する。その後、中津原の北尾根上の

林内で見失う。 

11 
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2000 800(m)400

2

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

６

４

２

７

５

５
３

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノスリ飛翔図（H26.2.26） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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   ノスリ確認状況（H26.3.7）① 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.7 1 成鳥 
不

明 
9:03 ～ 9:04 

中津原尾根付近から南西へ向かう。

途中からトビに追われるが、St.3

の北の林に隠れ見えなくなる。 

3 

H26.3.7 2 不明 
不

明 
10:06 ～ 10:11

南東方向上空で旋回し、ゆっくり上

昇していく。観察中、下方に別のノ

スリとトビが視界に入るが、接触な

し。さらに上昇し、高空から北西へ

滑翔した後、南へ移動していく（滑

翔中、ずっと翼をややたたんでい

る）。 

6 

H26.3.7 3 成鳥 雄 10:30 ～ 11:24

St.11北側の地上部の上を羽ばたき

ながら南へ飛翔し、St.11 の西の電

柱（P1）にパーチし、探餌をする。

10:32 に南西へ飛翔し、St.11 の西

南西林縁の落葉広葉樹（P2）に止ま

り、探餌や監視をする。10:39 に北

へ飛翔後、カラスに攻撃され、向き

を南に変え地上部を南へ羽ばたき

ながら飛翔し、川下西側の林縁の落

葉広葉樹（P3）に北東向きでパーチ

する。その後、探餌や休息をする。

11:04 に北東へ飛び立ち、ハンティ

ングをする。地上部に降下した後、

再び P3 と同じ落葉広葉樹にとま

る。11:12 に北へ飛び立ち、農地の

地上部の上を探餌飛翔しながら、羽

ばたいて直飛し、St.11 の西の電線

（P4）に止まる。11:13 に探餌をす

る。11:14 に南東へ飛び立ち、St.11

の南のアンテナ（P5：町内放送のス

ピーカー）へパーチ。11:18 に南東

へ飛び立ち、農地上でハンティング

をした後、川下の林縁の落葉広葉樹

（P6）に止まる。11:23 に北西に飛

翔して再びアンテナ（P5）に止まる。

11:24に東へ降下しながら地上部の

上を羽ばたいて飛翔中に低空の為

見失う。 

11 

 

9-116



 

   ノスリ確認状況（H26.3.7）② 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.7 4 成鳥 
不

明 
10:52 ～ 10:54

St.1 東側水田より旋回上昇してく

る。水田上空を北へ向かい Uターン

して南へ滑翔しながら降下する。手

前の林で見えなくなる。 

1 

H26.3.7 5 不明 
不

明 
11:20 ～ 11:21

St.6 の南東尾根付近から旋回上昇

後、南へ滑翔していく。 
6 

H26.3.7 6 成鳥 
不

明 
13:26 ～ 13:37

川下の林縁の低空でカラス 2 羽に

追われ南西に羽ばたいて飛翔後、川

下の南西の電柱に北西向きでパー

チする（13:27）。その後、西側の農

地を見ながら探餌していた。13:36

に南西に羽ばたきながら低空を飛

翔する。その後、低空の為手前の竹

林に遮られて見失う。 

11 

H26.3.7 7 不明 
不

明 
14:25 ～ 14:26

St.6 の東南東方向の上空で旋回し

ているのを確認。旋回中 2回下方を

見て停飛する。 

6 

H26.3.7 8 成鳥 
不

明 
13:15 ～ 13:21

小学校跡地上空でカラスに追われ

るのを発見。旋回しながら、やや上

昇するとカラスは離れるが、トビに

追われ、東へ直飛する。 

3 
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2000 800(m)400
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３
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２

１

▲

●

凡　例

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノスリ飛翔図（H26.3.7） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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  ノスリ確認状況（H26.3.8） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.8 1 成鳥 
不

明 
11:56 ～ 12:14

180.3m ピーク北西からカラスに追

われ南へ滑翔する。St.2 南西スギ

林へ降下した後、スギ中枝に西向き

で止まり、辺りを見回す。 

1 

H26.3.8 2 成鳥 雄 12:09 ～ 12:14

180.3mピーク西の谷部でNo.3と共

に旋回しているのを確認する。旋回

上昇し、高空へ向かった後、北西へ

滑翔する。 

1 

H26.3.8 3 成鳥 雌 12:09 ～ 12:14

180.3mピーク西の谷部でNo.2と共

に旋回しているのを確認する。旋回

上昇し、高空へ向かった後、北へ滑

翔する。 

1 
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2000 800(m)400

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

２

１

３

▲

●

：事業実施区域 　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ノスリ飛翔図（H26.3.8） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(キ)  ハヤブサ 

 

   ハヤブサ確認状況（H26.3.7） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.7 1 若鳥 
不

明 
14:22 ～ 14:23

174m ピークの東上空から西へ向か

い旋回した後、南へ直飛していく。
7 
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2000 800(m)400

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハヤブサ飛翔図（H26.3.7） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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   ハヤブサ確認状況（H26.3.8） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.3.8 1 成鳥 
不

明 
14:22 ～ 14:24

182.5mピークの北側から出現して、

南南西へ滑翔する。その後、新那珂

橋の右岸上空でトビと旋回を始め、

南へ旋回移動した。 

12 
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2000 800(m)400

St.12

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.3

１

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ハヤブサ飛翔図（H26.3.8） 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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● 平成 26 年度調査（平成 26 年 4 月～8月） 

 

(ア) ハチクマ 

 

      ハチクマ確認状況（H26.5.27） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.5.27 1 成鳥 雄 10:17 ～ 10:22
南平地区の尾根上空に確認。滑空

して北西に向かう。 
12 
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2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

★

★

St.12

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

１

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ハチクマ飛翔図（H26.5.27） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(イ)  オオタカ 

 

    オオタカ確認状況（H26.4.26） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.4.26 1 成鳥 雄 10:00 ～ 10:01
営巣林上空に確認する。旋回しな

がら徐々に北東へ移動する。 
12 Ｄ 

H26.4.26 2 成鳥 
不

明 
11:07 ～ 11:08

S2 北に確認。羽ばたきながら南へ

滑翔する。手前の林に隠れ見えな

くなる。 

10 － 

H26.4.26 3 成鳥 雄 11:29 ～ 11:30

板山地区の北東を南へ羽ばたいて

直飛する。手前尾根に遮られ見え

なくなる。 

5 Ｄ 
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2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3
１

３

２

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

オオタカ飛翔図（H26.4.26） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-128



 

 

オオタカ確認状況（H26.4.27） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.4.27 1 成鳥 
不
明 

10:20 ～ 5 秒 
営巣地西の草地上低空に確認。滑

空して営巣林に入る。 
12 Ｄ 

H26.4.27 2 成鳥 雄 10:47 ～ 10:47
営巣林上の低空に確認。林の上を

ひと回りした後、営巣林内に入る。 
12 Ｄ 

H26.4.27 3 成鳥 雄 10:21 ～ 15 秒

営巣林内より雌と共に現れ、トビ

を追って北西へ滑空した後、ター

ンして南東へ戻り、営巣林内に入

る。 

12 Ｄ 

H26.4.27 4 成鳥 雌 10:21 ～ 5 秒 
営巣林内より雄と共に現れ、トビ

を追って北西へ滑空する。 
12 Ｄ 

H26.4.27 5 成鳥 雄 11:01 ～ 11:01

観察地点11の西側斜面の上を北北

東へ滑翔してS4の西斜面の尾根陰

で見失う。 

11 － 

H26.4.27 6 成鳥 雄 11:04 ～ 11:04

S4 の西側から出現して旋回後、カ

ラスに追われながら北西に飛翔す

る。219m ピークの南側の尾根陰で

見失う。 

11 － 

H26.4.27 7 成鳥 雌 11:22 ～ 5 秒 

営巣林西の草地上の低空に確認。

滑空して南東へ向かい、営巣林内

に入る。 

12 Ｄ 

H26.4.27 8 成鳥 雄 11:25 ～ 11:31

営巣林のスギ樹頂に止まるのを確

認(11:25)。11:26 に飛び立ち、ト

ビをモビングする。11:26 に近くの

落葉広葉樹に止まる。11:31 に降下

し、営巣林内に入る。 

12 Ｄ 

H26.4.27 9 成鳥 雄 11:41 ～ 11:42

営巣林内より現れ、トビを追って

北西へ滑空する。途中でターンし、

営巣林内へ戻る。 

12 Ｄ 

H26.4.27 10 成鳥 雄 11:45 ～ 10 秒
営巣林上空の低空に確認。トビを

モビングした後、営巣林内に入る。 
12 Ｄ 

H26.4.27 11 成鳥 
不
明 

13:38 ～ 7 秒 

営巣林上空の低空に確認。カラス 1

羽にモビングされた後、営巣林内

に入る。 

12 Ｄ 

H26.4.27 12 若鳥 
不
明 

14:58 ～ 15:04

板山地区の東で旋回上昇するのを

発見。カラスにモビングされる。

高空を北東へ直飛し、手前林で遮

られ見失う。 

7 － 
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2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

９

８７

６

５

４３
２

１

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

オオタカ飛翔図（H26.4.27）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

10

12
11

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

オオタカ飛翔図（H26.4.27）② 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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オオタカ確認状況（H26.5.26） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.5.26 1 成鳥 雄 9:32 ～ 9:34 

営巣林のスギ樹頂に止まっている

のを確認。9:33 に西側へ降下し、

ハンティングするが失敗。そのま

ま直飛して西へ向かい、那珂川右

岸土手を西側へ越える。 

12 Ｄ 

H26.5.26 2 成鳥 
不
明 

12:24 ～ 12:24

中津原の尾根の上を北へ滑翔す

る。川下の東側の斜面上空を飛翔

中に尾根陰で見えなくなる。 

11 － 
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2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

×
１

２

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

オオタカ飛翔図（H26.5.26） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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オオタカ確認状況（H26.5.27） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.5.27 1 成鳥 雄 11:04 ～ 11:08

営巣林南低空に確認。北へ直飛し

た後、営巣林のスギ樹頂に止まる

（11:04）。11:08 に雌が近くのスギ

樹頂に止まった後、雄は降下して

営巣林内に入る。止まっていると

きは羽干ししていた。 

12 Ｄ 

H26.5.27 2 成鳥 雌 11:08 ～ 11:19

営巣林内より現れ、営巣林のスギ

樹頂（雄の近く）に止まる（11:08）。

止まっているときは羽づくろいを

する。11:09 に場所を少し移動し、

別のスギ樹頂に止まる。11:19 に降

下し、営巣林内へ入る。 

12 Ｄ 

H26.5.27 3 成鳥 雄 11:22 ～ 12:30

営巣林上の低空に確認。北へ直飛

すると、飛翔していたトビを攻撃

する。その後、南へ戻り営巣地東

の尾根付近の落葉広葉樹に止まる

（11:23）。主に羽づくろいを行う。

11:53 に少し下の枯枝に移動。ここ

で枝を嘴でくわえて折り、11:54 に

枝をくわえて降下し、営巣林内へ

入る（姿は見えない）。11:57 に飛

び立ち、滑空して南東へ。途中、

チョウゲンボウ（No.2）1 羽に攻撃

される。11:58 に上組地区東の尾根

上のスギ枝に止まる。ここでは主

に探餌を行う。12:30 に飛び立ち、

南南西方向へ降下する。ハンティ

ングと思われる。手前林で見えな

くなる。 

12 Ｄ 
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2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

３
２

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

オオタカ飛翔図（H26.5.27）

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(ウ)  サシバ 

 

サシバ確認状況（H26.4.26）① 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.4.26 1 成鳥 雄 9:04 ～ 9:15 

観察地点 3 の北の上空を、東へ西

へと移動しながら空中で採餌して

いる。餌は昆虫だが、種類は不明

（細かい昆虫）。旋回上昇後、カラ

スに攻撃された後、西方向へ滑翔

し、尾根を越えていく。 

3 － 

H26.4.26 2 成鳥 雄 9:46 ～ 9:54 
S2 谷部より出現し、水田の上で旋

回する。その後、西へ滑翔する。 
10 S2 

H26.4.26 3 成鳥 雄 10:16 ～ 10:16

S4 の南の上空で旋回後、南東に飛

翔する。その後、川下北側で尾根

に遮られ見失う。 

11 S4 

H26.4.26 4 不明 不明 10:16 ～ 10:20
大平の工業団地北の高空に確認。

旋回上昇後、滑空して東へ向かう。 
12 － 

H26.4.26 5 成鳥 雄 11:06 ～ 11:24

川下の南東斜面の枯木に東向きで

止まり、鳴いているのを確認する。

その後、見回しや時々羽づくろい

をする。11:23 に斜面を西へ飛びな

がら旋回中に樹林に遮られ見失

う。 

11 S5 

H26.4.26 6 不明 不明 11:14 ～ 11:25

観察地点 3 の北東方向上空で旋回

しているのを確認。時々浅く急降

下をする（ディスプレイではな

い）。やや降下して南東へ移動後、

旋回上昇しながら北西へ移動する

（No.1 と同じような動きで採餌も

している）。しばらく同じような行

動を繰り返した後、西へ滑翔する。

目の前の林で見失う。 

3 － 

H26.4.26 7 成鳥 雄 11:22 ～ 11:40

獲物を持ち、西から S2 林内へ向か

うのを確認。林内に入り、すぐに

出現し、旋回上昇後、東へ向かう。

羽ばたきを交えながら、旋回し西

へ滑翔する。観察地点 10 の西側上

空で旋回上昇する。手前林に隠れ

見えなくなる。 

10 S2 

H26.4.26 8 成鳥 雌 11:23 ～ 11:26

S2 付近から出現する。旋回上昇し

東へ向かう。尾根上林越しに見え

なくなる。 

10 S2 
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サシバ確認状況（H26.4.26）② 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.4.26 9 成鳥 雄 11:28 ～ 11:30

川下の上からトビを攻撃しながら

出現して旋回後、南へ旋回移動し

ながらトビを攻撃した。川下の南

尾根上へ飛翔中に、樹林に遮られ

見失う。 

11 S5 

H26.4.26 10 成鳥 雄 11:53 ～ 11:56

西から S2 方向へ向かう。その後、

林内に入る（11:54）が、すぐに出

現し、再び西へ向かう。 

10 S2 

H26.4.26 11 成鳥 雄 12:03 ～ 12:03

川下の西南西の水田上で旋回後、

西へ飛翔し、落葉広葉樹の林内へ

入り見失う。 

11 S5 

H26.4.26 12 成鳥 雄 12:19 ～ 12:24

S2 林内付近から出現し、旋回上昇

後に北へ向かう。 10 S2 

H26.4.26 13 成鳥 雄 12:20 ～ 12:24

S2 付近より鳴きながら出現する。

旋回後、林内へ戻る。 10 S2 

H26.4.26 14 成鳥 雄 12:50 ～ 12:55

観察地点 3 の東方向の竹林裏で旋

回しているのを発見。北西へ移動

後上昇し、高度を上げる。ゆっく

り西へ移動中、数回つかんで食べ

る行動をする。その後、西へ降下

して行き、尾根を越える。 

3 － 

H26.4.26 15 成鳥 不明 12:50 ～ 12:55

トビを追いながら No.16 と共に上

昇しながら東へ移動する。No.16

を注視していた為、見失う。 

11 S4 

H26.4.26 16 成鳥 不明 12:50  12:56
No.15 と共にトビを追いながら上

昇する。その後、東へ移動する。 
11 S4 

H26.4.26 17 成鳥 不明 12:50 ～ 12:50
No.15、16 を追った後に S4 西側の

尾根に移動し、見失う。 
11 － 

H26.4.26 18 成鳥 不明 13:05 ～ 13:06

川下付近から飛翔してくるのを確

認。その後、S4 付近の低空を東へ

移動する。林に遮られ見失う。 

11 S4 

H26.4.26 19 成鳥 不明 13:13 ～ 13:13

川下付近から飛翔してくるのを確

認。S4 の南西側でターンし、南へ

直飛する。 

11 S5 
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サシバ確認状況（H26.4.26）③ 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.4.26 20 不明 不明 13:18 ～ 13:25

中津原地区南上空で旋回している

のを発見。高空をゆっくり北へ移

動する。移動中、浅い急降下を交

えるが、波状の形にはなっていな

い（採餌の可能性が高い）。その後、

北西へ滑翔する。手前、林に遮ら

れ見失う。 

3 － 

H26.4.26 21 成鳥 雄 14:03 ～ 14:04

S2 西側上空で旋回を確認する。S2

付近の林内へ入るが、すぐ出現し

西へ向かう。 

10 S2 

H26.4.26 22 成鳥 雄 14:16 ～ 14:17

川下西側の久那川の上を羽ばたき

ながら、林縁低空を北へ飛翔する

のを確認。その後、観察地点 11 の

西南西の斜面林へ降下し、見失う。 

11 S5 
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凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.4.26）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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：雌雄不明成鳥
：若鳥
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サシバ飛翔図（H26.4.26）② 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H26.4.27）① 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.4.27 1 成鳥 不明 8:56 ～ 8:58 

観察地点１の北東方向で旋回して

いるのを発見。空中で採餌をして

いる。南へ滑翔後、再び旋回し、

空中採餌をする。その後、降下し、

道路沿いの竹林で見失う。見失っ

た後、鳴き声を確認する。 

1 S2 

H26.4.27 2 成鳥 雌 9:04 ～ 9:12 

S4 の南東上空から出現し、S4 の南

東側で足を出しながら旋回を続け

る。上空に飛翔している小さな虫

を採餌していた。その後、S4 の東

の上空からカラスを追いながら急

降下してS4の北の林内に入り見失

う。 

11 S4 

H26.4.27 3 成鳥 不明 9:06 ～ 9:06 

No.1 を見失った方向から、北へ直

飛していくのを確認。その後、北

西へ移動するがスギ林裏で見失

う。 

1 S2 

H26.4.27 4 成鳥 不明 9:06 ～ 9:06 No.3 を追うように直飛する。 1 － 

H26.4.27 5 成鳥 雄 9:17 ～ 9:23 

川下の南東から出現して、北へ飛

翔後、S4 の南東の上空で足を出し

ながら旋回を続け、上空の昆虫を

採餌していた。その後、No.6 雌が

出現し、2羽で上空の昆虫を採餌し

ながら旋回する。しばらく旋回を

続けた後、東南東へ飛翔して、尾

根陰で見えなくなる。 

11 S4 

H26.4.27 6 成鳥 雌 9:21 ～ 9:23 

S4 の北の上空で出現して、東へ旋

回移動しながら上空で昆虫を採餌

していた。大畑の西側で降下中に

見失う。 

11 S4 

H26.4.27 7 成鳥 雄 9:25 ～ 9:26 

大畑の南西側で上空の昆虫を採餌

しながら旋回後、南東へ飛翔して、

神社の北西尾根上のモミに止まる

（9:25）。すぐにカラスに攻撃さ

れ、飛び立ち、南西に飛翔する。

その後、観察地点 11 の西南西の林

内に入り、見失う。 

11 S4 
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サシバ確認状況（H26.4.27）② 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.4.27 8 成鳥 雌 9:44 ～ 9:45 

S4 の南西上空を南東へ飛翔し、す

ぐに旋回を始める。その後、向き

を北西に変え、S4 の西側へ飛翔中

に尾根陰で見失う。 

11 S4 

H26.4.27 9 成鳥 不明 9:55 ～ 9:58 

観察地点 9 上空で旋回を確認。し

きりに空中でハンティングしなが

ら大きく弧を描き、南へ向かう。

No.10 を確認中に見失う。 

3 － 

H26.4.27 10 成鳥 不明 9:55 ～ 9:58 

No.9 を確認中に現れる。旋回しな

がら田畑上空を東に移動する。観

察地点 9 の東の尾根から東対面に

ある斜面の林で電柱に遮られ、見

失う。 

3 － 

H26.4.27 11 成鳥 不明 10:02 ～ 10:06

観察地点 3 の東尾根の北側から尾

根上にかけ、旋回しながら、南西

へ移動する。しきりに空中でハン

ティングしている。途中、No.12

が現れ、それを追うように南西へ

向かう。手前の電柱に遮られ見失

う。 

3 － 

H26.4.27 12 不明 不明 10:04 ～ 10:06
No.11 を確認中に現れる。南西へ直

飛し、手前の柱の陰で見失う。 
3 － 

H26.4.27 13 成鳥 雄 10:07 ～ 10:15

観察地点 3 の東尾根上で旋回する

のを確認。しきりに空中でハンテ

ィングを繰り返す。そのまま観察

地点 3 上空を通過し、大きく弧を

描きながら北へ向かう。中津原の

尾根に沿って東へ向かい、中津原

東の谷津の東の林に向かい急降下

し、見失う。 

3 － 

H26.4.27 14 成鳥 雄 10:20 ～ 10:23

古巣 S1 のある谷入り口付近で、飛

翔を確認。谷を横切り古巣 S1 対面

のモミ樹頂に止まる。その後、

10:23 に飛び立ち古巣 S1 の尾根を

低く越え、見失う。 

3 － 

H26.4.27 15 不明 不明 10:27 ～ 10:28 古巣 S1 付近から鳴き声を確認。 3 － 
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サシバ確認状況（H26.4.27）③ 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.4.27 16 成鳥 雄 10:28 ～ 10:35

10:27～10:28 の鳴き声の後、古巣

S1 上空を北へ通過する個体を確

認。大きく弧を描きながら、東へ

旋回移動をする。ひたすら空中で

昆虫をハンティングする。久那川

左岸の林上空で太陽光により、見

失う。 

3 － 

H26.4.27 17 成鳥 雄 10:43 ～ 10:44

川下の西側を北西に飛翔するのを

確認。観察地点 11 の西側尾根上へ

飛翔し、見えなくなる。 

11 S5 

H26.4.27 18 成鳥 不明 10:45 ～ 10:52

観察地点11の西尾根上から出現し

て旋回後、斜面の枯木に北西向き

でパーチする（10:45～10:52）。周

囲を見回したり、羽づくろいをし

ていた。10:52 に鳴きながら林内に

入り見失う。（その後 11:02 まで林

内で鳴いていた。） 

11 S5 

H26.4.27 19 成鳥 雄 10:52 ～ 10:52

No.18 の止まった枯木の少し南側

から出現、旋回後、観察地点 11 の

南西尾根上の林内に入り見失う。 

11 S5 

H26.4.27 20 成鳥 雄 10:59 ～ 10:59

観察地点11の南西尾根の上で出現

し、旋回上昇後に尾根上の林内へ

急降下して見失う。 

11 S5 

H26.4.27 21 成鳥 雄 11:12 ～ 11:23

観察地点11の南西斜面上空で出現

して、旋回を始める。観察地点 11

の南側で旋回しながら採餌してい

た。その後、観察地点 11 の西南西

斜面の落葉樹に北東向きで止ま

り、探餌をはじめる（11:16～

11:17）。11:17 に飛び立ち、川下の

斜面に旋回移動する。川下でしば

らく旋回を続け、採餌していた。

その後、北へ旋回移動して神社の

斜面で旋回を続ける。その後、川

下の西側や南西の耕作地の上で採

餌行動をした後、川下対岸の南西

側の林内に入り、見失う。 

11 S5 

H26.4.27 22 成鳥 不明 12:09 ～ 12:09

観察地点10の東方向でトビを攻撃

しているのを確認する。旋回しな

がら攻撃を繰り返した後、降下し

見失う。 

10 S2 
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サシバ確認状況（H26.4.27）④ 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.4.27 23 成鳥 
不

明 
12:15 ～ 12:15

S4 の上空から東へ滑空して、大畑

東の上空で、尾根陰となり見えな

くなる。 

11 S4 

H26.4.27 24 成鳥 
不

明 
12:24 ～ 12:25

S4 の西尾根の上で旋回後、西へ飛

翔し、池の西斜面の林内に入り見

失う。 

11 S4 

H26.4.27 25 成鳥 
不

明 
12:28 ～ 12:28

北東方向で旋回しているのを発見

する。西へ移動後、西へ滑翔降下

する。手前スギ林で見失う。 

1 S2 

H26.4.27 26 成鳥 雌 13:20 ～ 13:34

S4 の南尾根の上から出現して、S4

の周囲を昆虫を採餌しながら旋回

を続ける。何度も採餌を行いなが

らしばらく旋回を続け、S4 の北東

上空で上昇を始める。その後、

No.28 が出現してその個体を撮影

中に見失う。 

11 S4 

H26.4.27 27 成鳥 
不

明 
13:22 ～ 13:29

板山の北東からゆっくり北西方向

へ上昇しつつ、旋回移動していく

のを発見。旋回中、深めに羽ばた

く時もあったが、ほとんど浅い羽

ばたきであった。観察地点 1 の北

北東高空で見失う。 

1 S2 

H26.4.27 28 成鳥 雄 13:33 ～ 13:38

観察地点 11 から北側へ飛翔して、

S4 の南東側で採餌をしながら旋回

を始める。雌の南下方で旋回して

いた。その後 2 羽で採餌行動をす

る。雌を見失った後、219m ピーク

の南東で旋回上昇を始め、高平の

南高空まで旋回移動後、南西に降

下しながら飛翔中に尾根に遮られ

る。 

11 S4 

H26.4.27 29 成鳥 
不

明 
13:43 ～ 13:51

観察地点 3 上空で旋回しながら空

中でハンティングをする。そのま

まゆっくり北東へ移動していく。 

3 － 

H26.4.27 30 成鳥 雄 14:06 ～ 14:07

古巣 S1の西から No.31 と 2羽で同

時に現れ、2羽で旋回した後、学校

跡地西側尾根付近で 2 羽とも見え

なくなる。 

3 － 

H26.4.27 31 成鳥 雌 14:06 ～ 14:07
No.30 と 2 羽で旋回する。 

（No.30 参照） 
3 － 

 

9-144



 

サシバ確認状況（H26.4.27）⑤ 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.4.27 32 成鳥 雌 14:09 ～ 14:14

S4 の南東斜面の上から出現して、

S4 の東の低空で旋回を続けながら

採餌（昆虫）を何度も行う。その

後S4北東側へ採餌を続けながら旋

回上昇後、西へ急降下して、S4 の

北の谷の林内で見失う。 

11 S4 

H26.4.27 33 若鳥 不明 14:13 ～ 14:20

174m ピークの南西から西へ直飛す

るのを発見する。旋回上昇した後、

高空を北へ向かう。遠方の為見え

なくなる。 

7 － 

H26.4.27 34 成鳥 雄 14:20 ～ 14:23

宮崎の東側の尾根より、南へ滑翔

するのを発見する。旋回後、北へ

移動する。林に遮られ見失う。 

1 － 
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サシバ飛翔図（H26.4.27）① 

 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ飛翔図（H26.4.27）② 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ飛翔図（H26.4.27）③ 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.4.27）④ 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
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：若鳥
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サシバ飛翔図（H26.4.27）⑤

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H26.5.26）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.5.26 1 成鳥 雄 10:13 ～ 10:14

川下の西側から西へ羽ばたきなが

ら飛翔して、斜面の林内へ入る。

その後、林内からすぐに出現して

東へ羽ばたく。 

11 S5 

H26.5.26 2 成鳥 雄 10:21 ～ 10:34

神社のスギ樹上に鳴きながら止ま

っていた。10:23 にカラスにおわれ

北西に飛び立ち、S4 の南西斜面の

落葉広葉樹に止まる（10:23）。そ

の後、東へ急降下して畦道の上で

ハンティングをした後、小動物を

食べる（10:25）。すぐに飛び立ち、

S4 の西斜面にパーチする（10:25）。

10:34 に南西に羽ばたきながら飛

び立ち、林内へ入り見失う。 

11 S4 

H26.5.26 3 成鳥 
不

明 
10:41 ～ 10:41

神社の西側低空を東へ羽ばたきな

がら飛翔する。すぐに樹林陰にな

り、神社南側で見失う。 

11 － 

H26.5.26 4 成鳥 雄 10:57 ～ 10:58

神社の南側から出現して、エサを

持ちながら南西に羽ばたき、飛翔

する。川下西の林内で見失う。 

11 S5 

H26.5.26 5 成鳥 雄 11:05 ～ 11:08

川下の西側斜面から東北東へ飛翔

して、県道の西にある鉄塔にパー

チした（11:05）。探餌をする。11:08

に東へ飛び立ち、川下の北側で尾

根陰で見失う。 

11 S5 

H26.5.26 6 成鳥 雄 11:12 ～ 11:12

神社の南側から出現し、餌の毛虫

をくわえて、川下の西斜面の谷へ

飛翔する。低空のため尾根陰で見

失う。 

11 S5 

H26.5.26 7 成鳥 雄 12:38 ～ 12:52

南（観察地点 2 方向）から直飛し

てくるのを確認。S2 南側の谷から

S2 上空を旋回後、ノスリがいる方

向に急降下し、モビングする。S2

北側尾根針葉樹に止まり、あたり

を見回す（12:41）。12:43 に飛び立

ち南へ向かう。S2 南側尾根の枯木

に止まり（12:43）、羽づくろいす

る。12:52 に南へ飛び立ち手前林で

見えなくなる。 

10 S2 

9-151



 

 
サシバ確認状況（H26.5.26）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.5.26 8 成鳥 雄 12:50 ～ 12:51

川下の南の谷上を西へ羽ばたきな

がら飛翔する。嘴にエサ（トカゲ）

をくわえ、川下の西斜面へ飛翔す

る。谷の中を飛翔中に低空のため

尾根陰で見失う。 

11 S5 

H26.5.26 9 成鳥 雄 13:01 ～ 13:10

神社の南西の電柱に止まってい

た。13:07 に飛び立ち、少し北西の

電柱に止まる。13:08 に電柱から急

降下してハンティングをする。そ

の後、電線に止まり、エサを食べ

る。少し食べた後、エサをくわえ、

S4 の南の林内に飛翔した（13:10）。 

11 S4 

H26.5.26 10 成鳥 雄 13:50 ～ 13:52

川下の西斜面のスギ樹上に止ま

り、探餌していた。その後、東の

林内へ降下して見失う。 
11 S5 

H26.5.26 11 若鳥 
不

明 
14:42 ～ 14:45

S7 北対面の尾根上の枯木にパーチ

する。14:45 に南へ向かい直飛す

る。古巣 S1 の尾根で隠れ、見えな

くなる。 

3 － 

H26.5.26 12 成鳥 雄 14:55 ～ 14:55

川下の北西の田んぼ上で羽ばたい

て旋回後、西へ飛翔して尾根上を

西へ越えて見えなくなる。 

11 S5 

H26.5.26 13 不明 
不

明 
14:58 ～ 14:58

塩田地区の北側からわずかに鳴き

声が聞こえる。 
3 － 
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凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.5.26）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.5.26）②

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H26.5.27）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.5.27 1 成鳥 
不

明 
9:08 ～ 9:10 

182m ピーク南の尾根上に東から現

れ、落葉広葉樹に止まる（9:08）。

姿は見えない。9:10 に飛び立ち、

滑空して南東へ向かう。 

12 － 

H26.5.27 2 成鳥 雄 9:21 ～ 9:22 

巣 S4 の営巣林林縁に、脚にヘビの

ようなものを持ってパーチする。

9:22 に飛び立ち、林内へ入り見え

なくなる。 

11 S4 

H26.5.27 3 成鳥 雄 9:21 ～ 10:21

S5 北西のアカマツ枯木にパーチし

ているのを発見。10:04 に飛び立

ち、北東側のアカマツにパーチす

る。10:21 に飛び立ち、南側の落葉

広葉樹にパーチする。この時、嘴

に毛虫のような物をくわえてい

た。10:23 に飛び立ち見失う。 

11 S5 

H26.5.27 4 成鳥 
不

明 
9:28 ～ 9:28 

S2 北側尾根上空に確認。S2 林内へ

入る。 
1 S2 

H26.5.27 5 成鳥 
不

明 
9:46 ～ 9:48 

168m ピークの谷入り口の電柱に南

東より飛来する。翼を広げる。東

側（田んぼ付近）に降下し見失う。 

3 － 

H26.5.27 6 成鳥 雄 9:58 ～ 9:59 

谷入り口北東より、No.5 同じ電柱

にパーチする。すぐ南東へ降下し

見失う。 

3 － 

H26.5.27 7 成鳥 雄 10:05 ～ 10:18

No.5 同じ電柱にパーチする。翼を

広げ、乾かしている様子。その間

下方や周辺を見回す。10:15 に数回

鳴く。10:18 飛び立ち、南東へ向か

い、手前の建物に遮られ見えなく

なる。 

3 － 

H26.5.27 8 成鳥 雄 10:21 ～ 10:22

止まる電柱の位置等を確認するた

め移動中、久那川沿いの民家に止

まる個体を発見。翼を広げている。 

3 － 
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サシバ確認状況（H26.5.27）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.5.27 9 成鳥 雄 11:09 ～ 11:15

観察地点 2 西側を南へ滑翔してい

るのを確認。観察地点 2 南西側谷

部で旋回後林内へ。すぐに出現し、

観察地点 2 尾根の針葉樹頂に止ま

る（11:13 北向き）。11:15 に北側

水田へ降下し、手前の林で見えな

くなる。 

1 S2 

H26.5.27 10 成鳥 雄 11:26 ～ 11:33

S2 と観察地点 2 の間の尾根上空で

旋回を確認。翼をたたんで北へ急

降下し、S2 南西側尾根の枯木に止

まる（11:27 北向き）。11:28 に北

へ飛び降下する。一度姿が見えな

くなる。11:29 に水田方向から S2

へ向かい林内へ。S2 付近林内より

出現し、S2 上空旋回後、枯木に止

まる（11:31 北向き）。11:33 に北

側へ降下し、見えなくなる。 

1 S2 

H26.5.27 11 成鳥 雄 11:29 ～ 11:30

トビをモビングしながら、久那川

左岸を北上する。168m ピーク南、

谷戸入口の正面付近で追うのをや

め、西へ直飛する。入口近くで急

降下し、林付近へ向かう。手前建

物等により見えなくなる。 

3 － 

H26.5.27 12 成鳥 雄 11:37 ～ 11:48

枯木に止まっているのを確認（北

向き）。羽づくろい後、11:41 に北

へ降下し、11:43 再び枯木へ。11:48

北側へ降下し見えなくなる。 

1 S2 

H26.5.27 13 成鳥 雄 12:04 ～ 12:06

168m ピーク南の谷戸入口の上空で

旋回する。その後、南西へ向かい、

1つ南の谷へ入り、見失う。 

3 － 

H26.5.27 14 不明 
不

明 
12:09 ～ 12:09

大平地区の南を西へ滑空するのを

確認する。建造物等に遮られ見え

なくなる。 

13 － 

H26.5.27 15 成鳥 雄 12:12 ～ 12:18

川下の西側対岸の斜面の上で旋回

後、斜面のスギ樹上に北向きでパ

ーチする。12:17 に北東へ滑翔した

後、向きを南西に変え、川下の西

対岸の林内へ降下して見失う。 

11 S5 
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サシバ確認状況（H26.5.27）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.5.27 16 成鳥 雄 12:13 ～ 12:13

S4 の南西側から鳴きながら出現

し、カラスに追われながら南西に

旋回移動後、観察地点 11 の西側の

林内に入り見失う。 

11 S5 

H26.5.27 17 成鳥 雄 12:21 ～ 12:23

観察地点11の西側から出現して北

へ旋回移動する。S4 の北尾根上を

北西に越えて見失う。 

11 S4 

H26.5.27 18 成鳥 雄 12:46 ～ 12:47

川下の西側で出現して旋回後、神

社の南側斜面へ飛翔中に尾根陰に

なり見失う。 

11 S5 

H26.5.27 19 成鳥 雄 13:09 ～ 13:11

神社の南の上空を南西に滑翔し

て、川下の西の上空で旋回上昇す

る。その後、神社の南へ降下しな

がら飛翔中に高度を下げたため、

尾根陰になり見失う。 

11 S5 

H26.5.27 20 若鳥 
不

明 
13:24 ～ 13:25

板山南側の174mピークの南西の斜

面上をゆっくり旋回飛翔した後、

南へ向かう。目前の尾根林に遮ら

れ、見えなくなる。 

7 － 

H26.5.27 21 成鳥 
不

明 
13:58 ～ 13:59

南平地区の尾根上空に確認。尾根

沿いに滑空して北へ向かう。 
12 － 

H26.5.27 22 成鳥 雄 14:07 ～ 14:07

S4 から出現して北へ飛翔後、S4 の

北側の尾根の上で旋回後、尾根を

北西に越えて見失う。 

11 S4 

H26.5.27 23 成鳥 雄 14:23 ～ 5 秒 

南平地区上を南南東へ滑空。高度

を下げていく。（水田付近に降りた

様子） 

7 － 

H26.5.27 24 成鳥 
不

明 
14:28 ～ 15 秒

南平地区の北を北西へ向かうのを

発見。旋回後、沢部で見えなくな

る。 

7 － 

H26.5.27 25 成鳥 雌 14:45 ～ 15:00

平成 25 年の古巣 S4 の北側のスギ

に、雌が抱卵または抱すい状態で

入っているのを確認（平成 26 年新

巣 S4）。その後、15:00 まで巣の中

に入っているのを確認した。 

11 S4 

H26.5.27 26 成鳥 雄 14:47 ～ 14:47

平成 26 年の新巣 S4 の北側から出

現して、南へ飛翔した後、すぐに

向きを変え、巣の北の谷へ飛翔す

る。尾根陰で見失う。 

11 S4 

 

9-157



 

 

N
2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3
１

８

７
６

５

４

３

２

★

▲

●

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
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凡　例

：成鳥（雄）
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：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.5.27）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.5.27）② 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.5.27）③ 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-160



 

サシバ確認状況（H26.6.4）① 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.6.4 1 成鳥 雄 9:10 ～ 9:12 

S5 の東側から出現して、東北東へ

羽ばたいて飛翔し、観察地点 11 の

南の電柱にパーチする（9:10）。

9:12 に飛び立ち、神社の南東林縁

の低空を北東へ飛翔中に尾根陰で

見えなくなる。 

11 S5 

H26.6.4 2 成鳥 雄 9:14 ～ 9:14 

川下北側の神社の南西上空から南

西に降下しながら飛翔する。S5 の

東の谷へ降下中に見失う（餌を持

って飛翔した可能性あり）。 

11 S5 

H26.6.4 3 成鳥 雄 9:15 ～ 9:17 

S5 の東側から出現して、東北東へ

飛翔し、観察地点 11 の南の電柱に

止まる（9:16）。その後、探餌する。

9:17 に神社の林内に入り、見失う。 

11 S5 

H26.6.4 4 成鳥 雄 9:23 ～ 9:23 
神社の上で旋回後、東北東へ移動

中に尾根陰で見えなくなる。 
11 S5 

H26.6.4 5 若鳥 
不

明 
9:40 ～ 9:40 

S4 巣内にいる雛を 1羽（全体白い）

確認。 
11 S4 

H26.6.4 6 成鳥 雄 9:42 ～ 9:46 

178m ピーク南西の道沿いの電柱に

パーチする。その後、民家近くの

林縁に降下する（ハンティングと

思われる）。一時見えなくなるが、

その後、南へ直飛する。300m 程先

の斜面林に入り見えなくなる（餌

の有無は確認できず）。 

3 － 

H26.6.4 7 成鳥 雄 9:57 ～ 9:59 

雄が巣に戻り、雛にエサを与える。

9:58 に No.8 雌が巣に戻ると No.7

雄は巣から飛び立ち、大畑の北へ

向かう。林に遮られ見失う。 

11 S4 

H26.6.4 8 成鳥 雌 9:58 ～ 9:59 
巣に戻った雌は、9:59 に飛び立ち、

林内へ入る。 
11 S4 

H26.6.4 9 成鳥 雌 9:59 ～ 10:01

S5 の東側から出現して、北東へ飛

翔後、神社の南南西の田んぼの土

手でカエルを捕まえる（9:59）。そ

の後、10:00 にカエルをくわえて、

S5 の谷へ向かう。 

11 S5 
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サシバ確認状況（H26.6.4）② 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.6.4 10 成鳥 雄 10:04 ～ 10:05

S2 南側尾根の枯木に、北から飛来

し止まる。すぐ南側へ飛び立ち降

下する。 

1 S2 

H26.6.4 11 成鳥 雄 10:10 ～ 10:17

S2 北側谷部上空に北から滑翔して

くるのを確認。S2 上空を通過し、

観察地点10上空辺りで旋回上昇す

る。羽ばたきを交え、旋回しなが

ら南西に移動後、西へ滑翔する。

観察地点 1北側を西へ向かう。 

1 S2 

H26.6.4 12 不明 不明 10:15 ～ 10:16

事業実施区域上空を深く羽ばたき

旋回しているのを確認。その後、

北西方向へ降下し、尾根に隠れ見

えなくなる。 

9 － 

H26.6.4 13 成鳥 雄 10:22 ～ 10:23
神社の南東上空で旋回後、神社の

南東林縁に降下する。 
11 S5 

H26.6.4 14 成鳥 雌 10:22 ～ 10:59

巣内にいる雌を発見。巣材（落葉

広葉樹の青葉、枝）を整えている

（10:30 まで）。その後、巣内で周

辺を見ていた。 

11 S4 

H26.6.4 15 不明 不明 10:26 ～ 10:27

板山地区の北上空を旋回しつつ南

へ向かう。その後、北北東へ滑空

する。翼をたたんで降下し、宮崎

地区の東付近へ降りていく。尾根

に遮られ見失う。 

7 S2 

H26.6.4 16 若鳥 不明 10:30 ～ 10:33

S5 の南東尾根上で旋回後、No.17

に追われ、S5 の北東林内へ 2 羽で

降下する（10:30）。10:32 に 2 羽で

林内から出現し、旋回を始める。

No.17 に攻撃された後、大畑へ飛翔

中に低空のため、樹林陰になり見

えなくなる。 

11 侵入
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サシバ確認状況（H26.6.4）③ 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.6.4 17 成鳥 雌 10:30 ～ 10:37

S5 から出現して、No.16 を追いな

がら S5 の北東林内へ 2羽で入り、

林内で鳴いていた（ 10:30 ～

10:32）。10:32 に 2 羽で林内から出

現して旋回後、No.16 へ攻撃した

後、大畑へ追い出した。その後、

観察地点11の西の尾根上のスギに

止まる（監視、探餌。10:33～

10:35）。10:35 に南東へ急降下して

電柱に止まる（10:35～10:37）。

10:37 に南へ飛び立ち、S5 の東北

林縁でエサを捕まえた後、S5 の谷

へ入り見えなくなる。 

11 S5 

H26.6.4 18 成鳥 雄 11:02 ～ 11:04

小口温泉上空で旋回しているのを

確認。羽ばたきを交え旋回後、南

南東へ降下気味に滑翔し、観察地

点 2 西尾根の南西斜面の針葉樹に

止まる（西向き 11:03）。その後、

南側へ飛び立ち、谷部へ入る。手

前の尾根に隠れ見えなくなる。 

1 S2 

H26.6.4 19 成鳥 雄 11:21 ～ 11:25

板山北を北へ直飛していくのを確

認。向きを西へ変え、小口温泉上

空付近で旋回上昇する。観察地点 1

上空で羽ばたきを交え旋回する。

その後、北西へ移動する。 

（観察地点 7へ続く） 

1 S2 

H26.6.4 20 成鳥 雄 11:25 ～ 11:29

（観察地点 1の続き） 

182m ピークの東付近の高空で羽ば

たきディスプレイを交えて旋回上

昇する。一度東へ戻ってから、再

び西へ向かい、182m ピーク付近の

高空を西南西へ向かう。目前の林

に遮られ、見えなくなる。 

7 S2 

H26.6.4 21 成鳥 雄 11:31 ～ 11:31

耕作地内の電柱にパーチしている

のを確認。その後、地面に降下し

見えなくなる（ハンティングと思

われる）。 

3 － 

H26.6.4 22 成鳥 雄 11:35 ～ 11:36

ノスリ(No.1)を確認中に上昇し、

追い始める。途中、突っかかるな

どをしながら、ノスリ(No.1)と共

に谷に入り、見失う。 

3 － 
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サシバ確認状況（H26.6.4）④ 

調査日 番号 齢 性別 観察時間 行動 
観察

地点

営巣

地点

H26.6.4 23 不明 不明 11:48 ～ 11:51

174m ピークの南西低空を西南西へ

羽ばたいて直飛しているのを発

見。旋回上昇した後、南南東へ向

かう。林に遮られ見失う。 

7 － 

H26.6.4 24 成鳥 雌 11:53 ～ 12:04
巣内で雛に給餌しているのを確

認。12:04 に雌が飛び立ち林内へ。 
11 S4 

H26.6.4 25 若鳥 不明 12:38 ～ 12:39

S5 の北東から出現して、南へ旋回

中に S5 から No.26 雌が出現して、

追い出しをされる。S5 の北東の谷

へ降下中に尾根陰で見えなくな

る。 

11 侵入

H26.6.4 26 成鳥 雌 12:38 ～ 12:39

S5 から鳴きながら出現して、S5 の

東側で No.25 侵入個体と旋回後、

北へ追い出す。その後、S5 に向き

を変え、飛翔中に尾根陰で見えな

くなる。 

11 S5 

H26.6.4 27 成鳥 雄 12:44 ～ 13:32

民家の電柱に止まっているのを確

認。12:46 に飛び立ち、水田内の電

柱に止まる（電柱に止まっている

間は下方を見ていた）。12:53 に林

縁へ入り、林床でハンティングを

するが失敗し、すぐにもとの電柱

に戻る。12:56 に南側の電柱に移動

する。12:59 に飛び立ち、和見上空

を旋回しながら、13:32 に西へ向か

い見失う。 

11 S5 

H26.6.4 28 若鳥 不明 12:57 ～ 12:57
観察地点 11 の西尾根の上で旋回

後、尾根を北西に越えて見失う。 
11 侵入

H26.6.4 29 若鳥 不明 13:04 ～ 13:10

S4 の南側で旋回後、南へ移動して

旋回する。その後、No.30、No.31

と S5 の東で旋回した。No.31 と中

津原へ飛翔して、中津原の北側林

内で見失う。 

11 侵入

H26.6.4 30 成鳥 雄 13:06 ～ 13:09

S4 と S5 の間から出現して、S5 の

東側で旋回する（鳴いていた）。そ

の後、S5 の北の谷へ降下中に見失

う。 

11 S5 
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サシバ確認状況（H26.6.4）⑤ 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.6.4 31 若鳥 
不

明 
13:06 ～ 13:15

S5 の東側で旋回後、No.29 と中津

原の北側へ飛翔する。その後、北

西に上昇しながら旋回移動後、S5

の北の谷へ急降下して見失う。 

11 侵入

H26.6.4 32 成鳥 
不

明 
13:24 ～ 13:36

観察地点 9 の東から西側へ直飛し

てくるのを確認。186m ピーク付近

で旋回上昇後、ゆっくり高度を上

げ、高空へ移動する。その後、北

へ移動した後、一時急降下して再

び旋回を始め、南へ移動する。そ

の後、降下し 186m ピーク西へ向か

い見失う。 

9 － 

H26.6.4 33 成鳥 雄 13:30 ～ 13:31

S4 の南の尾根を飛翔するのを発

見。その後、北西へ向かい飛翔す

る。 

11 S4 

H26.6.4 34 不明 
不

明 
13:35 ～ 13:35

林内から現れ、道路沿いの草地で

ハンティングをするが失敗し、電

線に止まる。その後、すぐに飛び

立ち南へ向かい見失う。 

11 － 

H26.6.4 35 成鳥 雄 13:40 ～ 13:52

S2 北西から S2 林内へ入るのを確

認。S2 の林内より出現し、S2 南尾

根の枯木に止まる（南西向き

13:41）。辺りを見回し、13:46 に南

へ飛び立つ。小口温泉上空付近で

トビとモビングし合い、旋回しな

がら西へ移動し、観察地点 1 で旋

回上昇する。その後、北西へ向か

う。 

1 S2 

H26.6.4 36 成鳥 雄 14:30 ～ 14:32

S5 の北東尾根の上から出現し、旋

回上昇する。上昇中に No.35 を確

認する。No.35 を追い出した後、神

社の上空を飛翔中に尾根陰で見え

なくなる。 

11 S5 

H26.6.4 37 若鳥 
不

明 
14:31 ～ 14:32

S4 と S5 の間の上空で出現し、北へ

飛翔する。S4 の北西側の尾根陰で

見えなくなる。 

11 侵入

H26.6.4 38 若鳥 
不

明 
14:36 ～ 14:36

北の低空を旋回しているのを確

認。高度を下げたため、手前竹林

で見えなくなる。 

9 － 
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サシバ確認状況（H26.6.4）⑥ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.6.4 39 成鳥 
不

明 
14:48 ～ 14:49

観察地点 2 と観察地点 4 の間を S2

に向かって直飛してくるのを確

認。翼をたたみ降下し、S2 尾根に

隠れ見えなくなる。 

1 S2 

H26.6.4 40 成鳥 雄 14:54 ～ 14:54

南西の水田上から翼をややたた

み、東方向へ滑翔する。林を越え

見えなくなる。 

9 － 
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　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.6.4）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.6.4）② 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.6.4）③ 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.6.4）④

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H26.6.5） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.6.5 1 成鳥 雄 9:10 ～ 9:14 

神社の東側の電柱に止まり、探餌

していた。9:12 に土手に急降下し

てハンティングをするが失敗し、

少し東の電柱に止まる。9:14 に南

西方向に飛び立つ。建物の陰にな

り見失う。 

11 S5 

H26.6.5 2 成鳥 雄 9:27 ～ 9:27 

S2 北側谷部に西から入っていくの

を確認。S2 方向へ向かう。手前尾

根に隠れ見えなくなる。 

1 S2 

H26.6.5 3 成鳥 雄 11:31 ～ 11:31

168m ピークの 2 つ南の谷付近から

東へ直飛するのを確認。嘴に細長

い物をくわえている。そのまま久

那川左岸の林に入り見えなくな

る。 

3 － 

H26.6.5 4 成鳥 雄 13:53 ～ 13:53

S2 の西側の田んぼの上を東へ飛翔

して、S2 の北西の谷を飛翔中に低

空のため、尾根陰で見えなくなる。 

10 S2 
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　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.6.5）

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H26.7.2）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.7.2 1 成鳥 雄 9:01 ～ 9:06 

S5 の東林縁から東へ飛翔して、神

社の南西の電線に止まる(9:01)。

9:02 に民家の屋根に止まり、9:06

に民家の東へ急降下して見えなく

なる。 

11 S5 

H26.7.2 2 成鳥 
不

明 
9:03 ～ 9:11 

塩田地区の西側で旋回上昇し、北

へ移動するのを確認。途中、羽ば

たきながら直飛し、中津原へ移動

後、再び旋回上昇し、しばらく旋

回を続けた後、尾根を北へ越えて

いく。 

3 － 

H26.7.2 3 成鳥 雄 9:14 ～ 9:20 

観察地点11の西側から西へ飛翔し

て、スギ樹上に止まる。すぐに飛

び立ち、No.4 と旋回を始める。2

羽で北へ上昇しながら旋回を続

け、高空まで上昇後、No.4 を追い

ながら東へ飛翔する。その後、神

社の北東上空で尾根陰になり、見

失う。 

11 S4 

H26.7.2 4 成鳥 
不

明 
9:14 ～ 9:20 

観察地点 11 の東側林縁で旋回後、

No.3 と北へ上昇しながら旋回を続

け、高空まで上昇後、No.3 に追わ

れ、東へ飛翔する。神社の北東上

空で尾根陰になり、見失う。 

11 侵入

H26.7.2 5 成鳥 
不

明 
9:18 ～ 9:18 

S2 北側谷部上空に確認。東から西

へ向かい林内に降下する。 
1 S2 

H26.7.2 6 成鳥 
不

明 
9:30 ～ 9:36 

観察地点 3 の南西方向で旋回上昇

するのを確認。北へゆっくり高空

を旋回移動後、東へ滑翔していく。 

3 － 

H26.7.2 7 成鳥 雄 9:31 ～ 9:37 

川下の北側から No.8 を追いなが

ら、西へ飛翔し、S5 周辺で追い出

した後、No.9 の侵入個体も出現し、

その個体の南側で旋回上昇する。

No.9 の侵入個体も追い出した後、

神社の上空を東へ飛翔中に見失

う。 

11 S5 

H26.7.2 8 成鳥 
不

明 
9:31 ～ 9:34 

川下の北から西へ飛翔してNo.7と

S5 周辺で旋回を続け、S5 上空から

南西方向に直飛し、見失う。 

11 侵入
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サシバ確認状況（H26.7.2）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.7.2 9 成鳥 
不

明 
9:34 ～ 9:36 

S4 の南西の谷の上で出現し、旋回

上昇後、S4 上空を北へ降下する。

飛翔中に尾根陰になり見失う。 

11 侵入

H26.7.2 10 成鳥 雌 9:35 ～ 9:48 

観察地点 2 の西側谷部のスギ樹頂

に南西向きで止まっているのを確

認。辺りを見回し、時々羽づくろ

いをする。9:45 に南へ飛び立ち、

南西へ移動する。旋回後、鳴きな

がら西へ、No.12 と共に旋回し、西

へ移動する。手前の林に隠れ、見

えなくなる。 

1 S2 

H26.7.2 11 成鳥 雌 9:37 ～ 9:37 

S5 の南側から鳴きながら出現した

後、S5 の南の谷へ降下する（No.8

侵入個体への追い出しと思われ

る）。 

11 S5 

H26.7.2 12 成鳥 
不

明 
9:48 ～ 9:49 

観察地点 1 南側の林越しに旋回を

確認。No.10 と共に西へ移動する。 
1 － 

H26.7.2 13 成鳥 雌 10:05 ～ 10:06

S5 の東の林縁上空で旋回後、東へ

飛翔する。川下の北東側で尾根陰

になり見失う。 

11 S5 

H26.7.2 14 成鳥 
不

明 
10:14 ～ 10:16

観察地点 2 上空付近に確認。北へ

滑翔し、S2 の南で数回、旋回した

後、S2 東側に翼をたたみ急降下す

る。 

1 S2 

H26.7.2 15 成鳥 雄 11:14 ～ 11:18

板山地区の西で旋回上昇するのを

発見。高空をゆっくり南東へ向か

う。林に遮られ見えなくなる。 

7 － 

H26.7.2 16 成鳥 雄 11:20 ～ 11:27

S5 の北東林縁の枯れ木に止まって

いるのを確認。11:25 に南へ飛び立

ち、旋回移動後、観察地点 9 の北

北西斜面へ移動中、尾根に遮られ

見失う。 

11 S5 

H26.7.2 17 成鳥 
不

明 
11:23 ～ 11:27

観察地点 3 の南方向で旋回上昇す

るのを確認。上昇中はディスプレ

イ（深く羽ばたく）を行う。旋回

上昇した後、一度北へ移動するが、

その後、南下し塩田地区の東で急

降下し、見失う。 

3 － 
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サシバ確認状況（H26.7.2）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.7.2 18 成鳥 雌 11:26 ～ 11:27

S5 の上から出現して南へ旋回移動

後、南の谷へ降下し、尾根陰にな

り見失う。 

11 S5 

H26.7.2 19 成鳥 
不

明 
11:28 ～ 11:34

185m ピーク西側の高空に確認。旋

回上昇後、南西へ滑空する。 
12 － 

H26.7.2 20 成鳥 雄 11:48 ～ 11:56

S4 の南西林縁に止まっているのを

確認。11:50 に飛び立ち、S4 の周

囲で No.21 と旋回を始める。No.22

が出現した後、その個体を追い出

す。その後、S4 の北側で見失う。 

11 S4 

H26.7.2 21 成鳥 雌 11:52 ～ 11:56

S4 の南側で出現して No.20 と羽ば

たいて旋回後、No.22 が出現し、そ

の個体を追い出しながら、S4 の北

側へ No.20 と降下中に見失う。 

11 S4 

H26.7.2 22 若鳥 
不

明 
11:55 ～ 11:56

S4 の北東側で旋回しているのを確

認。S4 つがいの 2 羽のサシバに追

い出され、S4 の北側の谷へ降下し、

見失う。 

11 侵入

H26.7.2 23 若鳥 
不

明 
13:19 ～ 13:20

大畑の南上空で出現して南へ滑翔

後、神社の南の上空で No.24 と旋

回する。その後、2羽で北東へ飛翔

中に尾根陰になり見失う。 

11 侵入

H26.7.2 24 成鳥 
不

明 
13:19 ～ 13:20

神社の南の上空でNo.23と旋回後、

北東へ飛翔した。その後、神社の

東側で尾根陰になり、見失う。 

11 侵入

H26.7.2 25 若鳥 
不

明 
13:22 ～ 13:25

S4 の南西尾根上で出現して北東へ

滑翔する。S4 の西側の尾根の上で

旋回を続けた後、S4 から西へ飛翔

中に尾根陰になり見失う。 

11 侵入

H26.7.2 26 成鳥 
不

明 
13:52 ～ 13:53

S2 南の尾根上に確認。南へ滑翔し、

尾根越しに見えなくなる。 
1 － 
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N
2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

５

８

７

６

１

４

３

２

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.7.2）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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N
2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

17

16

15

14

11

12

13

10

９

★

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.7.2）② 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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N
2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

26

25

23

24

22

21
20

19

18

★

▲

●

　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.7.2）③ 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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サシバ確認状況（H26.7.3）① 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.7.3 1 若鳥 
不

明 
9:17 ～ 9:20 

S4 の北西林内から幼鳥の鳴き声を

確認する。 
11 S4 

H26.7.3 2 若鳥 
不

明 
9:48 ～ 9:50 

S5 の営巣林から鳴きながら出現す

る（2 羽）。その後、少し東側の林

内に止まり鳴いていた。 

11 S5 

H26.7.3 3 成鳥 雄 10:27 ～ 10:31

観察地点 2 西側谷部のスギ樹頂に

西向きで止まっているのを確認。

10:31 に西側水田に降下し見えな

くなる。 

1 S2 

H26.7.3 4 成鳥 雌 10:30 ～ 10:34

S5 の上から出現して東へ直飛し

た。その後、羽ばたきながら旋回

を始め、北へ上昇しながら、旋回

移動中に No.5 も出現した。侵入個

体の周囲で羽ばたきながら旋回上

昇を続け、追い出した後、和見の

林内へ急降下して見失う。 

11 S5 

H26.7.3 5 成鳥 
不

明 
10:31 ～ 10:33

S5 の東側から出現して、北へ上昇

しながら、No.4 と旋回した後、南

西に直飛して、S5 の南の谷へ移動

中に尾根陰になり見失う。 

11 侵入

H26.7.3 6 成鳥 
不

明 
11:34 ～ 11:34

S2の南東側からS2林内へ入るのを

確認。 
1 S2 

H26.7.3 7 若鳥 
不

明 
11:57 ～ 11:59

S5 の北東林縁の赤松に 2 羽で止ま

るのを確認。11:59 に 2 羽で西側の

林内へ羽ばたきながら飛翔して見

失う。 

11 S5 

H26.7.3 8 成鳥 雌 12:45 ～ 12:48

川下の北東斜面の上から嘴にイモ

ムシと思われる餌をくわえ、西へ

降下しながら飛翔するのを確認す

る。S5 東の林縁の落葉広葉樹の中

枝に止まる(12:46)。12:48 に No.9

幼鳥 1 羽が隣に止まり、親鳥は餌

を与える。その後、北西に飛び立

ち見失う。 

11 S5 

H26.7.3 9 若鳥 
不

明 
12:48 ～ 12:48

S5の東林縁のNo.8親鳥の止まって

いる落葉広葉樹の中枝に止まる。

餌を親鳥からもらった後、林内へ

入り見失う。 

11 S5 
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サシバ確認状況（H26.7.3）② 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.7.3 10 成鳥 雄 12:54 ～ 12:55

S4 と S5 の間で出現し、No.11 及び

No.12 の侵入個体と共に旋回する。

その後、No.11 を追いながら、西へ

飛翔中に尾根陰になり見失う。 

11 S5 

H26.7.3 11 若鳥 
不

明 
12:54 ～ 12:55

S4 と S5 の間で旋回後、No.10 に追

われ、西へ飛翔する。その後、尾

根陰になり見失う。 

11 侵入

H26.7.3 12 成鳥 
不

明 
12:54 ～ 12:56

S5 の北東側で出現し、東へ上昇し

ながら旋回後、東へ飛翔する。和

見の林内へ入り見失う。 

11 侵入

H26.7.3 13 成鳥 雄 13:23 ～ 13:34

北から直飛してくるのを発見。小

倉の南で北方向に旋回移動し、旋

回上昇する。そのまま北へ旋回移

動後、再び旋回上昇する。その後、

急降下し尾根付近で見失う。 

3 － 

H26.7.3 14 不明 
不

明 
13:25 ～ 13:27

No.13 観察中、やや下で旋回するの

を確認。No.13 と時々並行飛翔す

る。その後、No.13 と離れ、東へ移

動する。 

3 － 

H26.7.3 15 成鳥 雄 13:47 ～ 13:48

174m ピーク南の林直上で旋回後、

北へ滑空し、降下していく。手前

の林に遮られ、見えなくなる。 

7 － 

H26.7.3 16 成鳥 雄 13:53 ～ 14:09

観察地点 2 西側谷部のスギ樹頂に

北向きで止っているのを確認す

る。14:03 に西側水田に降下する

が、再びスギ樹頂に止まる。14:09

に南西側水田に降下後、見失う。 

1 S2 

H26.7.3 17 不明 
不

明 
14:00 ～ 5 秒 

174m ピーク南の林上を南東へ向か

う。林に遮られ、見えなくなる。 
7 － 

H26.7.3 18 成鳥 
不

明 
14:28 ～ 14:39

186m ピーク付近でトビを追いなが

ら旋回しているのを確認。やや上

昇し、トビと離れた後、南西方向

へ降下し、尾根上のモミ樹頂に南

向きで止まる。すぐに西向きにな

り、羽づくろいをする。その後、

周囲を見たり、下方を注視したり

する。14:39 に南西方向へ降下し見

失う。 

3 － 

 

9-180



 

サシバ確認状況（H26.7.3）③ 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察

地点

営巣

地点

H26.7.3 19 成鳥 雄 14:28 ～ 14:31

観察地点 2 の東側から出現し、上

空旋回中のトビにモビングしなが

ら S2 北西まで追跡した後、観察地

点 2東側へ滑翔して戻る。 

1 S2 
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N
2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

９
８

７

６

５
４

３

２

１

★

▲

●

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.7.3）① 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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N
2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

19
18

17

16

15

14
13

12

11
10

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

 

サシバ飛翔図（H26.7.3）②

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(エ)  ミサゴ 

    

   ミサゴ確認状況（H26.4.26） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.4.26 1 不明 
不

明 
14:42 ～ 14:45

那珂川の上空に確認する。ホバリン

グしながら徐々に南へ移動する。 12 
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2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

★

★

St.12

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

１

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ミサゴ飛翔図（H26.4.26） 

    

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-185



 

 

   ミサゴ確認状況（H26.7.2） 

調査日 
番

号 
齢 

性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.7.2 1 成鳥 
不

明 
13:41 ～ 13:50

那珂川上空に確認。脚に魚を持ちな

がら旋回、滑空して、下流方向へ飛

び去る。 
12 

 

9-186



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

★

★

St.12

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

１

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ミサゴ飛翔図（H26.7.2） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-187



 

(オ)  ノスリ 

 

   ノスリ確認状況（H26.4.26） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.4.26 1 不明 
不
明 

9:17 ～ 9:19 

S2 の北側の尾根上空あたりで旋回

しているのを確認する。その後、北

東へ滑翔する。 

10 

H26.4.26 2 不明 
不
明 

9:50 ～ 9:52 

観察地点 5の東の尾根上、樹木に北

向きで止まっているのを確認。北へ

飛び立ち、林に遮られ見えなくな

る。 

5 

H26.4.26 3 若鳥 
不
明 

11:55 ～ 11:57

観察地点 10 北側の水田上に西から

出現する。カラスにモビングされ、

北東へ向かう。 

10 

H26.4.26 4 不明 
不
明 

12:05 ～ 12:06

板山地区の南、174m ピークの北上

空を南南東へ滑空し、斜面のモミ上

段の枝に止まるように見えなくな

る。 

5 

H26.4.26 5 不明 
不
明 

12:05 ～ 12:06

板山地区の南、174m ピークの林冠

上、No.4 より下を南南東へ滑空す

る。No.4 と同じ斜面のモミ、上段

の枝付近に止まるように見えなく

なる（姿は見えない）。 

5 

H26.4.26 6 不明 
不
明 

12:08 ～ 10 秒 

観察地点 5 の南、No.4、No.5 が止

まったモミから飛び立ち、直飛して

いく。その後、林に遮られ見えなく

なる。 

5 

H26.4.26 7 不明 
不
明 

13:05 ～ 13:10

観察地点 5 より南側から北へ羽ば

たいて直飛する。174m ピークの西

の上空で波状ディスプレイを 4 回

以上行ったのち、No.8 に続いて南

南東へ滑空していく。林に遮られ、

見失う。 

5 

H26.4.26 8 不明 
不
明 

13:08 ～ 13:10

174mピーク付近の上空でNo.7を観

察中、この北東側で旋回するのを発

見する。南南東へ直飛、滑空してい

く。林に遮られ、見失う。 

5 

 

9-188



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

８

７

６
５
４

３

２

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ノスリ飛翔図（H26.4.26） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-189



 

 

   ノスリ確認状況（H26.4.27） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.4.27 1 不明 
不
明 

13:19 ～ 13:22

板山地区の北東で旋回上昇した後、

南向きでホバリングをする。その

後、降下、ホバリングと続けた後、

南東へ滑空降下し、手前林に遮られ

見失う。 

7 

H26.4.27 2 不明 
不

明 
14:48 ～ 14:49

板山北東尾根付近を旋回後、南方向

へ飛翔する。174m ピーク東側で見

失う。 

1 

 

9-190



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3
１

２

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ノスリ飛翔図（H26.4.27）

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-191



 

 

   ノスリ確認状況（H26.5.26） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.5.26 1 成鳥 
不

明 
12:36 ～ 12:40

北から滑翔してくるのを確認。水田

上空を旋回し、S2 北側尾根上の針

葉樹に止まる（12:37 南東向き）。

10 

H26.5.26 2 成鳥 
不

明 
13:48 ～ 14:00

S2 北側尾根の北側ピーク南斜面の

針葉樹に止まっているのを確認（北

西向き）。羽づくろいしながら周辺

を見回す。14:00 に林内へ降下し見

えなくなる。 

10 

 

9-192



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１ ２

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ノスリ飛翔図（H26.5.26） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-193



 

 

   ノスリ確認状況（H26.5.27） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.5.27 1 不明 
不

明 
12:48 ～ 12:55

174m ピーク南東に 2 羽確認。ゆっ

くり旋回上昇しながら徐々に南西

へ移動。もう 1羽(No.2)とは途中で

はなれ西へ向かう。 

12 

H26.5.27 2 不明 
不

明 
12:48 ～ 13:04

174m ピーク南東に 2 羽確認。ゆっ

くり旋回上昇しながら南西へ移動。

途中でもう 1羽(No.1)と離れた後、

滑空して、北北東へ向かう。 

12 

H26.5.27 3 成鳥 
不

明 
13:09 ～ 13:12

観察地点 2 上空付近で旋回してい

るのを確認。旋回しながら北へ移動

後、南東へ滑翔する。 

1 

H26.5.27 4 不明 
不

明 
13:30 ～ 13:34

174m ピーク南に確認。ハンギング

（探索）を交えながら旋回し、徐々

に南へ移動した後、工業団地南へ降

下する。 

12 

 

9-194



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

３

４

２

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ノスリ飛翔図（H26.5.27） 
 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-195



 

    

ノスリ確認状況（H26.6.4） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.6.4 1 成鳥 
不

明 
11:35 ～ 11:36

久那川右岸上空を旋回上昇するの

を確認。脚にネズミ類のようなもの

を持っている。その後、東へ向かう

途中、サシバ(No.22)に追われなが

ら、178m ピーク南の谷に入り、見

えなくなる。 

3 

 

9-196



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ノスリ飛翔図（H26.6.4） 
 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-197



 

    

ノスリ確認状況（H26.6.5） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.6.5 1 不明 
不

明 
11:26 ～ 10 秒

板山地区 174m ピーク南の谷津田末

流の低空を西南西へ滑空する。林な

どに遮られ見えなくなる。 

7 

 

9-198



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ノスリ飛翔図（H26.6.5） 
 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 
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(カ)  ハヤブサ 

 

   ハヤブサ確認状況（H26.4.27） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.4.27 1 不明 
不
明 

9:48 ～ 10:01

174m ピーク東の高空に確認する。

脚にエサ（ヒヨドリ大）を持ちなが

ら旋回上昇し、徐々に西北西に移動

する。旋回中、エサの羽をむしって

いた。上昇後、滑空を始め、エサを

持ったまま南東へ飛び去る。 

12 

 

9-200



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.8

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

ハヤブサ飛翔図（H26.4.27） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-201



 

(キ)  チョウゲンボウ 

 

   チョウゲンボウ確認状況（H26.5.27） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.5.27 1 不明 
不
明 

10:22 ～ 10:24

大平地区上を北東へ直飛し、麦畑上

でホバリングする。その後、南南東

へ向かい、目前の林に遮られ見えな

くなる。 

13 

H26.5.27 2 不明 
不
明 

11:58 ～ 15 秒
工業団地南に確認。オオタカ(No.3)

を攻撃しながら直飛、旋回する。 
12 

 

9-202



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

２

１

★

▲

●

凡　例

：事業実施区域 ：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

チョウゲンボウ飛翔図（H26.5.27） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-203



 

    

チョウゲンボウ確認状況（H26.6.5） 

調査日 番号 齢 
性

別 
観察時間 行動 

観察 

地点 

H26.6.5 1 不明 
不
明 

12:46 ～ 12:47

那珂川右岸を旋回しているのを確

認。その後、急降下してカラスを追

う。右岸側の林越しに見え隠れしな

がら、その後、見失う。 

12 

 

9-204



 

 

2000 800(m)400

S2

Ｄ

S5

S4

★

★

★

★

St.12

St.11

St.13

St.1

St.7

St.10

St.6

St.4

St.2

St.7

St.5

St.9

St.3

１

★

▲

●

：営巣木【Ｄ:オオタカ　Ｓ:サシバ】　　　：飛翔
　　　：急降下
　　　：止まり
　　　：旋回上昇
　　　：旋回
　　　：地上
　　　：鳴き声

凡　例

：事業実施区域

：成鳥（雄）
：成鳥（雌）
：雌雄不明成鳥
：若鳥
：成若不明・雌雄不明

N

 

チョウゲンボウ飛翔図（H26.6.5） 

 

 

 

 

 

 

貴重種保全のため、確認位置は非表示とする。 

9-205



科名 秋 春 夏
イシガメ クサガメ Chinemys reevesii ○

イシガメ科の一種 Geoemydidae sp. ○
トカゲ ニホントカゲ Plestiodon japonicus ○
カナヘビ ニホンカナヘビ Takydromus tachydromoides ○ ○ ○
ナミヘビ シマヘビ Elaphe quadrivirgata ○ ○

アオダイショウ Elaphe climacophora ○ ○ ○
ジムグリ Euprepiophis conspicillatus ○
ヒバカリ Amphiesma vibakari vibakari ○
ヤマカガシ Rhabdophis tigrinus tigrinus ○ ○

クサリヘビ ニホンマムシ Gloydius blomhoffii ○ ○
5科 4種 7種 6種

注) 種名と分類は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト［平成24年度版］」に準拠した。

科名 秋 春 夏
イモリ アカハライモリ Cynops pyrrhogaster ○ ○
アマガエル ニホンアマガエル Hyla japonica ○ ○ ○
ヒキガエル アズマヒキガエル Bufo japonicus formosus ○ ○
アカガエル ニホンアカガエル Rana japonica ○ ○ ○

ヤマアカガエル Rana ornativentris ○ ○
トウキョウダルマガエル Rana porosa porosa ○ ○ ○
ウシガエル Rana catesbeiana ○ ○
ツチガエル Rana rugosa ○ ○ ○

アオガエル シュレーゲルアオガエル Rhacophorus schlegelii ○ ○
カジカガエル Buergeria buergeri ○

5科 6種 10種 7種
注) 種名と分類は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト［平成24年度版］」に準拠した。

10種

両生類生息確認種一覧
種名（和名、学名）

9種

爬虫類生息確認種一覧
種名（和名、学名）

9-206



昆虫類生息確認種（1）

目名 科名 秋季 春季 夏季
ﾄﾝﾎﾞ ｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ ﾎｿﾐｵﾂﾈﾝﾄﾝﾎﾞ Indolestes peregrinus ○

ｵｵｱｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Lestes temporalis ○ ○
ｲﾄﾄﾝﾎﾞ ｷｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ceriagrion melanurum ○

ｵｾﾞｲﾄﾄﾝﾎﾞ Coenagrion terue ○ ○
ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ Ischnura asiatica ○
ｸﾛｲﾄﾄﾝﾎﾞ Paracercion calamorum ○
ｵｵｲﾄﾄﾝﾎﾞ Paracercion sieboldii ○

ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ ﾓﾉｻｼﾄﾝﾎﾞ Copera annulata ○ ○
ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Calopteryx atrata ○

ﾐﾔﾏｶﾜﾄﾝﾎﾞ Calopteryx cornelia ○
ﾆﾎﾝｶﾜﾄﾝﾎﾞ Mnais costalis ○

ﾔﾝﾏ ｸﾛｽｼﾞｷﾞﾝﾔﾝﾏ Anax nigrofasciatus nigrofasciatus ○
ｻﾗｻﾔﾝﾏ Oligoaeschna pryeri ○

ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ﾔﾏｻﾅｴ Asiagomphus melaenops ○
ｺｻﾅｴ Trigomphus melampus ○

ﾑｶｼﾔﾝﾏ ﾑｶｼﾔﾝﾏ Tanypteryx pryeri ○
ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sieboldii ○
ｴｿﾞﾄﾝﾎﾞ ﾄﾗﾌﾄﾝﾎﾞ Epitheca marginata ○
ﾄﾝﾎﾞ ｼｮｳｼﾞｮｳﾄﾝﾎﾞ Crocothemis servilia mariannae ○

ﾖﾂﾎﾞｼﾄﾝﾎﾞ Libellula quadrimaculata asahinai ○
ﾊﾗﾋﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Lyriothemis pachygastra ○ ○
ｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum albistylum speciosum ○
ｼｵﾔﾄﾝﾎﾞ Orthetrum japonicum japonicum ○
ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum triangulare melania ○
ｺｼｱｷﾄﾝﾎﾞ Pseudothemis zonata ○
ﾁｮｳﾄﾝﾎﾞ Rhyothemis fuliginosa ○
ﾅﾂｱｶﾈ Sympetrum darwinianum ○ ○
ﾏﾕﾀﾃｱｶﾈ Sympetrum eroticum eroticum ○ ○
ｱｷｱｶﾈ Sympetrum frequens ○ ○
ﾉｼﾒﾄﾝﾎﾞ Sympetrum infuscatum ○ ○
ﾐﾔﾏｱｶﾈ Sympetrum pedemontanum elatum ○

ｺﾞｷﾌﾞﾘ ｵｵｺﾞｷﾌﾞﾘ ｵｵｺﾞｷﾌﾞﾘ Panesthia angustipennis spadica ○
ﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ ﾓﾘﾁｬﾊﾞﾈｺﾞｷﾌﾞﾘ Blattella nipponica ○ ○

ｶﾏｷﾘ ｶﾏｷﾘ ｺｶﾏｷﾘ Statilia maculata ○
ｶﾏｷﾘ科の一種 Mantidae sp. ○

ｼﾛｱﾘ ﾐｿﾞｶﾞｼﾗｼﾛｱﾘ ﾔﾏﾄｼﾛｱﾘ Reticulitermes speratus ○ ○ ○
ｶﾜｹﾞﾗ - ｶﾜｹﾞﾗ目の一種 PLECOPTERA sp. ○
ﾊﾞｯﾀ ｺﾛｷﾞｽ ｺﾛｷﾞｽ Prosopogryllacris japonica ○

ｶﾏﾄﾞｳﾏ ｶﾏﾄﾞｳﾏ Atachycines apicalis apicalis ○
Diestrammena属の一種 Diestrammena  sp. ○ ○
ｶﾏﾄﾞｳﾏ科の一種 Rhaphidophoridae sp. ○

ﾂﾕﾑｼ ﾂﾕﾑｼ Phaneroptera falcata ○ ○
ｷﾘｷﾞﾘｽ ｻｻｷﾘ Conocephalus melaenus ○
ｺｵﾛｷﾞ ﾂﾂﾞﾚｻｾｺｵﾛｷﾞ Velarifictorus mikado ○

ｺｵﾛｷﾞ科の一種 Gryllidae sp. ○
ﾋﾊﾞﾘﾓﾄﾞｷ ｸｻﾋﾊﾞﾘ Svistella bifasciata ○
ﾊﾞｯﾀ ﾂﾏｸﾞﾛﾊﾞｯﾀ Stethophyma magister ○
ｲﾅｺﾞ ｺﾊﾞﾈｲﾅｺﾞ Oxya yezoensis ○

ﾂﾁｲﾅｺﾞ Patanga japonica ○ ○
ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ ｵﾝﾌﾞﾊﾞｯﾀ Atractomorpha lata ○
ﾋｼﾊﾞｯﾀ ﾊﾈﾅｶﾞﾋｼﾊﾞｯﾀ Euparatettix insularis ○

ﾊﾗﾋｼﾊﾞｯﾀ Tetrix japonica ○ ○ ○
ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ ﾅﾅﾌｼ Baculum irregulariterdentatum ○

ﾅﾅﾌｼ科の一種 Phasmatidae sp. ○
ｶﾒﾑｼ ﾋｼｳﾝｶ ﾔﾅｷﾞｶﾜｳﾝｶ Andes marmoratus ○

ｲﾎﾞﾀﾋｼｳﾝｶ Kuvera ligustri ○
ﾏﾙｳﾝｶ ﾏﾙｳﾝｶ Gergithus variabilis ○ ○
ﾊｺﾞﾛﾓ ﾍﾞｯｺｳﾊｺﾞﾛﾓ Orosanga japonicus ○
ｾﾐ ｱﾌﾞﾗｾﾞﾐ Graptopsaltria nigrofuscata ○

ﾐﾝﾐﾝｾﾞﾐ Oncotympana maculaticollis ○
ﾆｲﾆｲｾﾞﾐ Platypleura kaempferi ○
ﾋｸﾞﾗｼ Tanna japonensis japonensis ○

ﾂﾉｾﾞﾐ ﾄﾋﾞｲﾛﾂﾉｾﾞﾐ Machaerotypus sibiricus ○ ○
ｱﾜﾌｷﾑｼ ｼﾛｵﾋﾞｱﾜﾌｷ Aphrophora intermedia ○

ﾓﾝｷｱﾜﾌｷ Aphrophora major ○
ﾎｼｱﾜﾌｷ Aphrophora stictica ○
ﾏﾀﾞﾗｱﾜﾌｷ Awafukia nawae ○

ｺｶﾞｼﾗｱﾜﾌｷﾑｼ ｺｶﾞｼﾗｱﾜﾌｷ Eoscarta assimilis ○
ﾖｺﾊﾞｲ ﾂﾏｸﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ Bothrogonia ferruginea ○ ○ ○

ｵｵﾖｺﾊﾞｲ Cicadella viridis ○
ｼﾀﾞﾖｺﾊﾞｲ Japanagallia pteridis ○
ﾏｴｼﾞﾛｵｵﾖｺﾊﾞｲ Kolla atramentaria ○
ｸﾜｷﾖｺﾊﾞｲ Pagaronia guttigera ○

ｷｼﾞﾗﾐ ｷｼﾞﾗﾐ科の一種 Psyllidae sp. ○
ｱﾌﾞﾗﾑｼ ｱﾌﾞﾗﾑｼ科の一種 Aphididae sp. ○
ｻｼｶﾞﾒ ｱｶｻｼｶﾞﾒ Cydnocoris russatus ○ ○

ﾔﾆｻｼｶﾞﾒ Velinus nodipes ○

種名（和名、学名）
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目名 科名 秋季 春季 夏季種名（和名、学名）
ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ ｸﾞﾝﾊﾞｲﾑｼ科の一種 Tingidae sp. ○
ﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ ｸﾛﾋﾗﾀｶﾒﾑｼ Brachyrhynchus taiwanicus ○
ｶｽﾐｶﾒﾑｼ ｳｽﾓﾝｶｽﾐｶﾒ Adelphocoris demissus ○

ﾋﾒｾﾀﾞｶｶｽﾐｶﾒ Charagochilus angusticollis ○
ﾏﾀﾞﾗｶｽﾐｶﾒ Cyphodemidea saundersi ○ ○
ｱｶｱｼｶｽﾐｶﾒ Onomaus lautus ○

ｵｵﾎｼｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾎｼｶﾒﾑｼ Physopelta cincticollis ○
ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ Leptocorisa chinensis ○

ﾎｿﾍﾘｶﾒﾑｼ Riptortus clavatus ○
ﾍﾘｶﾒﾑｼ ｵｵｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ Anacanthocoris striicornis ○

ﾎｿﾊﾘｶﾒﾑｼ Cletus punctiger ○ ○
ﾊﾘｶﾒﾑｼ Cletus schmidti ○
ﾎｼﾊﾗﾋﾞﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ Homoeocerus unipunctatus ○
ｵｵﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ Hygia lativentris ○
ﾂﾏｷﾍﾘｶﾒﾑｼ Hygia opaca ○
ｵｵﾍﾘｶﾒﾑｼ Molipteryx fuliginosa ○

ﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ ｱｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Rhopalus maculatus ○ ○
ｹﾌﾞｶﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Rhopalus sapporensis ○ ○
ｺﾌﾞﾁﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Stictopleurus minutus ○
ﾌﾞﾁﾋﾒﾍﾘｶﾒﾑｼ Stictopleurus punctatonervosus ○

ﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Caridops albomarginatus ○ ○
ﾋﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Nysius plebeius ○
Nysius属の一種 Nysius  sp. ○
ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Pachygrontha antennata ○ ○
ｸﾛｽｼﾞﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Pachygrontha similis ○ ○
ﾁｬﾓﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Paradieuches dissimilis ○
ｵｵﾒﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Piocoris varius ○ ○ ○
ｺｶﾞｼﾗｺﾊﾞﾈﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Pirkimerus japonicus ○
ﾑﾗｻｷﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Pylorgus colon ○
ｺﾊﾞﾈﾋｮｳﾀﾝﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Togo hemipterus ○ ○

ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ ﾒﾀﾞｶﾅｶﾞｶﾒﾑｼ Chauliops fallax ○
ﾂﾉｶﾒﾑｼ ｾｱｶﾂﾉｶﾒﾑｼ Acanthosoma denticaudum ○

ﾋﾒﾂﾉｶﾒﾑｼ Elasmucha putoni ○ ○
ﾓﾝｷﾂﾉｶﾒﾑｼ Sastragala scutellata ○

ﾉｺｷﾞﾘｶﾒﾑｼ ﾉｺｷﾞﾘｶﾒﾑｼ Megymenum gracilicorne ○
ｶﾒﾑｼ ｳｽﾞﾗｶﾒﾑｼ Aelia fieberi ○

ｼﾛﾍﾘｶﾒﾑｼ Aenaria lewisi ○
ﾄｹﾞｶﾒﾑｼ Carbula humerigera ○
ﾅｶﾞﾒ Eurydema rugosum ○ ○
ﾄｹﾞｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris aeneus ○ ○
ﾑﾗｻｷｼﾗﾎｼｶﾒﾑｼ Eysarcoris annamita ○
ｸｻｷﾞｶﾒﾑｼ Halyomorpha halys ○
ﾖﾂﾎﾞｼｶﾒﾑｼ Homalogonia obtusa ○
ﾂﾏｼﾞﾛｶﾒﾑｼ Menida violacea ○ ○ ○
ﾁｬﾊﾞﾈｱｵｶﾒﾑｼ Plautia crossota stali ○ ○ ○

ﾏﾙｶﾒﾑｼ ﾋﾒﾏﾙｶﾒﾑｼ Coptosoma biguttulum ○
ﾀﾃﾞﾏﾙｶﾒﾑｼ Coptosoma parvipictum ○
ﾏﾙｶﾒﾑｼ Megacopta punctatissima ○ ○ ○

ｱﾒﾝﾎﾞ ｵｵｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius elongatus ○ ○
ﾋﾒｱﾒﾝﾎﾞ Gerris latiabdominis ○ ○
ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Metrocoris histrio ○

ﾒﾐｽﾞﾑｼ ﾒﾐｽﾞﾑｼ Ochterus marginatus ○
ｺｵｲﾑｼ ｵｵｺｵｲﾑｼ Appasus major ○

ﾀｶﾞﾒ Lethocerus deyrolli ○
ﾀｲｺｳﾁ ﾐｽﾞｶﾏｷﾘ Ranatra chinensis ○ ○

ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ ｷﾏﾀﾞﾗﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ Spilosmylus flavicornis ○
ﾋﾛﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科の一種 Osmylidae sp. ○

ｸｻｶｹﾞﾛｳ ｸｻｶｹﾞﾛｳ科の一種 Chrysopidae sp. ○
ﾂﾉﾄﾝﾎﾞ ｷﾊﾞﾈﾂﾉﾄﾝﾎﾞ Ascalaphus ramburi ○
ｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ ｳｽﾊﾞｶｹﾞﾛｳ科の一種 Myrmeleontidae sp. ○
- ｱﾐﾒｶｹﾞﾛｳ目の一種 NEUROPTERA sp. ○

ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ｼﾘｱｹﾞﾑｼ ﾔﾏﾄｼﾘｱｹﾞ Panorpa japonica ○
ﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ○

ｴｸﾞﾘﾄﾋﾞｹﾗ Nothopsyche属の一種 Nothopsyche sp. ○
ﾄﾋﾞｹﾗ ﾑﾗｻｷﾄﾋﾞｹﾗ Eubasilissa regina ○
- ﾄﾋﾞｹﾗ目の一種 Trichoptera ○ ○

ﾁｮｳ ｽｶﾞ Yponomeuta属の一種 Yponomeuta  sp. ○
ﾊﾏｷｶﾞ ﾄﾋﾞﾊﾏｷ Pandemis heparana ○
ｲﾗｶﾞ ｱｵｲﾗｶﾞ Parasa consocia ○
ﾏﾀﾞﾗｶﾞ ｷｽｼﾞﾎｿﾏﾀﾞﾗ Artona gracilis ○
ｾｾﾘﾁｮｳ ｱｵﾊﾞｾｾﾘ本土亜種 Choaspes benjaminii japonica ○

ﾀﾞｲﾐｮｳｾｾﾘ Daimio tethys ○
ﾐﾔﾏｾｾﾘ Erynnis montanus ○
ﾎｿﾊﾞｾｾﾘ Isoteinon lamprospilus lamprospilus ○
ﾋﾒｷﾏﾀﾞﾗｾｾﾘ Ochlodes ochraceus ○
ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ Parnara guttata guttata ○
ｵｵﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Polytremis pellucida pellucida ○
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目名 科名 秋季 春季 夏季種名（和名、学名）
ｺﾁｬﾊﾞﾈｾｾﾘ Thoressa varia ○ ○

ｼｼﾞﾐﾁｮｳ ﾙﾘｼｼﾞﾐ Celastrina argiolus ladonides ○ ○
ｳﾗｷﾞﾝｼｼﾞﾐ Curetis acuta paracuta ○ ○
ﾂﾊﾞﾒｼｼﾞﾐ Everes argiades hellotia ○
ｵｵﾐﾄﾞﾘｼｼﾞﾐ Favonius orientalis ○ ○
ｳﾗﾅﾐｼｼﾞﾐ Lampides boeticus ○
ﾍﾞﾆｼｼﾞﾐ Lycaena phlaeas daimio ○ ○
ﾑﾗｻｷｼｼﾞﾐ Narathura japonica ○
ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ本土亜種 Pseudozizeeria maha argia ○ ○ ○
ﾄﾗﾌｼｼﾞﾐ Rapala arata ○ ○
ｺﾞｲｼｼｼﾞﾐ Taraka hamada hamada ○

ﾀﾃﾊﾁｮｳ ｻｶﾊﾁﾁｮｳ Araschnia burejana strigosa ○
ﾋﾒｱｶﾀﾃﾊ Cynthia cardui ○
ｽﾐﾅｶﾞｼ本土亜種 Dichorragia nesimachus nesiotes ○
ﾙﾘﾀﾃﾊ本土亜種 Kaniska canace nojaponicum ○
ｲﾁﾓﾝｼﾞﾁｮｳ Ladoga camilla japonica ○ ○
ｸﾓｶﾞﾀﾋｮｳﾓﾝ Nephargynnis anadyomene midas ○
ｺﾐｽｼﾞ Neptis sappho intermedia ○ ○
ｷﾀﾃﾊ Polygonia c-aureum c-aureum ○ ○
ｵｵﾑﾗｻｷ Sasakia charonda charonda ○
ｱｶﾀﾃﾊ Vanessa indica ○

ｱｹﾞﾊﾁｮｳ ｶﾗｽｱｹﾞﾊ本土亜種 Papilio dehaanii dehaanii ○ ○
ﾓﾝｷｱｹﾞﾊ Papilio helenus nicconicolens ○
ｵﾅｶﾞｱｹﾞﾊ Papilio macilentus ○ ○
ﾅｶﾞｻｷｱｹﾞﾊ Papilio memnon thunbergii ○
ｸﾛｱｹﾞﾊ本土亜種 Papilio protenor demetrius ○ ○

ｼﾛﾁｮｳ ﾓﾝｷﾁｮｳ Colias erate poliographus ○ ○
ｷﾁｮｳ Eurema hecabe ○ ○ ○
ﾂﾏｸﾞﾛｷﾁｮｳ Eurema laeta betheseba ○
ｽｼﾞｸﾞﾛｼﾛﾁｮｳ Pieris melete melete ○ ○
ﾓﾝｼﾛﾁｮｳ Pieris rapae crucivora ○ ○ ○

ｼﾞｬﾉﾒﾁｮｳ ｸﾛﾋｶｹﾞ本土亜種 Lethe diana diana ○ ○
ﾋｶｹﾞﾁｮｳ Lethe sicelis ○
ｸﾛｺﾉﾏﾁｮｳ Melanitis phedima oitensis ○
ｺｼﾞｬﾉﾒ Mycalesis francisca perdiccas ○ ○
ﾋﾒｼﾞｬﾉﾒ Mycalesis gotama fulginia ○
ｻﾄｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ Neope goschkevitschii ○ ○
ﾔﾏｷﾏﾀﾞﾗﾋｶｹﾞ本土亜種 Neope niphonica niphonica ○
ｵｵﾋｶｹﾞ Ninguta schrenckii ○
ﾋﾒｳﾗﾅﾐｼﾞｬﾉﾒ Ypthima argus ○ ○

ﾂﾄｶﾞ ｼﾛﾋﾄﾓﾝﾉﾒｲｶﾞ Analthes semitritalis ○
ｱｶｳｽｸﾞﾛﾉﾒｲｶﾞ Bradina angustalis pryeri ○
ﾓﾓﾉｺﾞﾏﾀﾞﾗﾉﾒｲｶﾞ Conogethes punctiferalis ○
ｽｶｼﾉﾒｲｶﾞ Glyphodes pryeri ○ ○
ｸﾛﾍﾘｷﾉﾒｲｶﾞ Goniorhynchus butyrosa ○
ﾓﾝｷｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma luctuosalis zelleri ○
ﾏｴｷﾉﾒｲｶﾞ Herpetogramma rudis ○
ｸﾛﾐｽｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Omiodes similis ○
ｼﾛｱｼｸﾛﾉﾒｲｶﾞ Omiodes tristrialis ○
ﾋﾒｼﾛﾉﾒｲｶﾞ Palpita inusitata ○
ﾖﾂﾒﾉﾒｲｶﾞ Pleuroptya quadrimaculalis ○
ｷﾑｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Prodasycnemis inornata ○
ｾｽｼﾞﾉﾒｲｶﾞ Sinibotys evenoralis ○ ○
ﾖﾂﾎﾞｼﾉﾒｲｶﾞ Talanga quadrimaculalis ○
ｵｵﾓﾝｼﾛﾙﾘﾉﾒｲｶﾞ Uresiphita dissipatalis ○
ﾓﾝｼﾛﾙﾘﾉﾒｲｶﾞ Uresiphita tricolor ○
ﾂﾄｶﾞ科の一種 Crambidae sp. ○

ﾒｲｶﾞ ｳｽｱｶﾑﾗｻｷﾏﾀﾞﾗﾒｲｶﾞ Calguia defigualis ○
ﾒｲｶﾞ科の一種 Pyralidae sp. ○

ｶｷﾞﾊﾞｶﾞ ﾏｴｷｶｷﾞﾊﾞ Agnidra scabiosa scabiosa ○
ﾑﾗｻｷﾄｶﾞﾘﾊﾞ Epipsestis ornata ○
ﾔﾏﾄｶｷﾞﾊﾞ Nordstromia japonica ○
ｱｼﾍﾞﾆｶｷﾞﾊﾞ Oreta pulchripes ○
ﾓﾝﾄｶﾞﾘﾊﾞ Thyatira batis japonica ○
ｶｷﾞﾊﾞｶﾞ科の一種 Drepanidae sp. ○

ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷｶﾞ ｱｹﾞﾊﾓﾄﾞｷ Epicopeia hainesii hainesii ○
ｼｬｸｶﾞ ﾁｽﾞﾓﾝｱｵｼｬｸ Agathia carissima carissima ○ ○

ｱｼﾌﾞﾄﾁｽﾞﾓﾝｱｵｼｬｸ Agathia visenda curvifiniens ○
ｳｽｲﾛｵｵｴﾀﾞｼｬｸ Amraica superans superans ○
ｳｽｱｵｼｬｸ Dindica virescens ○
ｾｷﾅﾐｼｬｸ Ecliptopera capitata mariesii ○
ｵｵﾊｶﾞﾀﾅﾐｼｬｸ Ecliptopera umbrosaria umbrosaria ○
ｳｽｼﾞﾛｴﾀﾞｼｬｸ Ectropis obliqua ○
ﾂﾏｷﾘｴﾀﾞｼｬｸ Endropiodes abjecta abjecta ○ ○
ﾍﾘｽｼﾞﾅﾐｼｬｸ Eschatarchia lineata lineata ○
ﾊｺﾍﾞﾅﾐｼｬｸ Euphyia cineraria ○
ｷｱﾐﾒﾅﾐｼｬｸ Eustroma japonica ○
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ｷﾏﾀﾞﾗｵｵﾅﾐｼｬｸ Gandaritis fixseni ○
ｶｷﾞｼﾛｽｼﾞｱｵｼｬｸ Geometra dieckmanni ○
ｷﾊﾞﾗﾋﾒｱｵｼｬｸ Hemithea aestivaria ○
ﾅﾐｶﾞﾀｴﾀﾞｼｬｸ Heterarmia charon charon ○
ﾏﾙﾓﾝﾋﾒｱｵｼｬｸ Jodis praerupta ○
ﾌﾀﾎｼｼﾛｴﾀﾞｼｬｸ Lomographa bimaculata subnotata ○
ｳｽｷﾂﾊﾞﾒｴﾀﾞｼｬｸ Ourapteryx nivea ○
ｵｵｱﾔｼｬｸ Pachista superans ○
ｳﾗﾓﾝｱｶｴﾀﾞｼｬｸ Parepione grata ○
ﾅｶｷｴﾀﾞｼｬｸ Plagodis dolabraria ○ ○
ﾌﾄﾍﾞﾆｽｼﾞﾋﾒｼｬｸ Timandra apicirosea ○
ｼﾛｵﾋﾞｸﾛﾅﾐｼｬｸ Trichobaptria exsecuta ○
ﾎｿﾊﾞﾅﾐｼｬｸ Tyloptera bella bella ○
ﾂﾏｸﾞﾛﾅﾐｼｬｸ Xanthorhoe muscicapata ○
ﾐｽｼﾞﾂﾏｷﾘｴﾀﾞｼｬｸ Xerodes rufescentaria ○
ｼｬｸｶﾞ科の一種 Geometridae sp. ○ ○

ｲｶﾘﾓﾝｶﾞ ｲｶﾘﾓﾝｶﾞ Pterodecta felderi ○ ○
ｶﾚﾊｶﾞ ｶﾚﾊｶﾞ科の一種 Lasiocampidae sp. ○
ﾔﾏﾏﾕｶﾞ ﾋﾒﾔﾏﾏﾕ Saturnia jonasii ○
ｽｽﾞﾒｶﾞ ｸﾙﾏｽｽﾞﾒ Ampelophaga rubiginosa rubiginosa ○

ﾓﾓｽｽﾞﾒ Marumba gaschkewitschii echephron ○
ｼｬﾁﾎｺｶﾞ ｳｽｷｼｬﾁﾎｺ Mimopydna pallida ○

ｵｵﾄﾋﾞﾓﾝｼｬﾁﾎｺ Phalerodonta manleyi manleyi ○
ｵｵｴｸﾞﾘｼｬﾁﾎｺ Pterostoma gigantinum ○ ○
ｱｵｼｬﾁﾎｺ Syntypistis japonica ○
ｷｼｬﾁﾎｺ Torigea straminea ○
ｼｬﾁﾎｺｶﾞ科の一種 Notodontidae sp. ○

ﾋﾄﾘｶﾞ ｽｼﾞﾍﾞﾆｺｹｶﾞ Barsine striata striata ○
ﾑｼﾞﾎｿﾊﾞ Eilema deplana pavescens ○
ｸﾛﾌｼﾛﾋﾄﾘ Eospilarctia lewisii ○
ﾍﾞﾆﾍﾘｺｹｶﾞ Miltochrista miniata rosaria ○
ｽｼﾞﾓﾝﾋﾄﾘ Spilarctia seriatopunctata seriatopunctata ○
ｶﾉｺｶﾞ Amata fortunei fortunei ○

ﾄﾞｸｶﾞ ﾌﾞﾄﾞｳﾄﾞｸｶﾞ Ilema eurydice ○
ｳﾁｼﾞﾛﾏｲﾏｲ Parocneria furva ○

ﾔｶﾞ ｵｵｳｽﾂﾞﾏｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra erebina ○
ｶﾗｽﾖﾄｳ Amphipyra livida corvina ○
ｼﾛﾓﾝｵﾋﾞﾖﾄｳ Athetis lineosa ○
ﾓｸﾒﾖﾄｳ Axylia putris ○
ﾌﾀｽｼﾞｱﾂﾊﾞ Bertula bistrigata ○
ﾏﾀﾞﾗﾂﾏｷﾘﾖﾄｳ Callopistria repleta ○
ｷｼﾀﾊﾞ Catocala patala ○
ｹﾝﾓﾝﾐﾄﾞﾘｷﾘｶﾞ Daseochaeta viridis ○
ｺｸﾛﾓｸﾒﾖﾄｳ Dipterygina japonica ○
ｵｵｼﾗﾎｼｱﾂﾊﾞ Edessena hamada ○
ﾀｲﾜﾝｷｼﾀｱﾂﾊﾞ Hypena trigonalis ○
ﾈｼﾞﾛｺﾔｶﾞ Maliattha chalcogramma ○
ｳﾝﾓﾝｸﾁﾊﾞ Mocis annetta ○
ｸﾛｼﾀｷﾖﾄｳ Mythimna placida ○
ﾏｴﾓﾝｺﾔｶﾞ Neustrotia japonica ○
ｱﾄｷｽｼﾞｸﾙﾏｺﾔｶﾞ Oruza mira ○
ｳﾝﾓﾝﾂﾏｷﾘｱﾂﾊﾞ Pangrapta perturbans ○ ○
ｶﾊﾞｽｼﾞﾔｶﾞ Sineugraphe exusta ○
ﾊｸﾞﾙﾏﾄﾓｴ Spirama helicina ○
ｸﾛｼﾗﾌｸﾁﾊﾞ Sypnoides fumosus ○
ﾁｮｳｾﾝﾂﾏｷﾘｱﾂﾊﾞ Tamba corealis ○
ﾉｺﾒﾄｶﾞﾘｷﾘｶﾞ Telorta divergens ○
ﾋﾒｺﾌﾞﾋｹﾞｱﾂﾊﾞ Zanclognatha tarsipennalis ○
ﾔｶﾞ科の一種 Noctuidae sp. ○ ○

ｺﾌﾞｶﾞ ﾍﾞﾆﾓﾝｱｵﾘﾝｶﾞ Earias roseifera ○
ﾊｴ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｷｲﾛﾎｿｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Nephrotoma virgata ○ ○

ﾏﾀﾞﾗｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ Tipula coquilleti ○
ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ科の一種 Tipulidae sp. ○ ○ ○

ﾕｽﾘｶ ﾕｽﾘｶ科の一種 Chironomidae sp. ○
ｶ ｶ科の一種 Culicidae sp. ○ ○
ｷﾉｺﾊﾞｴ ｷﾉｺﾊﾞｴ科の一種 Mycetophilidae sp. ○
ｸｻｱﾌﾞ ﾈｸﾞﾛｸｻｱﾌﾞ Coenomyia basalis ○
ﾐｽﾞｱﾌﾞ ﾐｽﾞｱﾌﾞ Stratiomys japonica ○
ｱﾌﾞ ｲﾖｼﾛｵﾋﾞｱﾌﾞ Hirosia iyoensis ○

ｱｶｳｼｱﾌﾞ Tabanus chrysurus ○
ｷﾞｼﾛｱﾌﾞ Tabanus takasagoensis ○

ﾑｼﾋｷｱﾌﾞ ｲｯｼｷｲｼｱﾌﾞ Choerades isshikii ○
ｸﾛｽｼﾞｲｼｱﾌﾞ Choerades nigrovittata ○
ｱｵﾒｱﾌﾞ Cophinopoda chinensis ○
ｵｵｲｼｱﾌﾞ Laphria mitsukurii ○
ﾅﾐﾏｶﾞﾘｹﾑｼﾋｷ Neoitamus angusticornis ○ ○
ｼｵﾔｱﾌﾞ Promachus yesonicus ○
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ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ ｱｼﾅｶﾞﾊﾞｴ科の一種 Dolichopodidae sp. ○
ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ ｵﾄﾞﾘﾊﾞｴ科の一種 Empididae sp. ○ ○
ﾊﾅｱﾌﾞ ﾅｶﾞﾋﾗﾀｱﾌﾞ Asarkina porcina ○

ﾏﾀﾞﾗｺｼﾎﾞｿﾊﾅｱﾌﾞ Baccha maculata ○
ﾎｿﾋﾗﾀｱﾌﾞ Episyrphus balteatus ○
ｼﾏﾊﾅｱﾌﾞ Eristalis cerealis ○
ﾅﾐﾊﾅｱﾌﾞ Eristalis tenax ○ ○ ○
ﾅﾐﾎｼﾋﾗﾀｱﾌﾞ Eupeodes bucculatus ○
ｱｼﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ Helophilus virgatus ○
ﾆｾｸﾛｵﾋﾞﾊﾗﾌﾞﾄﾊﾅｱﾌﾞ Mallota yakushimana ○
ﾎｼﾂﾔﾋﾗﾀｱﾌﾞ Melanostoma scalare ○
ｱﾘﾉｽｱﾌﾞ Microdon japonicus ○
Paragus属の一種 Paragus  sp. ○ ○
ｵｵﾊﾅｱﾌﾞ Phytomia zonata ○ ○
Sphaerophoria属の一種 Sphaerophoria  sp. ○ ○ ○
ｺｼﾎﾞｿﾋﾗﾀﾁﾋﾞﾊﾅｱﾌﾞ Sphegina clunipes ○
ﾆﾄﾍﾞﾍﾞｯｺｳﾊﾅｱﾌﾞ Volucella linearis ○
Xylota属の一種 Xylota  sp. ○
ﾊﾅｱﾌﾞ科の一種 Syrphidae sp. ○

ﾒﾊﾞｴ ﾒﾊﾞｴ科の一種 Conopidae sp. ○
ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ ｼｮｳｼﾞｮｳﾊﾞｴ科の一種 Drosophilidae sp. ○ ○
ﾍﾞｯｺｳﾊﾞｴ ﾍﾞｯｺｳﾊﾞｴ Dryomyza formosa ○
ﾏﾙｽﾞﾔｾﾊﾞｴ ﾏｴｼﾞﾛｱｼﾅｶﾞﾔｾﾊﾞｴ Rainieria latifrons ○
ﾂﾔﾎｿﾊﾞｴ ﾋﾄﾃﾝﾂﾔﾎｿﾊﾞｴ Sepsis monostigma ○ ○
ﾐﾊﾞｴ ﾁｬｲﾛﾊｽｽｼﾞﾊﾏﾀﾞﾗﾐﾊﾞｴ Anomoia vulgaris ○

ﾐﾊﾞｴ科の一種 Tephritidae sp. ○
ｸﾛﾊﾞｴ ﾐﾄﾞﾘｷﾝﾊﾞｴ Lucilia illustris ○

ﾂﾏｸﾞﾛｷﾝﾊﾞｴ Stomorhina obsoleta ○
ｸﾛﾊﾞｴ科の一種 Calliphoridae sp. ○

ｲｴﾊﾞｴ ｲｴﾊﾞｴ科の一種 Muscidae sp. ○ ○
- ﾊｴ目の一種 DIPTERA sp. ○ ○

ｺｳﾁｭｳ ｵｻﾑｼ Amara属の一種 Amara  sp. ○
ﾍﾞｰﾂﾋﾒｺﾞﾓｸﾑｼ Bradycellus anchomenoides ○
ｱｵｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Calleida onoha ○
ｱﾄﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius naeviger ○ ○
ｸﾛﾋｹﾞｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius ocreatus ○
ｷﾎﾞｼｱｵｺﾞﾐﾑｼ Chlaenius posticalis ○
ﾆｾｵｵｱｵﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Colpodes amoenulus ○
ｸﾛﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Colpodes atricomes ○
ﾔｾﾓﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Colpodes elainus elainus ○
Colpodes属の一種 Colpodes  sp. ○
ﾙﾘﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Dicranoncus femoralis ○
ｲｸﾋﾞﾎｿｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Dromius quadraticollis ○
ｹｺﾞﾓｸﾑｼ Harpalus vicarius ○
ﾄｯｸﾘｺﾞﾐﾑｼ Lachnocrepis prolixa ○
ﾌﾀﾎｼｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Lebia bifenestrata ○ ○
ﾎｼﾊﾈﾋﾞﾛｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Lebia calycophora ○
ｸﾛﾅｶﾞｵｻﾑｼ Leptocarabus procerulus procerulus ○ ○ ○
ｷﾉｺｺﾞﾐﾑｼ Lioptera erotyloides ○
Nebria属の一種 Nebria  sp. ○
ｴｻｷｵｻﾑｼ Ohomopterus albrechti esakianus ○ ○
ｷｲﾛｱﾄｷﾘｺﾞﾐﾑｼ Philorhizus optimus ○
ﾄｯｸﾘﾅｶﾞｺﾞﾐﾑｼ Pterostichus haptoderoides japanensis ○
ﾏﾙｶﾞﾀﾂﾔﾋﾗﾀｺﾞﾐﾑｼ Synuchus arcuaticollis ○

ﾊﾝﾐｮｳ ﾊﾝﾐｮｳ Cicindela japonica ○ ○
ｹﾞﾝｺﾞﾛｳ ｺｼﾏｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Hydaticus grammicus ○

ﾋﾒｹﾞﾝｺﾞﾛｳ Rhantus suturalis ○
ｴﾝﾏﾑｼ ﾂﾔﾏﾙｴﾝﾏﾑｼ Atholus pirithous ○

ｵｵﾏﾙﾏﾒｴﾝﾏﾑｼ Gnathoncus nannetensis ○
ｵｵﾋﾗﾀｴﾝﾏﾑｼ Hololepta amurensis ○
ﾋﾗﾀｴﾝﾏﾑｼ Hololepta depressa ○
ｺｴﾝﾏﾑｼ Margarinotus niponicus ○

ｼﾃﾞﾑｼ ｸﾛｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus concolor ○ ○
ﾖﾂﾎﾞｼﾓﾝｼﾃﾞﾑｼ Nicrophorus quadripunctatus ○ ○ ○

ﾊﾈｶｸｼ Dianous属の一種 Dianous  sp. ○
ﾈｱｶﾖﾂﾒﾊﾈｶｸｼ Lesteva plagiata ○
ｻﾋﾞﾊﾈｶｸｼ Ontholestes gracilis ○ ○
ﾔﾏﾄﾃﾞｵｷﾉｺﾑｼ Scaphidium japonum ○
Sepedophilus属の一種 Sepedophilus  sp. ○
ｱｼﾏﾀﾞﾗﾒﾀﾞｶﾊﾈｶｸｼ Stenus cicideloides ○
Stenus属の一種 Stenus sp. ○
ﾊﾈｶｸｼ科の一種 Staphylinidae sp. ○

ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ ｵｵｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Phelotrupes auratus auratus ○
ｾﾝﾁｺｶﾞﾈ Phelotrupes laevistriatus ○

ｸﾜｶﾞﾀﾑｼ ｽｼﾞｸﾜｶﾞﾀ Dorcus binervis binervis ○
ｺｸﾜｶﾞﾀ Dorcus rectus rectus ○
ﾐﾔﾏｸﾜｶﾞﾀ Lucanus maculifemoratus maculifemoratus ○
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ﾉｺｷﾞﾘｸﾜｶﾞﾀ Prosopocoilus inclinatus inclinatus ○

ｺｶﾞﾈﾑｼ ﾄﾞｳｶﾞﾈﾌﾞｲﾌﾞｲ Anomala cuprea ○
ｻｸﾗｺｶﾞﾈ Anomala daimiana ○
ｽｼﾞｺｶﾞﾈ Anomala testaceipes ○
ｱｶﾏﾀﾞﾗﾊﾅﾑｸﾞﾘ Anthracophora rusticola ○
ｾﾏﾀﾞﾗｺｶﾞﾈ Blitopertha orientalis ○
ﾋﾒｱｼﾅｶﾞｺｶﾞﾈ Ectinohoplia obducta ○
ｶﾊﾞｲﾛｱｼﾅｶﾞｺｶﾞﾈ Ectinohoplia rufipes ○
ｺｶﾌﾞﾄﾑｼ Eophileurus chinensis chinensis ○
ｺｱｵﾊﾅﾑｸﾞﾘ Gametis jucunda ○
ｸﾛﾊﾅﾑｸﾞﾘ Glycyphana fulvistemma ○ ○
ﾅｶﾞﾁｬｺｶﾞﾈ Heptophylla picea ○
ﾋﾒﾄﾗﾊﾅﾑｸﾞﾘ Lasiotrichius succinctus ○ ○
ﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera japonica japonica ○
ﾋﾒﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Maladera orientalis ○ ○
ｺｶﾞﾈﾑｼ Mimela splendens ○
ﾋﾗﾀﾊﾅﾑｸﾞﾘ Nipponovalgus angusticollis angusticollis ○
ｺﾌﾞﾏﾙｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus atripennis ○
ﾂﾔｴﾝﾏｺｶﾞﾈ Onthophagus nitidus ○
ﾊｲｲﾛﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Paraserica gricea ○
ﾏﾒｺｶﾞﾈ Popillia japonica ○
ｶﾅﾌﾞﾝ Pseudotorynorrhina japonica ○
ﾋｹﾞﾅｶﾞﾋﾞﾛｳﾄﾞｺｶﾞﾈ Serica boops ○
ｶﾌﾞﾄﾑｼ Trypoxylus dichotomus septentrionalis ○

ﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Paralichas pectinatus ○
ｸﾘｲﾛﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Pseudoepilichas niponicus ○

ﾀﾏﾑｼ ｸﾛﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ Agrilus cyaneoniger cyaneoniger ○ ○
ﾐﾄﾞﾘﾂﾔﾅｶﾞﾀﾏﾑｼ Agrilus sibiricus fukushimensis ○
Agrilus属の一種 Agrilus  sp. ○
ﾌﾁﾄﾘﾋﾒﾋﾗﾀﾀﾏﾑｼ Anthaxia primorjensis ○
ﾀﾏﾑｼ Chrysochroa fulgidissima fulgidissima ○
ｱｵﾏﾀﾞﾗﾀﾏﾑｼ Nipponobuprestis amabilis ○
ｱｶｶﾞﾈﾁﾋﾞﾀﾏﾑｼ Trachys tsushimae ○
Trachys属の一種 Trachys  sp. ○

ｺﾒﾂｷﾑｼ ｼﾓﾌﾘｺﾒﾂｷ Actenicerus pruinosus ○
ｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus binodulus binodulus ○
ﾎｿｻﾋﾞｷｺﾘ Agrypnus fuliginosus ○
ﾄﾞｳｶﾞﾈﾋﾗﾀｺﾒﾂｷ Corymbitodes gratus ○
ﾅｶﾞﾅｶｸﾞﾛﾋﾒｺﾒﾂｷ Dalopius exilis ○
ﾍﾞﾆｺﾒﾂｷ Denticollis nipponensis nipponensis ○
ｷﾊﾞﾈﾎｿｺﾒﾂｷ Dolerosomus gracilis ○
ｸﾛﾂﾔｸｼｺﾒﾂｷ Melanotus annosus ○
ﾋｹﾞﾅｶﾞｺﾒﾂｷ Mulsanteus junior junior ○
ｵｵﾅｶﾞｺﾒﾂｷ Nipponoelater sieboldi sieboldi ○
Parallelostethus属の一種 Parallelostethus sp. ○
ｱｶｱｼｵｵｸｼｺﾒﾂｷ Spheniscosomus cete cete ○
ｺﾒﾂｷﾑｼ科の一種 Elateridae sp. ○

ｺﾒﾂｷﾀﾞﾏｼ ｱｲﾇｺﾒﾂｷﾀﾞﾏｼ Farsus ainu ○
ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ ｳｽｲﾛｸﾋﾞﾎﾞｿｼﾞｮｳｶｲ Asiopodabrus temporalis ○

ｼﾞｮｳｶｲﾎﾞﾝ Lycocerus suturellus suturellus ○
ﾎﾀﾙ ｵﾊﾞﾎﾞﾀﾙ Lucidina biplagiata ○ ○

ｹﾞﾝｼﾞﾎﾞﾀﾙ Luciola cruciata ○
ﾍｲｹﾎﾞﾀﾙ Luciola lateralis ○

ﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ ｸｼﾋｹﾞﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ Macrolycus flabellatus ○
ﾍﾞﾆﾎﾞﾀﾙ科の一種 Lycidae sp. ○

ﾅｶﾞｼﾝｸｲﾑｼ ﾁﾋﾞﾀｹﾅｶﾞｼﾝｸｲ Dinoderus minutus ○
ｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ ﾂﾏｷｱｵｼﾞｮｳｶｲﾓﾄﾞｷ Malachius prolongatus ○
ﾃﾝﾄｳﾑｼ ｼﾛｼﾞｭｳｼﾎｼﾃﾝﾄｳ Calvia quatuordecimguttata ○

ﾋﾒｱｶﾎｼﾃﾝﾄｳ Chilocorus kuwanae ○ ○
ﾅﾅﾎｼﾃﾝﾄｳ Coccinella septempunctata ○ ○ ○
ﾅﾐﾃﾝﾄｳ Harmonia axyridis ○ ○ ○
ﾔﾏﾄｱｻﾞﾐﾃﾝﾄｳ Henosepilachna niponica ○
ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ Henosepilachna vigintioctomaculata ○
ﾋﾒｶﾒﾉｺﾃﾝﾄｳ Propylea japonica ○
ｼﾛﾎｼﾃﾝﾄｳ Vibidia duodecimguttata ○

ｵｵｷﾉｺﾑｼ ﾋﾒｵﾋﾞｵｵｷﾉｺﾑｼ Episcapha fortunei ○
ｵｵｷｽｲﾑｼ ﾖﾂﾎﾞｼｵｵｷｽｲ Helota gemmata ○
ｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ ﾙｲｽｺﾒﾂｷﾓﾄﾞｷ Languriomorpha lewisi ○

Languriomorpha属の一種 Languriomorpha sp. ○
ｹｼｷｽｲ ﾖﾂﾎﾞｼｹｼｷｽｲ Librodor japonicus ○ ○
ﾎｿﾋﾗﾀﾑｼ ｸﾛｵﾋﾞｾﾏﾙﾋﾗﾀﾑｼ Psammoecus fasciatus ○

ﾐﾂﾓﾝｾﾏﾙﾋﾗﾀﾑｼ Psammoecus triguttatus ○
ﾊﾅﾉﾐ ｸﾛﾋﾒﾊﾅﾉﾐ Mordellistena comes ○ ○
ｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ ｷｲﾛｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ Nacerdes hilleri hilleri ○

ﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ Oedemera lucidicollis lucidicollis ○ ○
ｷｱｼｶﾐｷﾘﾓﾄﾞｷ Oedemera manicata ○

ｱｶﾊﾈﾑｼ ﾋﾒｱｶﾊﾈﾑｼ Pseudopyrochroa rufula ○
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ｱｶﾊﾈﾑｼ Pseudopyrochroa vestiflua ○

ｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ ｵｵｸﾁｷﾑｼ Allecula fuliginosa ○
ｳｽｲﾛｸﾁｷﾑｼ Allecula simiola ○
ｱｵﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ Arthromacra decora ○
ｸﾘｲﾛｸﾁｷﾑｼ Borboresthes acicularis ○
ﾅｶﾞﾆｼﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Ceropria induta ○
ﾎｿｽﾅｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Gonocephalum sexuale ○ ○
ｽｼﾞｺｶﾞｼﾗｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Heterotarsus carinula ○
ﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ Lagria rufipennis ○
ｸﾛﾃﾝﾄｳｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Leiochrodes convexus ○
ﾌｼﾞﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ Macrolagria fujisana ○
ﾅｶﾞﾊﾑｼﾀﾞﾏｼ Macrolagria rufobrunnea ○ ○
ﾋｺﾞｷﾉｺｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Platydema higonium ○
ｷﾏﾜﾘ Plesiophthalmus nigrocyaneus nigrocyaneus ○
ﾓﾄﾖﾂｺﾌﾞｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Uloma bonzica ○
ｵｵｴｸﾞﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Uloma lewisi ○
ｴｸﾞﾘｺﾞﾐﾑｼﾀﾞﾏｼ Uloma marseuli marseuli ○

ｶﾐｷﾘﾑｼ ﾋﾞﾛｳﾄﾞｶﾐｷﾘ Acalolepta fraudatrix fraudatrix ○
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｶﾐｷﾘ Anoplophora malasiaca ○
ｱｶﾊﾅｶﾐｷﾘ Aredolpona succedanea ○
ｷｽｼﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ Cyrtoclytus caproides caproides ○
ﾄｹﾞﾋｹﾞﾄﾗｶﾐｷﾘ Demonax transilis ○
ﾖﾂｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Epiglenea comes comes ○
ﾔﾂﾒｶﾐｷﾘ Eutetrapha ocelota ○
ｸﾓｶﾞﾀｹｼｶﾐｷﾘ Exocentrus fasciolatus ○
ｼﾗﾎｼｶﾐｷﾘ Glenea relicta relicta ○
ｺﾞﾏﾀﾞﾗﾓﾓﾌﾞﾄｶﾐｷﾘ Leiopus stillatus ○
ﾖﾂｽｼﾞﾊﾅｶﾐｷﾘ Leptura ochraceofasciata ochraceofasciata ○
ｶﾀｼﾛｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa hirsuta hirsuta ○
ｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa japonica ○ ○
ﾅｶﾞｺﾞﾏﾌｶﾐｷﾘ Mesosa longipennis ○
ﾍﾘｸﾞﾛﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ Nupserha marginella ○
ﾘﾝｺﾞｶﾐｷﾘ Oberea japonica ○
ﾉｺｷﾞﾘｶﾐｷﾘ Prionus insularis insularis ○
ｷﾎﾞｼｶﾐｷﾘ Psacothea hilaris hilaris ○
ﾄｶﾞﾘｼﾛｵﾋﾞｻﾋﾞｶﾐｷﾘ Pterolophia caudata caudata ○
ﾍﾞﾆｶﾐｷﾘ Purpuricenus temminckii ○ ○
ﾎｿﾄﾗｶﾐｷﾘ Rhaphuma xenisca ○
ﾓﾓｸﾞﾛﾊﾅｶﾐｷﾘ Toxotinus reinii ○
ｳｽｲﾛﾄﾗｶﾐｷﾘ Xylotrechus cuneipennis ○

ﾊﾑｼ ｶﾐﾅﾘﾊﾑｼ Altica cyanea ○
Altica属の一種 Altica  sp. ○
ｵｵｱｶﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Argopus clypeatus ○
ﾑﾅｸﾞﾛﾂﾔﾊﾑｼ Arthrotus niger ○ ○
ｼﾞﾝｶﾞｻﾊﾑｼ Aspidomorpha indica ○
ｳﾘﾊﾑｼﾓﾄﾞｷ Atrachya menetriesi ○
ｳﾘﾊﾑｼ Aulacophora indica ○
ﾑﾈｱｶｻﾙﾊﾑｼ Basilepta ruficollis ○
ｾﾓﾝｼﾞﾝｶﾞｻﾊﾑｼ Cassida versicolor ○
ﾖﾓｷﾞﾊﾑｼ Chrysolina aurichalcea ○
ﾊｯｶﾊﾑｼ Chrysolina exanthematica laevipunctata ○
ﾊﾞﾗﾙﾘﾂﾂﾊﾑｼ Cryptocephalus approximatus ○
ｶｼﾜﾂﾂﾊﾑｼ Cryptocephalus scitulus ○
ｸﾜﾊﾑｼ Fleutiauxia armata ○
ｼﾞｭﾝｻｲﾊﾑｼ Galerucella nipponensis ○
ｲﾀﾄﾞﾘﾊﾑｼ Gallerucida bifasciata ○ ○
ｽﾞｸﾞﾛｱｶﾊﾑｼ Gallerucida flavipennis ○
ﾌｼﾞﾊﾑｼ Gonioctena rubripennis ○
ｷﾊﾞﾈﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Hemipyxis flavipennis ○
ｷﾍﾞﾘｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ Lema adamsii ○
ﾙﾘｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ Lema cirsicola ○ ○
ｷﾊﾞﾗﾙﾘｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ Lema concinnipennis ○
ｽｹﾞｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ Lema dilecta ○
ﾔﾏｲﾓﾊﾑｼ Lema honorata ○
ｱｶｸﾋﾞﾅｶﾞﾊﾑｼ Lilioceris subpolita ○
ﾙﾘﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Nonarthra cyanea ○
ｺﾏﾙﾉﾐﾊﾑｼ Nonarthra tibialis ○
ｲﾈｸﾋﾞﾎﾞｿﾊﾑｼ Oulema oryzae ○ ○
Pagria属の一種 Pagria  sp. ○
ｱﾄﾎﾞｼﾊﾑｼ Paridea angulicollis ○ ○
ﾖﾂﾎﾞｼﾊﾑｼ Paridea quadriplagiata ○
ﾔﾅｷﾞﾙﾘﾊﾑｼ Plagiodera versicolora ○
ｷﾇﾂﾔﾐｽﾞｸｻﾊﾑｼ Plateumaris sericea ○
ﾌﾀﾎｼｵｵﾉﾐﾊﾑｼ Pseudodera xanthospila ○ ○
ｴﾉｷﾊﾑｼ Pyrrhalta tibialis ○
ﾄﾞｳｶﾞﾈｻﾙﾊﾑｼ Scelodonta lewisii ○ ○
ｷﾎﾞｼﾙﾘﾊﾑｼ Smaragdina aurita ○
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ｱｵﾊﾞﾉｺﾋｹﾞﾊﾑｼ Sphenoraia intermedia ○
ｲﾁﾓﾝｼﾞｶﾒﾉｺﾊﾑｼ Thlaspida cribrosa ○
ﾄﾋﾞｻﾙﾊﾑｼ Trichochrysea japana ○

ﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ ｽﾈｱｶﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Autotropis distinguenda ○
ｳｽﾓﾝﾂﾂﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Ozotomerus japonicus japonicus ○
ｶｵｼﾞﾛﾋｹﾞﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Sphinctotropis laxa ○

ﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ ﾋｹﾞﾅｶﾞﾎｿｸﾁｿﾞｳﾑｼ Pseudopirapion placidum ○
ｵﾄｼﾌﾞﾐ ﾋﾒｸﾛｵﾄｼﾌﾞﾐ Apoderus erythrogaster ○ ○

ｴｺﾞﾂﾙｸﾋﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ Cycnotrachelus roelofsi ○
ﾁﾋﾞｲｸﾋﾞﾁｮｯｷﾘ Deporaus minimus ○
ｶｼﾙﾘｵﾄｼﾌﾞﾐ Euops splendidus ○ ○
ﾋｹﾞﾅｶﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ Paratrachelophorus longicornis ○
ｺﾞﾏﾀﾞﾗｵﾄｼﾌﾞﾐ Paroplapoderus pardalis ○
ﾋﾒｺﾌﾞｵﾄｼﾌﾞﾐ Phymatapoderus pavens ○ ○

ｿﾞｳﾑｼ ﾅｶｽｼﾞｶﾚｷｿﾞｳﾑｼ Acicnemis suturalis ○
ｲﾁｺﾞﾊﾅｿﾞｳﾑｼ Anthonomus bisignifer ○
ｶﾅﾑｸﾞﾗｻﾙｿﾞｳﾑｼ Cardipennis shaowuensis ○
ｱｲﾉｼｷﾞｿﾞｳﾑｼ Curculio aino ○
Dryotribus属の一種 Dryotribus sp. ○
ｼﾛｺﾌﾞｿﾞｳﾑｼ Episomus turritus ○ ○
ｺﾌｷｿﾞｳﾑｼ Eugnathus distinctus ○ ○
ｶﾅﾑｸﾞﾗﾄｹﾞｻﾙｿﾞｳﾑｼ Homorosoma chinense ○
ﾏﾂｱﾅｱｷｿﾞｳﾑｼ Hylobius haroldi ○
ﾔｻｲｿﾞｳﾑｼ Listroderes costirostris ○
ﾊｽｼﾞｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ Lixus acutipennis ○
ﾅｶﾞｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ Lixus depressipennis ○
ｶﾂｵｿﾞｳﾑｼ Lixus impressiventris ○ ○
ﾂﾂｷｸｲｿﾞｳﾑｼ Magdalis memnonia ○
ｶｼｱｼﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Merus piceus ○
ｸﾜﾋﾒｿﾞｳﾑｼ Moreobaris deplanata ○
ｶｼﾜｸﾁﾌﾞﾄｿﾞｳﾑｼ Myllocerus griseus ○ ○
Myllocerus属の一種 Myllocerus  sp. ○
ｵｼﾞﾛｱｼﾅｶﾞｿﾞｳﾑｼ Ornatalcides trifidus ○
ﾏﾂｷﾎﾞｼｿﾞｳﾑｼ Pissodes nitidus ○
ｶｸﾞﾔﾋﾒｷｸｲｿﾞｳﾑｼ Pseudocossonus brevitarsis ○
ｸﾛｸﾁﾌﾞﾄｻﾙｿﾞｳﾑｼ Rhinoncomimus niger ○
ﾆｾﾏﾂﾉｼﾗﾎｼｿﾞｳﾑｼ Shirahoshizo rufescens ○
ｿﾞｳﾑｼ科の一種 Curculionidae sp. ○

ｵｻｿﾞｳﾑｼ ｻｻｺｸｿﾞｳﾑｼ Diocalandra sasa ○
ｵｵｿﾞｳﾑｼ Sipalinus gigas gigas ○ ○

ｲﾈｿﾞｳﾑｼ ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ Lissorhoptrus oryzophilus ○
ﾊﾁ ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ ｼﾘｸﾞﾛﾁｭｳﾚﾝｼﾞ Arge nigrovaginata ○

ﾆﾎﾝﾁｭｳﾚﾝｼﾞ Arge nipponensis ○ ○
ﾙﾘﾁｭｳﾚﾝｼﾞ Arge similis ○
ﾐﾌｼﾊﾊﾞﾁ科の一種 Argidae sp. ○

ﾊﾊﾞﾁ ｾｸﾞﾛｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ Athalia infumata ○ ○
ﾆﾎﾝｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ Athalia japonica ○
ｶﾌﾞﾗﾊﾊﾞﾁ Athalia rosae ruficornis ○
ｸﾛﾑﾈﾊﾊﾞﾁ Lagidina irritans ○
ｸﾛﾊﾊﾞﾁ Macrophya ignava ○
ｸﾁﾅｶﾞﾊﾊﾞﾁ類 Nipponorhynchus  sp. ○
ｾﾘｼﾏﾊﾊﾞﾁ Pachyprotasis serii ○
Pachyprotasis属の一種 Pachyprotasis  sp. ○
ｵｵｺｼｱｶﾊﾊﾞﾁ Siobla ferox ○
ﾊﾊﾞﾁ科の一種 Tenthredinidae sp. ○ ○

ｷﾊﾞﾁ ﾆﾎﾝｷﾊﾞﾁ Urocerus japonicus ○
ｸｷﾊﾞﾁ ｸﾛﾊﾞｸｷﾊﾞﾁ Calameuta nigripennis ○
ｺﾏﾕﾊﾞﾁ ｺﾏﾕﾊﾞﾁ科の一種 Braconidae sp. ○
ﾋﾒﾊﾞﾁ ﾊｷﾋﾒﾊﾞﾁ Callajoppa exaltatoria ○

ﾋﾒﾊﾞﾁ科の一種 Ichneumonidae sp. ○ ○ ○
ｱﾘ ｸﾛｵｵｱﾘ Camponotus japonicus ○ ○

ﾐｶﾄﾞｵｵｱﾘ Camponotus kiusiuensis ○
ﾑﾈｱｶｵｵｱﾘ Camponotus obscuripes ○ ○ ○
ｳﾒﾏﾂｵｵｱﾘ Camponotus vitiosus ○
ﾊﾘﾌﾞﾄｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster matsumurai ○
ｷｲﾛｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster osakensis ○
ﾃﾗﾆｼｼﾘｱｹﾞｱﾘ Crematogaster teranishii ○ ○
ｼﾍﾞﾘｱｶﾀｱﾘ Dolichoderus sibiricus ○ ○
ﾊﾔｼｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica hayashi ○ ○
ｸﾛﾔﾏｱﾘ Formica japonica ○ ○ ○
ﾄﾋﾞｲﾛｹｱﾘ Lasius japonicus ○ ○ ○
ｸﾛｸｻｱﾘ Lasius nipponensis ○ ○
ﾋｹﾞﾅｶﾞｹｱﾘ Lasius productus ○
ｸｻｱﾘﾓﾄﾞｷ Lasius spathepus ○ ○
Lasius属の一種 Lasius  sp. ○
ｵｵﾊﾘｱﾘ Pachycondyla chinensis ○ ○
ｱｽﾞﾏｵｵｽﾞｱﾘ Pheidole fervida ○
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昆虫類生息確認種（9）

目名 科名 秋季 春季 夏季種名（和名、学名）
ﾄｹﾞｱﾘ Polyrhachis lamellidens ○
ﾃﾗﾆｼﾊﾘｱﾘ Ponera scabra ○
ｱﾐﾒｱﾘ Pristomyrmex pungens ○ ○ ○
ﾑﾈﾎﾞｿｱﾘ Temnothorax congruus ○
ｳﾒﾏﾂｱﾘ Vollenhovia emeryi ○

ﾄﾞﾛﾊﾞﾁ ﾔﾏﾄﾌﾀｽｼﾞｽｽﾞﾊﾞﾁ Discoelius japonicus ○
ｴﾝﾄﾂﾄﾞﾛﾊﾞﾁ Orancistrocerus drewseni ○
ｽｽﾞﾊﾞﾁ Oreumenes decoratus ○
ｷｵﾋﾞﾁﾋﾞﾄﾞﾛﾊﾞﾁ Stenodynerus frauenfeldi ○

ｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ ﾑﾓﾝﾎｿｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Parapolybia indica indica ○ ○
ｷﾎﾞｼｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes nipponensis ○ ○
ｺｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ Polistes snelleni ○
ｵｵｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa mandarinia ○ ○
ｷｲﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespa simillima ○
ｸﾛｽｽﾞﾒﾊﾞﾁ Vespula flaviceps ○

ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ ｵｵﾓﾝｸﾛﾍﾞｯｺｳ Anoplius samariensis ○
ﾍﾞｯｺｳﾊﾞﾁ科の一種 Pompilidae sp. ○

ｱﾘﾊﾞﾁ ﾔﾏﾄｱﾘﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ Myrmosa nigrofasciata ○
ﾂﾁﾊﾞﾁ ｷﾝｹﾊﾗﾅｶﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Megacampsomeris prismatica ○

ｷｵﾋﾞﾂﾁﾊﾞﾁ Scolia oculata ○
ｷﾞﾝｸﾞﾁﾊﾞﾁ ｷﾞﾝｸﾞﾁﾊﾞﾁ科の一種 Crabronidae sp. ○ ○
ﾄﾞﾛﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ ﾄﾞﾛﾊﾞﾁﾓﾄﾞｷ科の一種 Nyssonidae sp. ○
ｱﾅﾊﾞﾁ ｻﾄｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ Ammophila sabulosa nipponica ○

ﾐｶﾄﾞｼﾞｶﾞﾊﾞﾁ Hoplammophila aemulans ○
ｱﾅﾊﾞﾁ科の一種 Sphecidae sp. ○

ﾋﾒﾊﾅﾊﾞﾁ Andrena属の一種 Andrena  sp. ○
ﾐﾂﾊﾞﾁ ﾆﾎﾝﾐﾂﾊﾞﾁ Apis cerana japonica ○

ｾｲﾖｳﾐﾂﾊﾞﾁ Apis mellifera ○ ○ ○
ｺﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ Bombus ardens ardens ○ ○
ﾄﾗﾏﾙﾊﾅﾊﾞﾁ Bombus diversus diversus ○ ○
ﾔﾏﾄﾂﾔﾊﾅﾊﾞﾁ Ceratina japonica ○
Ceratina属の一種 Ceratina  sp. ○
Nomada属の一種 Nomada sp. ○
ｷﾑﾈｸﾏﾊﾞﾁ Xylocopa appendiculata circumvolans ○ ○

ｺﾊﾅﾊﾞﾁ ｱｶｶﾞﾈｺﾊﾅﾊﾞﾁ Halictus aerarius ○
ｻﾋﾞｲﾛｶﾀｺﾊﾅﾊﾞﾁ Lasioglossum mutilum ○
Lasioglossum属の一種 Lasioglossum  sp. ○
Sphecodes属の一種 Sphecodes sp. ○ ○

ﾊｷﾘﾊﾞﾁ ﾂﾙｶﾞﾊｷﾘﾊﾞﾁ Megachile tsurugensis ○

15目 160科 85種 351種 351種

注) 種名と分類は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト［平成24年度版］」に準拠した。

617種
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土壌動物時期別確認種一覧（1）

春季 夏季 秋季

1 ウズムシ目 コウガイビル科 クロイロコウガイビル Bipalium fuscatum ○

2 ニナ目 ヤマタニシ科 ミジンヤマタニシ Nakadaella micron ○ ○

3 マイマイ目 ナタネガイ科 ハリマナタネ近似種 Punctum sp. cf. japonicum ○

4 ベッコウマイマイ科 ヒメベッコウガイ Discoconulus sinapidium ○ ○

5 キビガイ Gastrodontella multivolvis ○

6 キヌツヤベッコウ類似属の一種 Nipponochlamys? sp. ○

7 ハリマキビ近似種 Parakaliella  sp. cf. harimensis ○

8 コシダカシタラ Coneuplecta circumcincta ○ ○

9 オオウエキビ Trochochlamys fraterna ○

10 ダニ目 ウデナガダニ科 ウデナガダニ属の一種 Podocinum sp. ○

11 - トゲダニ亜目の一種 Mesostigmata sp. ○

12 ホコダニ科 ホコダニ科の一種 Parholaspidae gen. et sp. ○

13 ナガヒシダニ科 ナガヒシダニ科の一種 Stigmaeidae gen. et sp. ○

14 ナミケダニ科 ナミケダニ科の一種 Trombidiidae gen. et sp. ○

15 - ケダニ亜目の一種 Prostigmata sp. ○

16 ニセイレコダニ科 ニセイレコダニ Mesoplophora japonica ○ ○

17 イレコダニ科 イレコダニ科の一種 Phthiracaridae et al. sp. ○

18 クゴウイレコダニ Plonaphacarus kugohi ○ ○

19 タテイレコダニ科 タテイレコダニ科の一種　１ Oribotritiidae et al. sp.1 ○

20 タテイレコダニ科の一種　２ Oribotritiidae et al. sp.2 ○ ○

21 ヘソイレコダニ科 ヒメヘソイレコダニ Rhysotritia ardua ○ ○ ○

22 ヒワダニ科 フトゲナガヒワダニ Eohypochthonius crassisetiger ○ ○

23 ダルマヒワダニ科 カゴメダルマヒワダニ Brachychthonius jugatus ○

24 マイコダニ科 マイコダニ Pterochthonius angelus ○ ○

25 ツツハラダニ科 フトツツハラダニ Mixacarus exilis exilis ○

26 ケブカツツハラダニ Vepracarus hirsutus ○ ○

27 トノサマダニ科 キョジンダニ Apolohmannia gigantea ○ ○ ○

28 ハラミゾダニ科 ヒメイブリダニ Epilohmannoides esulcatus ○

29 ハラミゾダニ科の一種 Epilohmanniidae et al. sp. ○ ○

30 アミメオニダニ科 ハナビラオニダニ Nothrus biciliatus ○ ○

31 ヨコズナオニダニ Nothrus palustris ○ ○

32 モンツキダニ科 モンツキダニ Trhypochthonius tectorum ○ ○

33 ツキノワダニ科 オバケツキノワダニ Masthermannia hirsuta ○ ○

34 ツキノワダニ Nanhermannia nana nana ○ ○

35 ホソツキノワダニ Nipponohermannia parallela ○ ○

36 ドビンダニ科 フサゲドビンダニ Hermanniella aristosa ○ ○

37 ウズタカダニ科 ウズタカダニ科の一種 Liodidae et al. sp. ○

38 ツノジュズダニ科 オニジュズダニ Epidamaeus grandjeani ○ ○

39 ツリバリジュズダニ Acanthobelba tortuosa ○

40 イチモンジダニ科 イチモンジダニ Eremulus avenifer ○

41 クモスケダニ科 ヤマトクモスケダニ Eremobelba japonica ○ ○

42 コガタクモスケダニ Eremobelba minuta ○ ○

43 エリナシダニ科 Defectamerus  属の一種 Defectamerus  sp. ○ ○ ○

44 モリダニ科 ホソゲモリダニ Eremaeus tenuisetiger ○

45 ツヤタマゴダニ科 ホウセキタマゴダニ Liacarus gammatus ○

46 ツヤタマゴダニ Liacarus orthogonios ○ ○

47 ダルマタマゴダニ科 マルタマゴダニ Cultroribula lata ○

48 セマルダニ科 ミナミリキシダニ Austroceratoppia japonica ○ ○

49 ヒメリキシダニ Ceratoppia quadridentata ○ ○

50 イブシダニ科 ナカタマリイブシダニ Archegocepheus nakatamarii ○

51 コガタイブシダニ Carabodes peniculatus ○

52 ヒビワレイブシダニ Carabodes rimosus rimosus ○ ○

53 クワガタダニ科 トゲクワガタダニ Tectocepheus cuspidentatus ○ ○

54 クワガタダニ Tectocepheus velatus ○ ○

55 イカダニ科 ヤマトオオイカダニ Megalotocepheus japonicus japonicus ○

56 ツブダニ科 タモウツブダニ Multioppia brevipectinata ○ ○

57 ヒロズツブダニ Operculoppia restata ○ ○

58 ナミツブダニ Oppiella nova ○ ○

59 ハラゲツブダニ Machuella ventrisetosa ○

60 トウキョウツブダニ Ramusella chulmaniensis ○

61 ツブダニ科の一種　１ Oppiidae et al. sp. 1 ○

62 ツブダニ科の一種　２ Oppiidae et al. sp. 2 ○ ○

63 ツブダニ科の一種　３ Oppiidae et al. sp. 3 ○

64 マドダニ科 コノハマドダニ Suctobelbella frondosa ○

65 ナギナタマドダニ Suctobelbella naginata ○ ○

66 マドダニ科の一種　１ Suctobelbidae et al. sp. 1 ○

67 マドダニ科の一種　２ Suctobelbidae et al. sp. 2 ○

68 マドダニ科の一種　３ Suctobelbidae et al. sp. 3 ○

69 マドダニ科の一種　４ Suctobelbidae et al. sp. 4 ○

70 マドダニ科の一種　５ Suctobelbidae et al. sp. 5 ○

71 マドダニ科の一種　６ Suctobelbidae et al. sp. 6 ○

72 マドダニ科の一種　７ Suctobelbidae et al. sp. 7 ○

73 マドダニ科の一種　８ Suctobelbidae et al. sp. 8 ○

74 シダレコソデダニ科 ナガコソデダニ Xylobates lophothrichus ○

75 ハコネナガコソデダニ Protoribates hakonensis ○ ○

76 コソデダニ科 ツノコソデダニ Rostrozetes foveolatus ○ ○

77 コバネダニ科 ヤマトコバネダニ Ceratozetes japonicus ○ ○

78 コバネダニ科の一種 Ceratozetidae et al. sp. ○

79 マルコバネダニ科 エビスダニ Unguizetes clavatus ○

80 エンマダニ科 エンマダニ Eupelops acromios ○

81 フリソデダニ科 アラゲフリソデダニ Pergalumna intermedia ○

82 ミズフリソデダニ Trichogaluma nipponica ○

83 クモ目 カネコトタテグモ科 カネコトタテグモ Antrodiaetus roretzi ○

84 ガケジグモ科 アズマヤチグモ Coelotes kitazawai ○

No.
H14～H15

目　　名 科　　名 種　　名 学　　名
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土壌動物時期別確認種一覧（2）

春季 夏季 秋季
No.

H14～H15
目　　名 科　　名 種　　名 学　　名

85 ウズグモ科 オウギグモ Hyptiotes affinis ○

86 カタハリウズグモ Octonoba sybotides ○

87 タマゴグモ科 アカハネグモ Orchestina sanguinea ○

88 マシラグモ科 マシラグモ属の一種 Leptoneta sp.A ○

89 ヒメグモ科 オガタモリヒメグモ Robertus ogatai ○ ○

90 キベリミジングモ Trigonobothrys flavomarginata ○ ○

91 サラグモ科 タテヤマテナガグモ Bathyphantes tateyamaensis ○

92 ヤマトマルサラグモ Centromerus nipponicus ○

93 コサラグモ亜科の一種 Erigoninae gen. et sp.A ○ ○

94 コサラグモ亜科の一種 Erigoninae gen. et sp.8 ○

95 カイケシグモ Nippononeta kaiensis ○

96 イマダテテングヌカグモ Oia imadatei ○ ○

97 コテングヌカグモ Paikiniana vulgaris ○

98 ヒロテゴマグモ Pseudomicrargus latitegulatus ○

99 フタエツノヌカグモ Walckenaeria keikoae ○

100 センショウグモ科 センショウグモ Ero japonica ○ ○

101 コガネグモ科 ヨツデゴミグモ Cyclosa sedeculata ○

102 タナグモ科 タナグモ科の一種 Agelenidae gen. et sp.A ○

103 ナミハグモ属の一種 Cybaeus sp.A ○ ○

104 ハタケグモ科 ハタケグモ Hahnia corticicola ○ ○

105 フクログモ科 イタチグモ Itatsina praticola ○ ○

106 コムラウラシマグモ Phrurolithus komurai ○

107 ワシグモ科 ケムリグモ属の一種 Zelotes sp.A ○

108 ケムリグモ属の一種 Zelotes sp.B ○ ○

109 カニグモ科 ニッポンオチバカニグモ Ozyptila nipponica ○

110 カニムシ目 ツチカニムシ科 Mundochthonius  属の一種 Mundochthonius sp. ○ ○ ○

111 Allochthonius 属の一種 Allochthonius sp. ○

112 コケカニムシ科 チビコケカニムシ Microbisium pygmaeum ○

113 ヤドリカニムシ科 モリヤドリカニムシ Allochernes japonicus ○

114 ワラジムシ目 フナムシ科 ニホンヒメフナムシ Ligidium japonicum ○ ○

115 ナガワラジムシ科 ナガワラジムシ Haplophthalmus danicus ○ ○

116 オカダンゴムシ科 オカダンゴムシ Armadillidium vulagare ○

117 コシビロダンゴムシ科 トウキョウコシビロダンゴムシ Sphaerillo obsculus ○ ○

118 - ワラジムシ目の一種 ISOPODA sp. ○

119 エダヒゲムシ目 ヨロイエダヒゲムシ科 ニホンヨロイエダヒゲムシ Eurypauropus japonicus ○

120 ウロコエダヒゲムシ科 アミメウロコエダヒゲムシ Aletopauropus tanakai ○

121 Brachypauropoides属の一種Th1 Brachypauropoides sp.Th1 ○ ○

122 ヘラウロコエダヒゲムシ Deltopauropus reticulatus ○

123 エダヒゲムシ科 スルメナミエダヒゲムシ Allopauropus (Allopauropus) loligoformis ○ ○

124 イバラキホンエダヒゲムシ Allopauropus (Decapauropus) ibarakiensis ○

125 ナミケホンエダヒゲムシ Allopauropus (Decapauropus) infurcatus ○

126 フツウホンエダヒゲムシ Allopauropus (Decapauropus) ligulosus ○ ○

127 ニセチョウセンホンエダヒゲムシ Allopauropus (Decapauropus) pseudokoreanus ○

128 ヨツエダホンエダヒゲムシ Allopauropus (Decapauropus) tetraramosus ○

129 サトウホンエダヒゲムシ Allopauropus (Decapauropus) toshiyukii ○

130 ナミエダヒゲムシ属ホンエダヒゲムシ亜属の一種Ｔｏ２ Allopauropus (Decapauropus) sp.To2 ○

131 ナミエダヒゲムシ属ホンエダヒゲムシ亜属の一種Ｔｏ１７ Allopauropus (Decapauropus) sp.To17 ○

132 ナミエダヒゲムシ属ホンエダヒゲムシ亜属の一種Ｔｏ５ Allopauropus (Decapauropus) sp.To5 ○

133 タムラエダヒゲムシ Pauropus tamurai ○

134 エダヒゲムシ属の一種Ｔｏ３ Pauropus sp.To3 ○

135 ミゾエナガエダヒゲムシ Stylopauropus(Stylopauropus)canaliculatus ○

136 エナガエダヒゲムシ（”ｂ”型） Stylopauropus(Stylopauropus)pedunculatus , "b" type ○

137 エナガエダヒゲムシ属ドンゼロエダヒゲムシ亜属の一種Ｔｏ１ Stylopauropus(Stylopauropus) sp.To1 ○

138 エナガエダヒゲムシ属ドンゼロエダヒゲムシ亜属の一種Ｔｏ２ Stylopauropus(Stylopauropus) sp.To2 ○

139 エナガエダヒゲムシ属ドンゼロエダヒゲムシ亜属の一種Ｔｈ３ Stylopauropus(Stylopauropus) sp.Th3 ○

140 ケナガドンゼロエダヒゲムシ Stylopauropus(Stylopauropus)undulatus ○

141 ニホンフイリエダヒゲムシ Colinauropus schelleri ○ ○

142 タマヤスデ目 タマヤスデ科 タマヤスデ属の一種 Hyleoglomeris  sp. ○

143 ヒメヤスデ目 ヒメヤスデ科 フジヤスデ属の一種 Anaulaciulus sp. ○ ○

144 ツムギヤスデ目 ミコシヤスデ科 ミコシヤスデ属の一種 Diplomaragna sp. ○

145 オビヤスデ目 ヤケヤスデ科 ヤマトアカヤスデ Nedyopus patrioticus patrioticus ○

146 アカヤスデ属の一種 Nedyopus sp. ○

147 オビヤスデ科 ノコギリヤスデ属の一種 Prionomatis sp. ○ ○

148 タメトモヤスデ科 ウチカケヤスデ Eucondylodesmus elegans ○ ○

149 チビヤスデ科 チビヤスデ属の一種 Corypholophus sp. ○

150 ハガヤスデ科 ハガヤスデ Ampelodesmus granulosus ○ ○

151 イシムカデ目 イシムカデ科 ダテイッスンムカデ Bothropolys acutidens ○ ○

152 タカヒトフシムカデ Monotarsobius takakuwai ○

153 ダイダイヒトフシムカデ Monotarsobius elegans ○ ○

154 タカハギヒトフシムカデ Monotarsobius takahagiensis ○

155 ヒトフシムカデ属の一種 Monotarsobius sp. (1) ○ ○

156 ヒトフシムカデ属の一種 Monotarsobius sp. (2) ○ ○

157 ヒトフシムカデ属の一種 Monotarsobius sp. (3) ○

158 ヒトフシムカデ属の数種 Monotarsobius spp. ○ ○

159 トゲイシムカデ科 ゲジムカデ Esasutigmatobius japonicus ○ ○

160 オオムカデ目 メナシムカデ科 ヨスジアカムカデ Scolopocryptops quadristriatus ○ ○

161 ジムカデ目 ナガズジムカデ科 ツメジムカデ Prolamnonyx holstii ○ ○ ○

162 ツチジムカデ科 ヤマトベニジムカデ Strigamia maritima japonica ○ ○

163 キヨスミベニジムカデ Strigamia platydentata ○

164 ヒトアナベニジムカデ Strigamia monoporus ○

165 ホソヅメベニジムカデ Strigamia tenuiungulata ○

166 ベニジムカデ属の一種 Strigamia sp. ○ ○

167 ツメナシミドリジムカデ Cheiletha macropalpus ○ ○

168 ミドリジムカデ Cheiletha viridicans ○ ○
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土壌動物時期別確認種一覧（3）

春季 夏季 秋季
No.

H14～H15
目　　名 科　　名 種　　名 学　　名

169 コムカデ目 ヤサコムカデ科 ヤサコムカデ Symphylella vulugaris ○ ○

170 ナミコムカデ科 ナミコムカデ Hanseniella caldaria ○ ○

171 トビムシ目 ヒメトビムシ科 ヒラタトビムシ Choreutinura inermis ○

172 ヒメトビムシ Hypogastrura communis ○ ○ ○

173 カッショクヒメトビムシ Hypogastrura denisana ○ ○

174 ムラサキトビムシ属の一種 Hypogastrura  sp.1 ○

175 ムラサキトビムシ属の一種 Hypogastrura  sp.2 ○ ○

176 キノボリヒラタトビムシ Xenylla brevispina ○ ○

177 ヒメトビムシ科の一種 Hypogastruridae gen. et sp. ○

178 イボトビムシ科 ヤマトシリトゲトビムシ Friesea japonica ○

179 ケナガヤマトビムシ Pseudachorutes longisetis ○ ○

180 ヤマトビムシ属の一種 Pseudachorutes  sp.1 ○ ○

181 ツクバヒシガタトビムシ Superodontella tukuba ○

182 ヒシガタトビムシ属の一種（１） Superodontell a sp.1 ○ ○

183 アカイボトビムシ属の一種（１） Lobella  sp.1 ○ ○

184 アカイボトビムシ属の一種（２） Lobella  sp.2 ○ ○

185 アカイボトビムシ属の一種（３） Lobella  sp.3 ○ ○

186 アカイボトビムシ属の一種（４） Lobella  sp.4 ○ ○

187 キボシアオイボトビムシ Morulina gilvipunctata ○

188 ヤマトアオイボトビムシ Morulina orientis ○ ○

189 キリハイボトビムシ Neanura fodinarum ○ ○

190 アオジロイボトビムシ Neanura frigida ○

191 チビアミメイボトビムシ Vitronura pygmaea ○

192 シロトビミシ科 ヤマシロトビムシ Onychiurus flavescens ○ ○

193 シロトビムシ属の一種 Onychiurus  sp.1 ○

194 ヨシイホソシロトビムシ Tullbergia yosii ○ ○

195 ツチトビムシ科 ミズギワトビムシ属の一種 Ballistura  sp.1 ○ ○

196 コガタドウナガツチトビムシ Folsomides parvurus ○ ○

197 オオフォルソムトビムシ Folsomia candida ○ ○

198 ナミフォルソムトビムシ Folsomia diplophthalma ○ ○

199 ヤツメフォルソムトビムシ Folsomia octoculata ○ ○

200 ヒメフォルソムトビムシ Folsomina onychiurina ○ ○

201 メナシツチトビムシ Isotomiella minor ○ ○

202 シロツチトビムシ Isotoma carpenteri ○ ○

203 ミズフシトビムシ Isotoma pinnata ○

204 ミツハツチトビムシ Isotoma trispinata ○ ○

205 ミドリトビムシ Isotoma viridis ○

206 ツチトビムシ属の一種（１） Isotoma  sp.1 ○

207 トゲトビムシ科 アオキヒメトゲトビムシ Tomocerus aokii ○

208 ヒメトゲトビムシ Tomocerus varius ○ ○

209 キノシタトゲトビムシ Tomocerus kinoshitai ○ ○

210 トゲトビムシ Tomocerus ocreatus ○ ○

211 アヤトビムシ科 ユキアヤトビムシ Entomobrya nivalis ○

212 アヤトビムシ属の一種 Entomobrya  sp.1 ○ ○

213 クチヒゲトゲアヤトビムシ Homidia munda ○ ○

214 クロヅアヤトビムシ Homidia nigrochephala ○ ○

215 ザウテルアヤトビムシ Homidia sauteri ○ ○

216 アイイロハゴロモトビムシ Lepidocyrtus cyaneus ○ ○

217 ハゴロモトビムシ属の一種 Lepidocyrtus  sp.1 ○ ○

218 メナシカギヅメトビムシの近似種 Sinella  cf. caeca ○

219 ユミメカギヅメアヤトビムシ Sinella cruviseta ○ ○

220 カギヅメアヤトビムシ属の一種（１） Sinella  sp.1 ○

221 ウスギヌトビムシ科 ヨシイキヌトビムシ Oncopodura yosiiana ○ ○ ○

222 ミジントビムシ科 ケシトビムシ Megalothorax minimus ○

223 ミジントビムシ Neelides minutus ○

224 ミジントビムシの一種 Neels murinus ○

225 マルトビムシ科 ハベマルトビムシ Arrhopalites habei ○

226 ヤマトヒトツメマルトビムシ Arrhopalites japonicus ○

227 オオツノヒトツメマルトビムシ Arrhopalites octacanthus ○ ○

228 ヒトツメマルトビムシ属の一種（１） Arrhopalites  sp.1 ○

229 ヒトツメマルトビムシ属の一種（２） Arrhopalites  sp.2 ○

230 オウギマルトビムシ Neosminthurus mirabilis ○ ○

231 モンツキヒメマルトビムシ Sminthurinus trinotatus ○

232 フチドリマルトビムシ Sminthurinus modestus ○ ○

233 ナミマルトビムシ Sminthurus serrulatus ○

234 ヒメオドリコトビムシの一種 Sphaeridia pumilis ○

235 オニマルトビムシ Sphyrotheca multifasciata ○

236 ハケヅメマルトビムシ Papirinus prodigiosus ○

237 アカマダラマルトビムシ Ptenothrix janthina ○ ○

238 マルトビムシ科の一種 Smiinthuridae gen. et sp. ○

239 コウチュウ目 オサムシ科 コクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus melantho ○

240 コクロヒメゴモクムシ Bradycellus subditus ○

241 クロズホナシゴミムシ Perigona nigriceps ○ ○

242 ミヤマジュウジアトキリゴミムシ Lebia sylvarum ○

243 エンマムシ科 エンマムシ科の一種 Histeridae gen. et sp. ○

244 ムクゲキノコムシ科 ムクゲキノコムシ科の数種 Ptiliidae gen. et spp. ○ ○

245 タマキノコムシ科 タマキノコムシ科の数種 Leiodidae gen. et spp. ○ ○ ○

246 ハネカクシ科 ハネカクシ科の数種 Staphylinidae gen. et spp. ○ ○ ○

247 アリヅカムシ科 コヤマトヒゲブトアリヅカムシ Diartiger fossulatus ○

248 アリヅカムシ科の数種 Pselaphidae gen. et spp. ○ ○ ○

249 コケムシ科 コケムシ科の数種 Scydmaenidae gen. et spp. ○ ○

250 デオキノコムシ科 デオキノコムシ科の一種 Scaphidiidae gen. et sp. ○

251 コガネムシ科 マメダルマコガネ Panelus parvulus ○

252 コガネムシ科の一種 Scarabaeidae gen. et sp. ○
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土壌動物時期別確認種一覧（4）

春季 夏季 秋季
No.

H14～H15
目　　名 科　　名 種　　名 学　　名

253 タマムシ科 タマムシ科の数種 Buprestidae gen. et spp. ○

254 ケシキスイ科 ケシキスイ科の一種 Nitidulidae gen. et sp. ○

255 ヒメキノコムシ科 ヒメキノコムシ科の一種 Sphindidae gen. et sp. ○

256 コメツキモドキ科 コメツキモドキ科の数種 Languriidae gen. et spp. ○ ○

257 オオキノコムシ科 オオキノコムシ科の数種 Erotylidae gen. et spp. ○ ○

258 ミジンムシ科 ミジンムシ科の一種 Corylophidae gen. et sp. ○

259 テントウムシダマシ科 テントウムシダマシ科の一種 Endomychidae gen. et sp. ○

260 ミジンムシダマシ科 ミジンムシダマシ科の数種 Discolomidae gen. et spp. ○ ○

261 ホソカタムシ科 ツヤナガヒラタホソカタムシ Penthelispa vilis ○

262 ツツキノコムシ科 ツツキノコムシ科の一種 Ciidae gen. et sp. ○

263 ゴミムシダマシ科 ゴミムシダマシ科の数種 Tenebrionidae gen. et spp. ○ ○

264 ゾウムシ科 ゾウムシ科の数種 Curculionidae gen. et spp. ○ ○

265 キクイムシ科 キクイムシ科の一種 Scolytidae gen. et sp. ○ ○

266 カマアシムシ目 カマアシムシ科 アサヒカマアシムシ Eosentomon asahi ○ ○

267 オオカマアシムシ Eosentomon asakawaense ○ ○

268 カマアシムシ Eosentomon sakura ○ ○

269 ウダガワカマアシムシの近似種 Eosentomon sp. cf. udagawai ○

270 カマアシムシ属の一種 Eosentomon sp. ○ ○ ○

271 サトカマアシムシ Paranisentomon tuxeni ○ ○

272 クシカマアシムシ科 ミスジカマアシムシ Acerentulus kisonis ○ ○

273 モリカワカマアシムシ Baculentulus morikawai ○ ○

274 トサカマアシムシ Baculentulus tosanus ○ ○

275 モリカワカマアシムシ属の一種 Baculentulus sp. ○

276 フタフシカマアシムシ Kenyentulus japonicus ○ ○

277 フタフシカマアシムシ属の一種 Kenyentulus sp. ○ ○

278 トウゴクカマアシムシ Filientomon gentaroanum ○ ○

279 ヨシイムシ Nipponenotmon nippon ○ ○

280 ウエノカマアシムシ Nipponenotmon uenoi paucisetosum ○ ○

281 コムシ目 ナガコムシ科 イシイナガコムシ属の一種 Campodea sp. ○

282 カメムシ目 ハマカイガラムシ科 ハマカイガラムシ科の一種 Ortheziidae gen. et sp. ○

283 コナカイガラムシ科 コナカイガラムシ科の一種 Pseudococcidae gen. et sp. ○

284 ハチ目 アリ科 ノコギリハリアリ Amblyopone silvestrii ○

285 オオハリアリ Brachyponera chinensis ○ ○

286 メクラハリアリ Cryptopone sauteri ○ ○

287 ニセハリアリ Hypoponera sauteri ○ ○ ○

288 テラニシハリアリ Ponera scabra ○ ○

289 ツチクビレハリアリ Cerapachys humicola ○

290 キイロシリアゲアリ Crematogaster osakensis ○

291 キイロヒメアリ Monomorium triviale ○

292 カドフシアリ Monomorium graminicola ○

293 コツノアリ Oligomyrmex yamatonis ○ ○

294 ヒラタウロコアリ Pentastruma canina ○ ○

295 ノコバウロコアリ Smithistruma incerta ○

296 キタウロコアリ Strumigenys sp. 4 ○ ○

297 ハヤシクロヤマアリ Formica spp. ○

298 クサアリモドキ Lasius spathepus ○ ○

299 ハヤシケアリ Lasius hayashi ○

300 トビイロケアリ Lasius niger ○ ○

301 アメイロアリ Paratrechina flavipes ○ ○

302 ハエ目 ニセケバエ科 ニセケバエ科の一種 Scatopsidae gen. et sp. ○

303 タマバエ科 タマバエ科の一種 Cecidomyiidae gen. et sp. ○

23目 120科 303種 31 217 213

注）「～の一種」は１種として集計している。
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秋 冬 春 夏 春 夏
1 コイ コイ キンブナ Carassius auratus  subsp.2 ○
2 カワムツ Zacco temminckii ○ ○ ○ ○
3 アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri ○ ○ ○ ○
4 ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ○ ○ ○ ○ ○
5 シマドジョウ Cobitis biwae ○ ○ ○ ○
6 ホトケドジョウ Lefua echigonia ○ ○ ○ ○

1目 2科 5種 5種 5種 5種 0種 2種

池

6種

魚類生息確認種一覧（H25～26）

No.
備中沢

目名 科名 種名（和名、学名）
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底生生物生息確認種一覧(1)
調査年度

H17

春季 夏季 秋季 冬季 補足

1 ウズムシ綱 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiaの一種 ○

2 ヒラタウズムシ科 ヒラタウズムシ科の一種 ○

3 マキガイ綱 ニナ目 カワニナ科 カワニナ ○ ○ ○ ○

4 モノアラガイ目 モノアラガイ科 モノアラガイ科の一種 ○

5 ミミズ綱 イトミミズ目 イトミミズ科 イトミミズ科の一種 ○ ○

6 ‐ ‐ ミミズ綱の一種 ○ ○

7 ヒル綱 イシビル目 イシビル科 シマイシビル ○

8 ナミイシビル ○

9 ‐ ‐ ヒル綱の一種 ○ ○

10 コウカク綱 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ ○ ○ ○ ○

11 エビ目 イワガニ科 モクズガニ ○

12 サワガニ科 サワガニ ○ ○ ○

13 コンチュウ綱 カゲロウ目 フタオカゲロウ科 マエグロヒメフタオカゲロウ ○

14 オオフタオカゲロウ ○

15 コカゲロウ科 フタバコカゲロウ ○ ○

16 ミジカオフタバコカゲロウ ○ ○

17 トビイロコカゲロウ ○

18 フローレンスコカゲロウ ○

19 サホコカゲロウ ○

20 コカゲロウ属の一種 ○ ○ ○ ○

21 ヒトリガカゲロウ科 チラカゲロウ ○ ○ ○

22 ヒラタカゲロウ科 ミヤマタニガワカゲロウ ○

23 シロタニガワカゲロウ ○ ○ ○ ○

24 キイロヒラタカゲロウ ○

25 ユミモンヒラタカゲロウ ○

26 ナミヒラタカゲロウ ○

27 エルモンヒラタカゲロウ ○ ○

28 ヒメヒラタカゲロウ ○

29 サツキヒメヒラタカゲロウ ○ ○

30 ヒメヒラタカゲロウ属の一種 ○

31 ヒラタカゲロウ科の一種 ○

32 トビイロカゲロウ科 トゲトビイロカゲロウ ○

33 ウエストントビイロカゲロウ ○

34 トビイロカゲロウ属の一種 ○

35 モンカゲロウ科 フタスジモンカゲロウ ○ ○

36 モンカゲロウ ○ ○ ○ ○

37 モンカゲロウ属の一種 ○

38 マダラカゲロウ科 カスタニアマダラカゲロウ ○

39 オオクママダラカゲロウ ○

40 オオマダラカゲロウ ○ ○

41 フタマタマダラカゲロウ ○

42 ヨシノマダラカゲロウ ○

43 エラブタマダラカゲロウ ○

44 Ephemerellaの一種 ○ ○

45 クシゲマダラカゲロウ ○

46 アカマダラカゲロウ ○ ○ ○

47 トンボ目 モノサシトンボ科 モノサシトンボ ○ ○

48 カワトンボ科 ハグロトンボ ○ ○ ○

49 ニシカワトンボ ○

50 Mnaisの一種 ○ ○

51 サナエトンボ科 ヤマサナエ ○ ○ ○

52 ダビドサナエ ○ ○

53 オナガサナエ ○

54 コオニヤンマ ○ ○ ○

55 サナエトンボ科の一種 ○ ○

56 オニヤンマ科 オニヤンマ ○ ○ ○ ○

57 ヤンマ科 ミルンヤンマ ○ ○ ○

58 エゾトンボ科 コヤマトンボ ○ ○ ○

59 ‐ トンボ目の一種 ○

60 カワゲラ目 ミジカオカワゲラ科 ヤマトミジカオカワゲラ ○

61 オナシカワゲラ科 フサオナシカワゲラ属の一種 ○

62 アミメカワゲラ科 アミメカワゲラ属の一種 ○

63 アミメカワゲラ科の一種 ○

64 カワゲラ科 カミムラカワゲラ ○ ○

65 カミムラカワゲラ属の一種 ○

66 ヤマトフタツメカワゲラ ○ ○ ○ ○

67 ‐ カワゲラ目の一種 ○

H14～H15
聞き取
り調査

種名No. 綱名 目名 科名
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底生生物生息確認種一覧(2)
調査年度

H17

春季 夏季 秋季 冬季 補足

H14～H15
聞き取
り調査

種名No. 綱名 目名 科名

68 コンチュウ綱 カメムシ目 アメンボ科 オオアメンボ ○

69 アメンボ ○

70 コオイムシ科 オオコオイムシ ○ ○ ○

71 タガメ ○ ○

72 タイコウチ科 タイコウチ ○ ○ ○

73 ミズカマキリ ○ ○ ○

74 マツモムシ科 マツモムシ ○ ○ ○

75 アミメカゲロウ目 ヘビトンボ科 ヘビトンボ ○ ○ ○

76 ヤマトクロスジヘビトンボ ○ ○

77 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 ヒメゲンゴロウ ○ ○

78 クロゲンゴロウ ○ ○ ○

79 ガムシ科 ガムシ科の一種 ○

80 ナガハナノミ科 ヒゲナガハナノミ属の一種 ○

81 ヒラタドロムシ科 マルヒゲハナノミ属の一種 ○

82 チビヒゲナガハナノミ属の一種 ○ ○ ○

83 マルヒラタドロムシ属の一種 ○ ○

84 ヒラタドロムシ属の一種 ○ ○

85 ヒメドロムシ科 ヒメドロムシ科の一種 ○ ○ ○

86 ナガドロムシ科 ナガドロムシ科の一種 ○

87 ホタル科 ゲンジボタル ○ ○

88 ハエ目 ガガンボ科 ガガンボ属の一種 ○ ○

89 Prionoceraの一種 ○ ○

90 ウスバヒメガガンボ属の一種 ○ ○ ○ ○

91 クロヒメガガンボ属のＥＢ種 ○ ○

92 クロヒメガガンボ属のＥＤ種 ○ ○

93 クロヒメガガンボ属の一種 ○ ○

94 ブユ科 アシマダラブユ属の一種 ○ ○

95 ブユ科の一種 ○

96 ユスリカ科 モンユスリカ亜科の一種 ○

97 エリユスリカ亜科の一種 ○ ○

98 ユスリカ科の一種 ○ ○

99 ナガレアブ科 ナガレアブ属の一種 ○

100 コモンナガレアブ ○ ○ ○

101 ‐ ハエ目の一種 ○

102 トビケラ目 ヤマトビケラ科 ヤマトビケラ属の一種 ○ ○

103 ナガレトビケラ科 ムナグロナガレトビケラ ○

104 ツメナガナガレトビケラ ○

105 ヒメトビケラ科 ヒメトビケラ属の一種 ○

106 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ ○ ○ ○ ○

107 クダトビケラ科 キブネクダトビケラ ○

108 クダトビケラの一種 ○

109 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ ○ ○ ○ ○

110 エチゴシマトビケラ ○

111 ナカハラシマトビケラ ○

112 ウルマーシマトビケラ ○ ○ ○ ○

113 シマトビケラ科の一種 ○

114 トビケラ科 ムラサキトビケラ ○ ○

115 ヒゲナガトビケラ科 クサツミトビケラ属の一種 ○

116 エグリトビケラ科 ニンギョウトビケラ ○ ○ ○

117 ニンギョウトビケラ属の一種 ○

118 カクツツトビケラ科 コカクツツトビケラ ○

119 カクスイトビケラ科 Micrasemaの一種 ○

120 ‐ トビケラ目の一種 ○

6綱 15目 53科 120種 60種 40種 59種 59種 1種 1種
注）「～の一種」は１種として集計している。
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底生生物地点別確認種一覧（春季）

コドラート調査

№1 №2 №3 №4 №5

1 ウズムシ綱 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiaの一種 ○

2 マキガイ綱 ニナ目 カワニナ科 カワニナ ○

3 ミミズ綱 − − ミミズ綱の一種 ○ ○

4 コウカク綱 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ ○

5 エビ目 サワガニ科 サワガニ ○

6 コンチュウ綱 カゲロウ目 フタオカゲロウ科 マエグロヒメフタオカゲロウ ○ ○ ○ ○ ○

7 コカゲロウ科 フタバコカゲロウ ○ ○

8 ミジカオフタバコカゲロウ ○

9 トビイロコカゲロウ ○ ○ ○ ○

10 フローレンスコカゲロウ ○ ○

11 コカゲロウ属の一種 ○ ○ ○

12 ヒトリガカゲロウ科 チラカゲロウ ○ ○

13 ヒラタカゲロウ科 ミヤマタニガワカゲロウ ○ ○

14 シロタニガワカゲロウ ○ ○

15 キイロヒラタカゲロウ ○

16 エルモンヒラタカゲロウ ○ ○ ○

17 サツキヒメヒラタカゲロウ ○

18 トビイロカゲロウ科 トゲトビイロカゲロウ ○ ○ ○

19 モンカゲロウ科 フタスジモンカゲロウ ○ ○

20 モンカゲロウ ○

21 マダラカゲロウ科 オオマダラカゲロウ ○ ○

22 フタマタマダラカゲロウ ○

23 ヨシノマダラカゲロウ ○ ○

24 Ephemerellaの一種 ○

25 アカマダラカゲロウ ○

26 トンボ目 カワトンボ科 ハグロトンボ ○

27 Mnaisの一種 ○

28 サナエトンボ科 ヤマサナエ ○ ○

29 ダビドサナエ ○ ○

30 コオニヤンマ ○

31 サナエトンボ科の一種 ○

32 オニヤンマ科 オニヤンマ ○ ○ ○

33 ヤンマ科 ミルンヤンマ ○

34 エゾトンボ科 コヤマトンボ ○

35 カワゲラ目 アミメカワゲラ科 アミメカワゲラ科の一種 ○ ○

36 カワゲラ科 ヤマトフタツメカワゲラ ○

37 カメムシ目 アメンボ科 オオアメンボ ○

38 アメンボ ○

39 コオイムシ科 オオコオイムシ ○

40 マツモムシ科 マツモムシ ○

41 アミメカゲロウ目 ヘビトンボ科 ヘビトンボ ○

42 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 ヒメゲンゴロウ ○

43 クロゲンゴロウ ○

44 ヒラタドロムシ科 チビヒゲナガハナノミ属の一種 ○

45 マルヒラタドロムシ属の一種 ○

46 ヒメドロムシ科 ヒメドロムシ科の一種 ○ ○

47 ハエ目 ガガンボ科 Prionoceraの一種 ○

48 ウスバヒメガガンボ属の一種 ○ ○

49 クロヒメガガンボ属のEB種 ○ ○

50 クロヒメガガンボ属のED種 ○ ○ ○

51 ブユ科 アシマダラブユ属の一種 ○

52 ユスリカ科 エリユスリカ亜科の一種 ○ ○ ○ ○ ○

53 ナガレアブ科 コモンナガレアブ ○ ○

54 トビケラ目 ナガレトビケラ科 ムナグロナガレトビケラ ○

55 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ ○ ○ ○

56 クダトビケラ科 キブネクダトビケラ ○

57 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ ○ ○ ○

58 ウルマーシマトビケラ ○ ○

59 トビケラ科 ムラサキトビケラ ○

60 エグリトビケラ科 ニンギョウトビケラ ○

5綱 13目 36科 60種 11種 10種 8種 22種 22種 29種

注）「～の一種」は１種として集計している。

No. 目　名 種　名
任意
踏査

綱　名 科　名
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底生生物地点別確認種一覧（夏季）

コドラート調査

№1 №2 №3 №4 №5

1 ウズムシ綱 ウズムシ目 ヒラタウズムシ科 ヒラタウズムシ科の一種 ○

2 マキガイ綱 ニナ目 カワニナ科 カワニナ ○ ○

3 ミミズ綱 イトミミズ目 イトミミズ科 イトミミズ科の一種 ○ ○

4 ヒル綱 － － ヒル綱の一種 ○

5 コウカク綱 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ ○

6 エビ目 サワガニ科 サワガニ ○

7 コンチュウ綱 カゲロウ目 コカゲロウ科 コカゲロウ属の一種 ○ ○ ○ ○

8 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ ○

9 モンカゲロウ科 モンカゲロウ ○

10 マダラカゲロウ科 エラブタマダラカゲロウ ○ ○

11 クシゲマダラカゲロウ ○ ○

12 アカマダラカゲロウ ○ ○

13 トンボ目 サナエトンボ科 オナガサナエ ○

14 オニヤンマ科 オニヤンマ ○

15 カワゲラ目 オナシカワゲラ科 フサオナシカワゲラ属の一種 ○ ○ ○

16 カワゲラ科 ヤマトフタツメカワゲラ ○

17 カメムシ目 コオイムシ科 タガメ ○

18 タイコウチ科 タイコウチ ○

19 ミズカマキリ ○

20 アミメカゲロウ目 ヘビトンボ科 ヘビトンボ ○

21 ヤマトクロスジヘビトンボ ○

22 コウチュウ目 ガムシ科 ガムシ科の一種 ○

23 ヒラタドロムシ科 マルヒゲハナノミ属の一種 ○

24 チビヒゲナガハナノミ属の一種 ○

25 ヒラタドロムシ属の一種 ○

26 ヒメドロムシ科 ヒメドロムシ科の一種 ○ ○

27 ホタル科 ゲンジボタル ○ ○

28 ハエ目 ガガンボ科 ガガンボ属の一種 ○ ○

29 ウスバヒメガガンボ属の一種 ○ ○ ○

30 クロヒメガガンボ属の一種 ○ ○

31 ユスリカ科 ユスリカ科の一種 ○ ○ ○ ○ ○

32 ナガレアブ科 コモンナガレアブ ○

33 トビケラ目 ヒメトビケラ科 ヒメトビケラ属の一種 ○

34 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ ○ ○

35 クダトビケラ科 クダトビケラ科の一種 ○ ○

36 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ ○ ○ ○ ○ ○

37 エチゴシマトビケラ ○

38 ナカハラシマトビケラ ○

39 ウルマーシマトビケラ ○ ○

40 ヒゲナガトビケラ科 クサツミトビケラ属の一種 ○

6綱 13目 28科 40種 9種 5種 10種 11種 23種 9種

注）「～の一種」は１種として集計している。

No. 目　名 種　名
任意
踏査

綱　名 科　名
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底生生物地点別確認種一覧（秋季）

コドラート調査

№1 №2 №3 №4 №5

1 マキガイ綱 ニナ目 カワニナ科 カワニナ ○

2 モノアラガイ目 モノアラガイ科 モノアラガイ科の一種 ○

3 ミミズ綱 イトミミズ目 イトミミズ科 イトミミズ科の一種 ○

4 ヒル綱 － － ヒル綱の一種 ○

5 コウカク綱 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ ○

6 コンチュウ綱 カゲロウ目 コカゲロウ科 フタバコカゲロウ ○

7 ミジカオフタバコカゲロウ ○

8 サホコカゲロウ ○

9 コカゲロウ属の一種 ○ ○ ○ ○ ○

10 ヒトリガカゲロウ科 チラカゲロウ ○ ○ ○

11 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ ○ ○ ○ ○

12 エルモンヒラタカゲロウ ○ ○ ○

13 ヒメヒラタカゲロウ ○

14 ヒメヒラタカゲロウ属の一種 ○

15 サツキヒメヒラタカゲロウ ○ ○ ○

16 ヒラタカゲロウ科の一種 ○

17 トビイロカゲロウ科 トビイロカゲロウ属の一種 ○ ○

18 モンカゲロウ科 モンカゲロウ ○

19 モンカゲロウ属の一種 ○

20 マダラカゲロウ科 アカマダラカゲロウ ○

21 トンボ目 モノサシトンボ科 モノサシトンボ ○

22 カワトンボ科 ハグロトンボ ○

23 ニシカワトンボ ○ ○

24 サナエトンボ科 ヤマサナエ ○

25 コオニヤンマ ○

26 サナエトンボ科の一種 ○ ○

27 オニヤンマ科 オニヤンマ ○

28 ヤンマ科 ミルンヤンマ ○

29 エゾトンボ科 コヤマトンボ ○

30 － トンボ目の一種 ○

31 カワゲラ目 カワゲラ科 カミムラカワゲラ ○

32 カミムラカワゲラ属の一種 ○

33 ヤマトフタツメカワゲラ ○ ○ ○ ○

34 － カワゲラ目の一種 ○

35 カメムシ目 コオイムシ科 コオイムシ ○

36 タイコウチ科 タイコウチ ○

37 ミズカマキリ ○

38 マツモムシ科 マツモムシ ○

39 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 クロゲンゴロウ ○

40 ナガハナノミ科 ヒゲナガハナノミ属の一種 ○

41 ヒラタドロムシ科 ヒラタドロムシ属の一種 ○

42 ヒメドロムシ科 ヒメドロムシ科の一種 ○ ○ ○

43 ナガドロムシ科 ナガドロムシ科の一種 ○

44 ハエ目 ガガンボ科 ガガンボ属の一種 ○

45 ウスバヒメガガンボ属の一種 ○ ○

46 クロヒメガガンボ属の一種 ○ ○ ○ ○ ○

47 ブユ科 ブユ科の一種 ○ ○ ○

48 ユスリカ科 ユスリカ科の一種 ○ ○ ○ ○

49 ナガレアブ科 コモンナガレアブ ○ ○

50 － ハエ目の一種 ○

51 トビケラ目 ヤマトビケラ科 ヤマトビケラ属の一種 ○

52 ナガレトビケラ科 ツメナガナガレトビケラ ○

53 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ ○ ○

54 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ ○ ○ ○ ○ ○

55 ウルマーシマトビケラ ○ ○ ○

56 シマトビケラ科の一種 ○

57 エグリトビケラ科 ニンギョウトビケラ ○

58 ニンギョウトビケラ属の一種 ○

59 － トビケラ目の一種 ○

5綱 11目 34科 59種 13種 11種 10種 17種 16種 31種

注）「～の一種」は１種として集計している。

No. 目　名 種　名
任意
踏査

綱　名 科　名
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底生生物地点別確認種一覧（冬季）
コドラート調査

№1 №2 №3 №4 №5

1 マキガイ綱 ニナ目 カワニナ科 カワニナ ○ ○ ○ ○ ○

2 ミミズ綱 － － ミミズ綱の一種 ○

3 ヒル綱 イシビル目 イシビル科 シマイシビル ○

4 ナミイシビル ○ ○ ○

5 コウカク綱 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ ○ ○ ○ ○ ○

6 エビ目 サワガニ科 サワガニ ○ ○

7 コンチュウ綱 カゲロウ目 コカゲロウ科 コカゲロウ属の一種 ○ ○

8 ヒトリガカゲロウ科 チラカゲロウ ○ ○ ○

9 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ ○ ○

10 ユミモンヒラタカゲロウ ○ ○

11 ナミヒラタカゲロウ ○ ○ ○ ○

12 トビイロカゲロウ科 ウエストントビイロカゲロウ ○

13 モンカゲロウ科 フタスジモンカゲロウ ○

14 モンカゲロウ ○ ○ ○ ○

15 マダラカゲロウ科 カスタニアマダラカゲロウ ○ ○

16 オオクママダラカゲロウ ○ ○

17 オオマダラカゲロウ ○ ○

18 Ephemerellaの一種 ○ ○ ○ ○

19 トンボ目 モノサシトンボ科 モノサシトンボ ○

20 カワトンボ科 ハグロトンボ ○

21 Mnaisの一種 ○ ○

22 サナエトンボ科 ヤマサナエ ○ ○ ○ ○

23 ダビドサナエ ○ ○

24 コオニヤンマ ○

25 オニヤンマ科 オニヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 ヤンマ科 ミルンヤンマ ○ ○ ○ ○

27 エゾトンボ科 コヤマトンボ ○ ○ ○ ○

28 カワゲラ目 ミジカオカワゲラ科 ヤマトミジカオカワゲラ ○ ○ ○

29 アミメカワゲラ科 アミメカワゲラ属の一種 ○

30 カワゲラ科 カミムラカワゲラ ○

31 ヤマトフタツメカワゲラ ○ ○ ○ ○

32 カメムシ目 コオイムシ科 オオコオイムシ ○

33 タガメ ○

34 タイコウチ科 タイコウチ ○ ○

35 ミズカマキリ ○ ○ ○

36 マツモムシ科 マツモムシ ○ ○

37 アミメカゲロウ目 ヘビトンボ科 ヘビトンボ ○

38 ヤマトクロスジヘビトンボ ○

39 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 ヒメゲンゴロウ ○ ○

40 クロゲンゴロウ ○

41 ヒラタドロムシ科 チビヒゲナガハナノミ属の一種 ○

42 マルヒラタドロムシ属の一種 ○

43 ホタル科 ゲンジボタル ○

44 ハエ目 ガガンボ科 Prionoceraの一種 ○ ○ ○ ○ ○

45 ウスバヒメガガンボ属の一種 ○ ○

46 クロヒメガガンボ属のEB種 ○ ○

47 クロヒメガガンボ属のED種 ○ ○ ○

48 ブユ科 アシマダラブユ属の一種 ○

49 ユスリカ科 モンユスリカ亜科の一種 ○

50 エリユスリカ亜科の一種 ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 ナガレアブ科 ナガレアブ属の一種 ○

52 トビケラ目 ヤマトビケラ科 ヤマトビケラ属の一種 ○

53 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ ○ ○ ○ ○

54 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ ○ ○ ○ ○

55 ウルマーシマトビケラ ○ ○ ○ ○

56 トビケラ科 ムラサキトビケラ ○ ○

57 エグリトビケラ科 ニンギョウトビケラ ○

58 カクツツトビケラ科 コカクツツトビケラ ○ ○

59 カクスイトビケラ科 Micrasemaの一種 ○

5綱 12目 37科 59種 16種 21種 31種 29種 25種 15種

注）「～の一種」は１種として集計している。

底生生物地点別確認種一覧（補足調査）

コドラート調査

№1 №2 №3 №4 №5

1 コンチュウ綱 カゲロウ目 フタオカゲロウ科 オオフタオカゲロウ ○ ○ ○ ○

5綱 12目 37科 59種 16種 21種 31種 29種 25種

No. 目　名 種　名
任意
踏査

綱　名 科　名

種　名No. 綱　名 目　名 科　名
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10.1 クチナガハバチ類調査結果（H18） ················ 10-1 

 

 

10. 生態系 



10.　生態系

10.1　クチナガハバチ類調査結果

クチナガハバチ類確認状況（旧馬頭町内）

確認数注1

単位：個体数

雄 雌 雄 雌

15 4月22日 1
ネ：0.3m×0.3m　×1
ヨ：－

4月22日 1 1

5月18日
4月14日 2 2 1
4月22日 5 4
4月28日
5月18日
4月14日 2 1

4月22日 2

4月28日

4月22日 1

4月28日

5月10日

4月22日 1

5月18日

4月14日 1 1

4月21日

5月18日

4月14日 1

5月18日

4月14日 7 3 2 1

4月22日 1 1

4月28日

4月21日 1 1

4月28日

5月18日

4月14日 1

5月2日

5月18日

4月22日 3 4 1

4月28日

5月10日

14 11 15 13

25 28

注1）空欄は、クチナガハバチが確認されなかったことを示す。

注2）クチナガハバチ類確認地点におけるネコノメソウ類の生育面積を長辺×短辺×箇所で示す。

　　「ネ」はネコノメソウ、「ヨ」はヨゴレネコノメを示す。

　　「-」は、ネコノメソウもしくはヨゴレネコノメが確認されなかったことを示す。

調査
地点

17

28

ネ：点在
ヨ：多数

ネ：0.3m×0.2m　×1
ヨ：0.4m×0.3m　×3

調査日
（平成18年）

18

23

27

クチナガハバチ

67

58

ネ：－
ヨ：10m×20m　×1

ネ：－
ヨ：1m×1m　×10

44

48
49

ネ：0.1m×0.1m　×3
ヨ：1m×0.5m　×6

33

ヒダクチナガハバチ

合計

ネコノメソウ類の

生育状況注2

ネ：1m×1m　×7
ヨ：1m×1m　×1

ネ：0.5m×0.5m　×3
ヨ：0.1m×0.2m　×2

ネ：0.1m×0.1m　×10
ヨ：0.5m×0.3m　×3

ネ：1m×1m　×1
ヨ：1m×1m　×5

ネ：1.5m×6m　×2
ヨ：0.5m×0.5m　×3

ネ：－
ヨ：1m×1m　×7

53



クチナガハバチ類確認状況（事業実施区域内）

確認数
注1

単位：個体数

雄 雌 雄 雌

4月13日 2 1

4月14日 1 1 1

4月17日 1

4月18日 1

4月22日 3 2 1

4月25日

4月28日

4月13日

4月14日

4月18日

4月22日 2 1

4月25日

4月28日

4月14日

4月22日 1

4月15日

4月22日 3

J 4月22日 3 9
ネ：－
ヨ：0.1m×0.3m　×1

L 4月22日 1
ネ：－
ヨ：点在

4月14日

4月22日 4 4

4月28日

4月13日 2 6 1

4月14日

4月17日

4月18日 1

4月22日 4 4

4月28日

4月22日 1

5月18日

3 5 29 24

8 53
注1）空欄は、クチナガハバチが確認されなかったことを示す。

注2）クチナガハバチ類確認地点におけるネコノメソウ類の生育面積を長辺×短辺×箇所で示す。

　　「ネ」はネコノメソウ、「ヨ」はヨゴレネコノメを示す。

　　「-」は、ネコノメソウもしくはヨゴレネコノメが確認されなかったことを示す。

ネ：－
ヨ：点在

ネ：－
ヨ：点在

ネ：－
ヨ：0.1m×0.2m　×2

ネ：点在
ヨ：点在

ネ：0.1m×0.1m　×5
ヨ：1m×2m　　　×4

E

F

ネ：0.5m×0.5m　×2
ヨ：沢沿いに小群が点在

ネ：点在
ヨ：0.3m×0.3m　×3

調査
地点

調査日
（平成18
年）

ネコノメソウ類の

生育状況
注2

クチナガハバチ ヒダクチナガハバチ

合計

Q

H

I

N

P



 

 

 

 

11.1 樹木調査票 ····································· 11-1 

11.2 水処理施設から発生する汚泥及び塩の量 ··········· 11-7 

 

 

 

 

11. 廃棄物等 
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№ 1 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｓ40Ｅ

(傾斜) 10°

アカマツ群落 2005年8月17日 調査者

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 1 アカマツ 生 21.6 16.0

2 2 アカマツ 生 35.7 19.0

3 3 アカマツ 生 30.1 18.0

4 4 アカマツ 生 21.7 19.0

5 5 アカマツ 枯 21.8 19.0

6 6 アカマツ 生 16.5 19.0

7 7 アカマツ 生 21.2 19.0

8 8 アカマツ 枯 24.5 18.0

9 9 アカマツ 生 22.0 16.0

10 10 アカマツ 生 20.2 17.0

11 11 アカマツ 生 27.2 19.0

12 12 アカマツ 枯 19.2 2.8

13 13 ムラサキシキブ 生 3.8 3.7

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

毎 木 調 票
馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

　 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

 

№ 2 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｎ10Ｗ

(傾斜) 15°

コナラ-アズマネザサ群落 2005年8月17日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 1 カスミザクラ 生 29.1 13.0 30 コナラ 生 40.7 18.0

2 2 エゴノキ 枯 10.4 6.1 コナラ 生 12.1 18.0

3 3 アオハダ 生 13.4 10.0 コナラ 生 23.0 18.0

4 アオハダ 生 14.9 10.0 31 コナラ 生 9.1 10.0

5 4 フジ 生 3.0 10.0 32 ネジキ 生 2.8 4.4

6 5 コナラ 生 26.0 17.0 33 ネジキ 生 3.6 4.8

7 6 コナラ 生 14.4 11.0 34 カスミザクラ 枯 5.6 2.8

8 7 コナラ 生 10.7 9.0 35 タカノツメ 生 6.0 5.6

9 8 ミヤマガマズミ 生 1.6 2.5 36 カスミザクラ 生 15.5 13.0

10 9 カマツカ 生 1.9 2.0 37 アカシデ 生 18.9 15.0

11 10 ミヤマガマズミ 生 1.9 2.5 38 コナラ 生 8.5 6.5

12 11 エゴノキ 生 3.4 4.6 39 ネジキ 生 2.1 2.5

13 12 コナラ 枯 5.1 3.7 40 ネジキ 生 2.6 3.4

14 13 タカノツメ 生 2.1 2.8 41 ウリカエデ 生 3.1 3.8

15 14 アオハダ 生 6.8 10.0 42 トウゴクミツバツツジ 生 2.0 2.4

16 アオハダ 生 10.7 10.0 43 コナラ 枯 9.0 8.0

17 アオハダ 生 3.1 10.0 44 コナラ 生 30.0 17.0

18 アオハダ 生 9.8 10.0 45 アオハダ 生 6.0 7.8

19 アオハダ 生 10.9 10.0 アオハダ 生 4.5 7.8

20 15 コナラ 生 26.6 18.0 アオハダ 生 5.8 7.8

21 16 フジ 生 2.8 10.0 アオハダ 生 5.6 7.8

22 17 アズキナシ 生 3.1 4.5 アオハダ 生 2.4 7.8

23 アズキナシ 生 2.6 4.5 アオハダ 生 6.3 7.8

24 18 ナツハゼ 生 2.6 3.5 46 アズキナシ 生 4.4 6.6

25 19 ヤマツツジ 生 1.7 2.3 アズキナシ 生 4.9 6.6

26 ヤマツツジ 生 1.7 2.3 47 アブラツツジ 生 2.1 3.6

27 20 トウゴクミツバツツジ 生 2.3 2.9 アブラツツジ 生 2.5 3.6

28 21 ナツハゼ 生 2.3 3.1 アブラツツジ 生 1.5 3.6

29 22 トウゴクミツバツツジ 生 2.0 1.9 アブラツツジ 生 1.5 3.6

30 23 ネジキ 生 4.4 5.0 48 ヤマツツジ 生 1.6 2.4

31 24 アズキナシ 生 4.7 5.9 49 ヤマツツジ 生 1.4 2.2

32 アズキナシ 生 3.2 5.9 50 コナラ 生 29.8 20.0

33 25 ミヤマガマズミ 生 1.8 2.6 コナラ 生 26.0 20.0

34 ミヤマガマズミ 生 1.7 2.6 コナラ 生 20.1 20.0

35 26 フジ 生 1.7 3.3 コナラ 生 17.7 20.0

36 27 トウゴクミツバツツジ 生 2.3 2.5 51 コナラ 生 29.4 21.0

37 トウゴクミツバツツジ 生 2.0 2.5 52 タカノツメ 生 4.8 5.4

38 28 ミヤマガマズミ 生 1.8 3.3 タカノツメ 生 3.3 5.4

39 ミヤマガマズミ 生 2.1 3.3 タカノツメ 生 3.9 5.4

40 29 トウゴクミツバツツジ 生 2.0 2.8 タカノツメ 生 3.7 5.4

(日当)  陽・中陰・陰

 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・

馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱

 

1
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№ 2 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｎ10Ｗ

(傾斜) 15°

コナラ-アズマネザサ群落 2005年8月17日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 タカノツメ 生 5.5 5.4

2 53 コナラ 生 41.6 13.0

3 コナラ 生 15.7 13.0

4 コナラ 生 15.1 13.0

5 54 コナラ 生 24.2 17.0

6 55 カマツカ 生 1.8 2.1

7 56 ヤマツツジ 生 1.5 1.9

8 57 アズキナシ 生 2.9 5.2

9 アズキナシ 生 3.3 5.2

10 アズキナシ 生 4.3 5.2

11 58 エゴノキ 生 5.2 6.1

12 59 エゴノキ 生 3.4 3.7

13 60 トウゴクミツバツツジ 生 1.9 3.0

14 トウゴクミツバツツジ 生 1.6 3.0

15 61 コシアブラ 生 1.9 2.2

16 62 ミヤマガマズミ 生 2.1 2.8

17 63 ナツハゼ 生 1.4 2.1

18 64 ヤマボウシ 生 2.0 2.5

19 65 トウゴクミツバツツジ 生 1.9 2.1

20 66 リョウブ 生 9.4 8.8

21 リョウブ 生 11.1 8.8

22 リョウブ 生 8.3 8.8

23 リョウブ 生 11.1 8.8

24 67 コナラ 生 27.2 16.0

25 68 コナラ 枯 13.3 10.0

26 69 コナラ 生 4.7 3.3

27 70 マルバアオダモ 生 3.5 5.3

28 マルバアオダモ 生 3.9 5.3

29 マルバアオダモ 生 2.1 5.3

30 71 ナツハゼ 生 2.0 2.9

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

　 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

 

№ 3 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｎ10Ｗ

(傾斜) 10°

スギ・ヒノキ植林 2005年8月17日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 1 スギ 生 31.8 20.0 36 スギ 生 23.9 20.0

2 2 クサギ 生 5.7 5.8 37 不明 広葉樹 枯 1.4 2.6

3 3 クサギ 生 2.1 3.4 38 ヒメコウゾ 生 2.0 2.3

4 クサギ 生 3.3 3.4 39 クサギ 生 3.3 3.7

5 クサギ 生 1.9 3.4 40 クサギ 生 3.1 3.2

6 4 スギ 生 18.9 20.0 41 スギ 生 19.4 18.0

7 5 サンショウ 生 1.7 3.2 42 クサギ 生 2.2 3.0

8 6 ホオノキ 生 2.2 4.6 クサギ 生 1.8 3.0

9 7 ウワミズザクラ 生 3.9 4.2 43 ムラサキシキブ 生 2.6 4.2

10 8 ウワミズザクラ 生 3.6 4.3 ムラサキシキブ 生 1.7 4.2

11 9 クリ 生 2.5 4.5 44 ムラサキシキブ 生 1.1 2.2

12 10 クサギ 生 2.4 3.4 45 クサギ 生 1.9 2.4

13 11 スギ 生 27.0 20.0 46 クサギ 生 3.9 3.4

14 12 アオハダ 生 2.1 3.4 47 スギ 生 18.3 8.0

15 アオハダ 生 2.1 3.4 48 クサギ 生 1.8 2.0

16 13 ヤマウルシ 生 1.4 2.1 49 ホオノキ 生 3.0 4.9

17 14 スギ 生 26.5 20.0 50 クサギ 生 1.7 2.0

18 15 ヌルデ 生 3.4 3.0 51 スギ 生 24.3 20.0

19 16 スギ 生 18.7 18.0 52 ヒメコウゾ 生 2.1 2.7

20 17 スギ 生 27.9 20.0 53 スギ 生 19.6 20.0

21 18 ムラサキシキブ 生 3.2 3.8 54 クサギ 生 3.2 3.6

22 19 ウワミズザクラ 生 2.0 3.3 55 スギ 生 13.2 15.0

23 20 スギ 生 23.8 19.0 56 ヒメコウゾ 生 2.0 2.6

24 21 サクラ属の一種 生 3.4 3.3 57 クマヤナギ 生 0.3 2.4

25 22 スギ 生 25.6 20.0 58 ヤマウルシ 生 2.1 3.0

26 23 クサギ 生 2.8 2.5 ヤマウルシ 生 1.5 3.0

27 24 カスミザクラ 生 1.4 2.2 59 フジ 生 0.3 2.2

28 25 ヒメコウゾ 生 1.8 2.0 60 ムラサキシキブ 生 1.7 3.4

29 26 スギ 生 23.0 20.0 61 ムラサキシキブ 生 1.6 3.1

30 27 クサギ 生 2.5 2.6 ムラサキシキブ 生 1.3 3.1

31 28 ヒメコウゾ 生 1.5 2.2 62 ヒメコウゾ 生 1.9 2.5

32 ヒメコウゾ 生 2.1 2.2 63 スギ 生 18.1 18.0

33 29 ムラサキシキブ 生 2.1 3.1 64 ウワミズザクラ 生 3.6 4.1

34 ムラサキシキブ 生 2.1 3.1 ウワミズザクラ 生 3.4 4.1

35 30 ムラサキシキブ 枯 1.9 2.3 ウワミズザクラ 生 3.1 4.1

36 31 カスミザクラ 生 4.0 6.2 65 クサギ 生 2.0 1.9

37 32 スギ 枯 32.9 3.3 66 ヒメコウゾ 生 1.9 2.0

38 33 クサギ 生 3.0 3.5 67 スギ 生 25.9 20.0

39 34 スギ 生 26.5 20.0 68 クサギ 生 3.3 4.0

40 35 スギ 生 17.6 18.0 69 スギ 生 25.1 20.0

(日当)  陽・中陰・陰

 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・

馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱
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№ 3 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｎ10Ｗ

(傾斜) 10°

スギ・ヒノキ植林 2005年8月17日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 70 ヒメコウゾ 生 1.8 2.6

2 71 マタタビ 生 0.8 3.6

3 72 ムラサキシキブ 生 1.4 2.5

4 ムラサキシキブ 生 1.5 2.5

5 73 不明 広葉樹 枯 1.7 2.3

6 74 クサギ 生 2.5 4.0

7 75 ヌルデ 生 1.9 3.1

8 76 ヌルデ 生 2.2 2.9

9 77 不明 広葉樹 枯 3.5 4.6

10 78 ケヤキ 生 1.8 3.9

11 79 ミツバアケビ 生 0.7 4.3

12 80 クサギ 生 3.8 4.0

13 81 スギ 生 21.3 20.0

14 82 クサギ 生 2.7 3.1

15 83 ムラサキシキブ 生 1.5 2.8

16 84 ムラサキシキブ 生 1.9 2.9

17 85 クサギ 生 3.5 4.4

18 86 ムラサキシキブ 生 2.2 3.9

19 ムラサキシキブ 生 2.2 3.9

20 87 ウメモドキ 生 1.5 3.1

21 88 サルトリイバラ 生 0.4 3.4

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

　 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

 

№ 4 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｎ5Ｅ

(傾斜) 15°

アカマツ-コナラ群落 2005年8月18日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 1 リョウブ 生 2.5 2.8 30 アオハダ 生 2.5 3.5

2 2 ヤマツツジ 生 2.1 2.7 31 アオハダ 生 2.9 3.7

3 3 キハギ 生 1.5 1.7 32 ヤマウルシ 生 3.1 3.3

4 4 ヤマツツジ 生 2.2 1.8 33 クリ 生 1.6 2.7

5 5 ウリカエデ 生 2.5 2.4 34 ヤマウルシ 生 1.6 2.2

6 6 ナツハゼ 生 1.8 2.1 35 アオハダ 生 1.8 2.9

7 7 ヤマウルシ 生 4.9 6.6 36 ヤマウルシ 生 1.4 2.4

8 ヤマウルシ 生 4.6 6.6 37 ネジキ 生 2.2 2.3

9 ヤマウルシ 生 2.8 6.6 38 ナツハゼ 生 2.7 2.6

10 8 フジ 生 2.8 14.0 39 ヤマツツジ 生 1.7 1.9

11 フジ 生 2.2 14.0 40 イヌツゲ 生 1.4 2.1

12 フジ 生 0.5 14.0 41 リョウブ 生 8.6 6.4

13 9 バイカツツジ 生 1.6 1.7 リョウブ 生 7.4 6.4

14 10 マルバアオダモ 生 1.3 1.6 42 タカノツメ 生 3.2 4.6

15 11 カスミザクラ 生 2.4 2.4 タカノツメ 生 6.2 4.6

16 12 マルバアオダモ 生 1.5 2.0 タカノツメ 生 7.0 4.6

17 13 ネジキ 生 2.2 2.3 タカノツメ 生 6.4 4.6

18 14 ヤマツツジ 生 1.8 1.8 43 アオハダ 生 1.4 2.1

19 15 バイカツツジ 生 1.4 1.9 44 ヤマウルシ 枯 4.8 5.3

20 バイカツツジ 生 8.0 1.9 45 ネジキ 生 3.9 3.8

21 バイカツツジ 生 9.0 1.9 46 マルバアオダモ 生 6.0 5.6

22 16 ナツハゼ 生 1.9 2.4 47 ナツハゼ 生 1.4 3.5

23 17 ヤマウルシ 生 1.5 2.2 ナツハゼ 生 2.0 3.5

24 18 アオダモ 生 2.2 3.3 ナツハゼ 生 1.4 3.5

25 19 ネジキ 生 1.6 2.1 48 ヤマツツジ 生 1.4 2.2

26 20 コナラ 生 19.9 14.0 49 アオハダ 生 2.9 5.7

27 コナラ 生 21.5 14.0 50 ヤマウルシ 生 3.5 4.5

28 コナラ 生 6.8 14.0 51 ミヤマガマズミ 生 2.9 3.6

29 21 コナラ 生 24.6 14.0 ミヤマガマズミ 生 1.6 3.6

30 コナラ 生 19.0 14.0 ミヤマガマズミ 生 1.7 3.6

31 22 アカマツ 生 34.5 17.0 52 リョウブ 生 7.0 7.2

32 23 ネジキ 生 1.6 2.6 53 ヤマウルシ 生 2.5 3.1

33 ネジキ 生 1.7 2.6 54 ウリカエデ 生 2.4 3.3

34 24 マルバアオダモ 生 1.3 2.7 ウリカエデ 生 1.7 3.3

35 25 ヤマウルシ 生 1.5 2.5 ウリカエデ 生 1.3 3.3

36 26 ナツハゼ 生 2.3 2.2 ウリカエデ 生 1.7 3.3

37 27 ナツハゼ 生 1.6 2.8 ウリカエデ 生 2.3 3.3

38 28 ヤマウルシ 生 2.5 2.4 55 リョウブ 生 5.6 5.4

39 29 リョウブ 生 8.3 6.3 56 トウゴクミツバツツジ 生 1.4 3.0

40 リョウブ 生 5.7 6.3 57 アカマツ 生 14.5 12.0

馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿
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№ 4 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｎ5Ｅ

(傾斜) 15°

アカマツ-コナラ群落 2005年8月18日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 58 バイカツツジ 生 1.8 2.4 タカノツメ 生 2.8 7.4

2 59 アカマツ 生 19.3 12.0 80 ヤマウルシ 生 5.6 5.6

3 60 アカマツ 枯 12.6 10.0 81 ナツハゼ 生 3.6 2.4

4 61 コシアブラ 生 11.5 8.3 ナツハゼ 生 3.9 2.4

5 コシアブラ 生 5.7 8.3 ナツハゼ 生 2.1 2.4

6 62 コナラ 生 12.1 7.1 82 ヤマウルシ 生 1.8 3.6

7 63 アオハダ 生 1.6 3.3 83 ヤマウルシ 生 1.4 3.0

8 64 アオハダ 生 2.4 3.9 84 ウワミズザクラ 生 1.7 2.3

9 65 ヤマツツジ 生 1.3 2.3 85 ネジキ 生 5.0 3.7

10 66 アカシデ 生 4.3 5.0 ネジキ 生 5.4 3.7

11 67 ヤマウルシ 生 2.0 3.4 86 ヤマウルシ 生 1.3 2.5

12 68 アカマツ 生 26.0 14.0 87 マルバアオダモ 生 1.3 2.1

13 69 リョウブ 生 10.7 7.3 88 マルバアオダモ 生 1.2 3.6

14 リョウブ 生 8.1 7.3 89 ミヤマガマズミ 生 2.9 3.6

15 リョウブ 生 8.9 7.3 90 ヤマウルシ 生 1.4 3.1

16 リョウブ 生 5.9 7.3 91 ミヤマガマズミ 生 1.9 3.1

17 70 リョウブ 生 1.4 2.6 92 アオハダ 生 3.3 3.3

18 71 アオハダ 生 2.7 3.6 93 バイカツツジ 生 1.5 2.5

19 アオハダ 生 1.9 3.6 94 ネジキ 生 4.7 4.5

20 アオハダ 生 1.9 3.6 ネジキ 生 2.5 4.5

21 72 ヤマツツジ 生 0.9 1.5 ネジキ 生 2.2 4.5

22 73 ヤマツツジ 生 0.8 2.0 95 ネジキ 生 3.2 4.1

23 74 アオハダ 生 3.0 4.3 96 リョウブ 生 3.7 4.5

24 アオハダ 生 2.9 4.3 97 アカマツ 枯 14.4 5.4

25 アオハダ 生 2.0 4.3 98 フジ 生 2.8 5.4

26 アオハダ 生 2.3 4.3 フジ 生 1.8 5.4

27 75 ネジキ 生 1.6 3.2 99 アオハダ 生 3.7 4.4

28 76 ミヤマガマズミ 生 2.9 3.5 アオハダ 生 3.1 4.4

29 ミヤマガマズミ 生 3.0 3.5 アオハダ 生 3.7 4.4

30 ミヤマガマズミ 生 2.2 3.5 100 リョウブ 生 2.0 2.9

31 ミヤマガマズミ 生 2.0 3.5 101 リョウブ 生 1.7 3.3

32 ミヤマガマズミ 生 2.2 3.5 102 クリ 生 1.8 2.8

33 ミヤマガマズミ 生 2.2 3.5 103 リョウブ 生 2.3 3.3

34 ミヤマガマズミ 生 2.4 3.5 104 カマツカ 生 1.9 3.5

35 77 コバノガマズミ 生 1.7 2.4 105 ウワミズザクラ 生 3.9 5.0

36 78 マルバアオダモ 生 3.9 4.8 106 リョウブ 生 2.5 3.6

37 マルバアオダモ 生 1.8 4.8 107 リョウブ 生 3.4 3.7

38 79 タカノツメ 生 7.7 7.4 108 ヤマウルシ 生 8.7 6.6

39 タカノツメ 生 8.4 7.4 109 ネジキ 生 4.9 5.2

40 タカノツメ 生 4.6 7.4 ネジキ 生 4.2 5.2

ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

　 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

(群落名)

馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱

(土壌)

 

№ 4 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｎ5Ｅ

(傾斜) 15°

アカマツ-コナラ群落 2005年8月18日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 110 エゴノキ 生 3.1 3.6

2 111 フジ 生 0.4 2.9

3 112 コシアブラ 生 2.5 2.5

4 113 ネジキ 生 3.1 3.3

5 114 マルバアオダモ 生 2.0 3.5

6 マルバアオダモ 生 4.1 3.5

7 115 アカマツ 生 32.2 16.0

8 116 アカマツ 生 17.9 13.0

9 117 ヤマウルシ 生 9.0 5.4

10 118 ヤマウルシ 生 0.3 3.0

11 119 マルバアオダモ 生 1.0 3.0

12 120 マルバアオダモ 生 1.2 3.4

13 121 マルバアオダモ 生 2.2 3.3

14 122 ネジキ 生 6.1 5.0

15 ネジキ 生 4.4 5.0

16 ネジキ 生 2.3 5.0

17 123 リョウブ 生 1.9 2.1

18 124 マルバアオダモ 生 0.8 2.8

19 125 リョウブ 生 2.1 3.9

20 リョウブ 生 1.8 3.9

21 126 ヤマザクラ 生 1.7 2.6

22 127 リョウブ 生 1.8 2.6

23 128 ネジキ 生 4.2 3.9

24 ネジキ 生 2.3 3.9

25 ネジキ 生 4.8 3.9

26 ネジキ 生 6.7 3.9

27 ネジキ 生 3.9 3.9

28 129 マルバアオダモ 生 9.6 8.1

29 マルバアオダモ 生 6.5 8.1

30 130 ヤマウルシ 生 2.6 3.2

31 131 アカマツ 枯 29.1 6.0

32 132 ヤマザクラ 生 3.1 3.1

33 133 アオダモ 生 1.9 3.2

34 アオダモ 生 0.6 3.2

35 134 シラカシ 生 4.6 3.4

36 135 リョウブ 生 0.9 2.4

37 136 アカマツ 生 28.6 16.0

38 137 アオハダ 生 1.8 3.0

39 アオハダ 生 0.8 3.0

40 138 ヤマザクラ 生 1.8 2.4

ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

(群落名)

毎 木 調 票
馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱

(土壌)
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№ 5 調査地

(面積) 15×10ｍ

(方位) Ｓ30Ｗ

(傾斜) 10°

スギ・ヒノキ若齢林 2005年8月18日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 1 ヒノキ 生 8.4 6.3

2 2 ヒノキ 生 8.1 5.9

3 3 ヒノキ 生 10.3 7.6

4 4 ヒノキ 生 9.7 7.5

5 5 ヒノキ 生 11.0 7.0

6 6 ヒノキ 生 9.1 6.9

7 7 ヒノキ 生 9.2 6.6

8 8 ヒノキ 生 10.4 6.6

9 9 ヒノキ 生 3.4 3.9

10 10 ヤマウルシ 生 0.7 1.7

11 11 ヒノキ 生 8.5 5.9

12 12 ヒノキ 生 9.8 6.9

13 13 ヒノキ 生 7.4 5.9

14 14 ヒノキ 生 7.3 5.9

15 15 ヒノキ 生 8.3 6.0

16 16 ヒノキ 生 7.6 6.0

17 17 ヒノキ 生 10.2 7.3

18 18 ヒノキ 生 9.5 6.5

19 19 ヒノキ 生 10.7 6.7

20 20 ヒノキ 生 10.5 6.7

21 21 ヒノキ 生 9.5 6.9

22 22 ヒノキ 生 7.4 5.7

23 23 ヒノキ 生 8.7 6.2

24 24 ヒノキ 生 8.8 6.2

25 25 ヒノキ 生 10.1 6.2

26 26 ヒノキ 生 9.4 5.8

27 27 ヒノキ 生 1.0 1.8

28 ヒノキ 生 0.8 1.8

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

　 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

 

№ 6 調査地

(面積) 10×10ｍ

(方位) -

(傾斜) -

伐採跡地群落 2005年8月19日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 1 ヤマザクラ 生 4.0 6.3

2 ヤマザクラ 生 3.2 6.3

3 ヤマザクラ 生 3.9 6.3

4 ヤマザクラ 生 3.3 6.3

5 ヤマザクラ 生 4.5 6.3

6 ヤマザクラ 生 4.1 6.3

7 ヤマザクラ 生 2.7 6.3

8 ヤマザクラ 生 4.3 6.3

9 2 コナラ 生 2.7 3.0

10 3 ヤマザクラ 生 6.3 5.0

11 ヤマザクラ 生 3.9 5.0

12 ヤマザクラ 生 3.9 5.0

13 ヤマザクラ 生 5.2 5.0

14 ヤマザクラ 生 4.0 5.0

15 ヤマザクラ 生 2.6 5.0

16 ヤマザクラ 生 5.2 5.0

17 ヤマザクラ 生 3.7 5.0

18 4 ツノハシバミ 生 2.0 2.8

19 ツノハシバミ 生 2.3 2.8

20 ツノハシバミ 生 2.5 2.8

21 5 クリ 生 8.2 7.0

22 クリ 生 3.2 7.0

23 クリ 生 2.8 7.0

24 クリ 生 8.1 7.0

25 6 クリ 生 2.7 2.4

26 クリ 生 2.4 2.4

27 クリ 生 3.1 2.4

28 クリ 生 3.2 2.4

29 7 コナラ 生 2.2 2.6

30 8 コナラ 生 2.0 2.1

31 9 コナラ 生 1.7 2.6

32 10 コナラ 生 1.8 3.0

33 コナラ 生 3.7 3.0

34 コナラ 生 1.2 3.0

35 コナラ 生 3.2 3.0

36 11 コナラ 生 0.4 2.5

37 12 コナラ 生 2.1 2.8

38

39

40

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

毎 木 調 票
馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱
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№ 7 調査地

(面積) 15×15ｍ

(方位) Ｓ80Ｅ

(傾斜) 15°

スギ・ヒノキ植林 2005年8月19日 調査者

No. 種名 状態 DBH
樹高
(m)

No. 種名 状態
DBH
(cm)

樹高
(m)

1 1 ヒノキ 生 18.9 16.0

2 2 ヒノキ 生 19.1 17.0

3 3 ヒノキ 生 17.2 16.0

4 4 ヒノキ 生 22.3 16.0

5 5 ヒノキ 枯 20.1 14.0

6 6 ヒノキ 生 18.1 17.0

7 7 ヒノキ 生 26.4 17.0

8 8 ヒノキ 生 24.8 16.0

9 9 ヒノキ 生 21.9 16.0

10 10 ヒノキ 生 19.2 17.0

11 11 ヒノキ 生 20.3 16.0

12 12 ヒノキ 生 21.6 17.0

13 13 ヒノキ 生 24.0 17.0

14 14 ヒノキ 生 16.3 16.0

15 15 ヒノキ 生 19.1 17.0

16 16 ヒノキ 枯 17.4 16.0

17 17 ヒノキ 生 24.3 17.0

18 18 ヒノキ 生 15.0 15.0

19 19 ヒノキ 生 23.1 17.0

20 20 ヒノキ 枯 18.3 15.0

21 21 ヒノキ 生 24.3 18.0

22 22 ヒノキ 生 21.6 17.0

23 23 ヒノキ 生 20.2 17.0

24 24 ヒノキ 生 19.2 17.0

25 25 ヒノキ 生 25.4 17.0

26 26 ヒノキ 生 20.8 16.0

27 27 ヒノキ 生 22.8 17.0

28 28 ヒノキ 生 22.3 17.0

29 29 ヒノキ 枯 12.8 9.0

30 30 ヒノキ 生 23.8 17.0

31 31 ヒノキ 生 22.2 17.0

32 32 ヒノキ 生 20.0 17.0

33 33 ヒノキ 生 17.5 17.0

34 34 ヒノキ 生 18.9 17.0

35 35 ヒノキ 生 28.1 18.0

36 36 ヒノキ 生 21.8 17.0

37

38

39

40

(群落名)

(土壌) ﾎﾟﾄﾞ性・褐森・赤・黄・黄褐森・ｱﾝﾄﾞ・ｸﾞﾗｲ・擬ｸﾞﾗｲ・ (日当)  陽・中陰・陰

　 沼沢・沖積・高湿草・非固結岩・水面下・その他(　　　　　　 (土湿) 乾・適・湿・過湿

馬頭町大字小口

(地形) 山頂・尾根・斜面( 上・中・下・凸・凹 )・谷・平地 (風当) 　強・中・弱
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11.1 水処理施設から発生する汚泥及び塩の量 

(1) 汚泥 

1) アルカリ凝集沈殿工程からの発生スラッジ量 

a) SS より  

流入 SS＝300mg/ℓ、処理水 SS＝10mg/ℓ 

汚泥生成比 1.00kg-ds/kg-SS 

100ｍ3/日×（300－10）mg/ℓ÷1000＝ 29.0kg/日 

 

b) 凝集剤より 

凝集剤（塩化第２鉄）添加量＝排水量に 60mg/ℓ 

汚泥生成比 0.658kg-ds/kg-Fe 

100ｍ3/日×60mg/ℓ÷1000×0.658＝ 3.9kg/日 

 

c) 炭酸ソーダより 

流入Ｃａ２＋＝1000mg/ℓ 

炭酸ソーダ添加量 ＝ 排水量に 2.65kg-Na2CO3/kg-Ca
2+  

汚泥生成比＝ 0.944kg-ds/kg-Na2CO3 

100ｍ3/日×1000mg/ℓ×2.65kg-Na2CO3/kg-Ca
2+ 

×0.944kg-ds/kg-Na2CO3÷1000＝250.2 kg/日 

 

d) 合計汚泥量 

29.0＋3.9＋250.2＝283.1kg/日 

 

2) 凝集沈殿処理工程からの発生スラッジ量 

a) BOD より 

流入 BOD＝250mg/ℓ、処理水 BOD＝3mg/ℓ 

100ｍ3/日×（250－3）mg/ℓ÷1000×0.4（汚泥転換率） 

＝ 9.9kg/日 

b) T-N より  

流入 T-N＝300mg/ℓ、処理水 T-N＝10mg/ℓ 

100ｍ3/日×（300－10）mg/ℓ÷1000×0.06（汚泥転換率） 

＝ 1.7kg/日 

c) メタノールより 

流入 T-N＝300mg/ℓ 

100ｍ3/日×300mg/ℓ÷1000×0.25（汚泥転換率） 

×3（注入率）＝ 22.5kg/日 

d) 凝集剤より 

凝集剤（塩化第２鉄）添加量＝排水量に 250mg/ℓ 

汚泥生成比 0.658kg-ds/kg-Fe 

100ｍ3/日×250mg/ℓ÷1000×0.658＝ 16.5kg/日 

2 
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e) 合計汚泥量 

9.9＋1.7＋22.5＋16.5＝ 50.6kg/日 

 

3) 汚泥発生量 

脱水後の汚泥（脱水ケーキ）の含水率を 85%とする。 

汚泥（脱水ケーキ）量：（283.1kg/日＋50.6kg/日） 

×（100/(100-85)) 

÷1,000kg/m3＝2.2m3/日 

＝811.9m3/年 

 

(2) 塩 

発生する塩全てがＮａＣｌで発生すると仮定する。（原子量：Na=23 Cｌ=35.5） 

流入 Cl－ 3,000 mg/ℓ    処理水 Cl－ 200 mg/ℓ   

塩発生量＝100m3/日×（3,000-200）mg/ℓ×58.5/35.5 

＝461.4kg/日 

＝168.4t/年 
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